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定量評価

定性評価

①こどもから意見を受け付ける体制の整備 16

②こども等への定期的な意見聴取 16
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③こどもの人権に関する啓発活動 17

④人権教育推進事業 17

⑤川越市人権教育実践報告会 18

⑥人権作品を通した人権意識の高揚

年度別達成状況
　　施策目標 掲載

ページ
計画

達成状況

こどもの意見表明の機会の確保とこどもの権利を尊重する社会づくり

18

定量評価

定性評価

こどもの体験活動等への参画支援

①子どもの文化芸術体験事業 19

②スポーツ教室 19

③ジュニアスキー教室 20

④広島平和記念式典派遣事業 20

⑤こども体験教室 21

⑦青少年交流事業（少年の翼） 22

⑥ジュニアアートスクエア／アートスクエア 21

様々な文化を背景に持つこどもが尊重される社会づくり（多文化共生の実現）

①日本語教室 23

②多文化共生講座 23
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定量評価

定性評価

③姉妹・友好都市交流の充実 24

④就学に関する多言語情報の提供 24

⑤高校進学ガイダンスへの協力 25

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業

基本目標１ こどもの権利や意見等が尊重される社会づくりの推進
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現状の分析・課題（Check)

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）

こどもたちへの意見聴取やこどもオンライン意見箱での意見募集を継続して実施し、こどもの意見表明の機会を確
保するとともに、その意見をこども施策へ反映できるよう庁内全体で取り組んでいく。
また、こどもの権利を含む人権について、学習機会の提供や様々な媒体を活用した啓発活動を行い、意識の醸成を
図っていく。
遊びや体験活動は、こどもの健やかな成長の原点であり、文化芸術体験事業やスポーツ教室を実施し、文化やス
ポーツ等に触れられる機会を創出する。また、多くのこどもたちが参加してもらえるよう、ニーズを確認しつつ、
開催時期などの見直しを行っていく。
多文化共生の実現に向けては、それぞれの文化の相互理解を促進する取組や日本語の習得から進学の支援を行うこ
とにより、地域で安心して生活できるよう、支援を推進していく。

R7年度の取組内容（Ｄo）

施策目標⑴
・こども等への定期的な意見聴取（小中高校大学を直接訪問し、児童等への意見聴取の実施（18校）） ・こども
の人権に関する啓発活動（こどもの権利に関するこどもたちの認知度把握） ・人権教育推進事業（人権教育合同
研修会の参加者1,089人）
施策目標⑵
・子どもの文化芸術体験事業（満足度等のアンケート調査の実施） ・スポーツ体験教室（参加者118名） ・こ
ども体験教室（新たな体験教室の実施、電子申請の導入） ・ジュニアアートスクエア／アートスクエア（一部、
未就学児童を対象に、新たな内容の講座実施）
施策目標⑶
・日本語教室（参加者4,251名） ・多文化共生講座（参加者520名） ・高校進学ガイダンスへの協力（参加者
50名）

各事業については、概ね順調に進捗を図ることが出来ていると考える。
こどもの意見表明の場を確保出来ている一方、聞いた意見をいかにこども施策に反映していくかが課題となる。
また、こどもの権利は、こども基本法などの法整備が進む一方で、当事者であるこども自身や周囲の大人への浸透
がされていない。
こどもの体験活動では、より多くのこどもたちに参加してもらうことが重要であり、こどものニーズを捉えた事業
展開をしていく必要がある。
外国籍市民が増加する中で、多文化共生の実現での課題となる言葉の壁、生活習慣や文化の違いによる摩擦などを
解消していく必要がある。
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⑭こどもの予防接種 32

⑮妊娠を希望する女性等への風しん予防接種

③子育てサポーター養成講座 44

④ブックスタート事業 44

⑤長期療養児等育児支援 45

33

⑯幼児のむし歯予防推進事業 33

⑰歯科健診・歯科保健指導等の実施 34

36

⑱妊産婦歯科健診 34

⑲こども家庭センター 35

定量評価

定性評価

⑥母子父子寡婦福祉資金貸付事業 38

⑥産前・産後サポート事業 45

5
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定量評価

定性評価
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10

0

14

⑨自立支援給付金事業 40

⑩母子・父子自立支援プログラム策定等事業 40

⑪公営住宅における優遇登録 41

⑫生活困窮者自立支援事業 41

⑬生活保護事業

子育て家庭への支援

①児童手当 36

②児童扶養手当

①妊婦のための支援給付 26

②妊婦等包括相談支援事業 26

③乳幼児健康診査 27

　　施策目標 掲載
ページ

計画
達成状況

切れ目ない支援によるこどもと親の健康の確保・増進

年度別達成状況

④乳児家庭全戸訪問事業 27

⑤産後ケア事業 28

⑥母子健康手帳の交付 28

⑩乳幼児相談 30

⑪家庭訪問型子育て支援事業（ホームスタート） 31

⑫こども医療費の支給 31

⑬夜間休日診療事業（小児）

⑦妊婦健康診査 29

⑧両親学級等事業 29

⑨離乳食教室 30

32

⑦母子家庭等就業・自立支援センター事業 39

⑧ひとり親家庭等生活向上事業 39

③ひとり親家庭等医療費の支給 37

④川越市遺児手当 37

⑤ひとり親家庭相談 38

愛情を育む親子のふれあいの機会の充実

①地域子育て支援拠点事業 43

②子育てサロン事業 43

42

⑭川越市子育てファミリー応援給付金 42

定量評価

定性評価

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業

基本目標２ 妊娠期からの切れ目ない支援と親子のふれあいの機会の充実
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施策目標⑴
・こども家庭センター（合同ケース会議の実施） ・乳幼児健康診査（年132回） ・乳児家庭全戸訪問事業（実
績1,733人） ・産後ケア事業（通所型（ロング型）の追加） ・妊婦健康診査（実績23,393件）・子どもの予防
接種（Ａ類疾病：49,924件）
施策目標⑵
・児童手当（支給対象児童数：541,075人） ・児童扶養手当（受給者数：1,795人） ・自立支援給付金事業（教
育訓練給付3件）
施策目標⑶
・地域子育て支援拠点事業（育児相談（面接相談・電話相談）2,334件） ・子育てサロン事業（17館23講座）
・産前・産後サポート事業（たまごサロン（講話型）年9回、ファーストサロン（交流型）年10回）

現状の分析・課題（Check)

こども家庭センターを中心とした相談体制の確保、各種健診や手当の支給が着実に行われていると考えている。
妊産婦等は子育てへの不安を感じやすいため、相談体制の充実が求められている。こども家庭センターでは、母子
保健・児童福祉の合同ケース会議を実施することで連携・協働を深め、妊産婦や親子等を必要な支援につなげてい
る。また、親子の健康を確保・増進するため、健診の受診率や予防接種の接種率を上げていく必要がある。
子育て家庭への支援として、ひとり親家庭や生活困窮世帯など支援が必要な家庭等を対象とした事業を実施してい
るが、利用者が減少している事業等があり、周知を図っていく必要がある。
地域子育て支援拠点事業などの親子のふれあいの機会を充実する事業についても、子育ての孤立感や負担感を解消
し、地域のつながりの中でこどもの健やかな育ちと保護者を支援するといった事業目的から、より多くの親子の利
用を促すため、同様に周知を図っていく必要がある。

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）

こども家庭センターを中心とした相談体制を維持するとともに、関係機関とも連絡調整を行いながら、必要なサ
ポートが途切れないよう支援を行っていく。
課題がある事業については、要因の分析、事業の重要性を伝える取組やSNSを活用した周知を行う。
安心してこどもを産み、育てるための経済的な支援として、引き続き児童手当を含め各種手当及び医療費の支給を
行う。また、支援の必要な家庭等が自立した生活が送れるよう、事業展開を行うとともに、様々な機会を通じて対
象世帯に事業の周知や活用を促していく。
親子の交流や情報交換、相談できる場を提供することにより、こどもの健やかな成長と保護者の育児の不安を少し
でも軽くできるよう取り組んでいく。

R7年度の取組内容（Ｄo）
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①通常保育事業 46

②認可外保育施設等の認可化支援 46

年度別達成状況
　　施策目標 掲載

ページ
計画

達成状況

教育・保育の充実と質的向上

1

10

③保育士研修 47

④地域型保育事業 47

⑤地域における小学校就学前の子どもを対象とした多様な集団活動事業の利用支援事業 48

⑥多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 48

⑦未就学児に対する食育の推進

子育て支援サービスの充実

①利用者支援事業（基本型・特定型・こども家庭センター型） 57～58

定量評価

定性評価

多様な保育事業の推進

①時間外保育事業（延長保育事業） 52

②保育所等における一時預かり事業 52

③幼稚園等における一時預かり事業 53

④統合保育事業

7

3

5

1

49

⑧人権保育の推進 49

⑨認可外保育施設等への施設等利用給付 50

⑩幼稚園等への施設等利用給付 50

⑪幼保小連絡懇談会の実施 51

53

⑤病児保育事業等 54

⑥ファミリー・サポート・センター事業 54

⑦子育て短期支援事業 55

⑧川越市保育ステーション事業 55

⑨休日・夜間保育事業 56

⑩乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 56

定量評価

定性評価

②子育て情報の発信 58

③パパ・ママ応援ショップ事業 59

④赤ちゃんの駅事業 59

⑤家庭教育講座 60

⑥市役所庁舎施設の機能改善 60

定量評価

定性評価

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業

基本目標３ 幼児期の教育・保育の充実と保護者への支援
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就学前児童数が減少しているものの、共働き家庭の増加に伴い保育ニーズが高まっていることが推察され、その中
で待機児童数が依然として9名いることは、引き続きの課題である。同じく利用者数に課題を抱える川越市保育ス
テーション事業の送迎保育とともに、改善に向けた取組みが必要である。
一方で、多様化する保育ニーズへの対応の中で、延長保育事業や一時預かり事業等においてはニーズを上回る受け
皿を確保できたこと、また、統合保育事業については全公立保育所で実施し、計108名の障害のある児童の受入れ
を行ったこと等は評価することができる。
また、子育て支援サービスにおいては、子育てに関する相談支援や情報提供、環境整備等の事業について、着実に
実施することができた。

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）

就学前児童数の減少や保育ニーズに注視しつつ、待機児童数0名に向けて取組みを進めていく必要がある。
また、多様化する保育ニーズに対応するため、病児保育事業については、利用者の利便性向上を目的としてイン
ターネットでの予約を可能とするシステムを導入する等、各種保育施策の充実を図るとともに、令和8年度より、
子ども・子育て支援法に基づく新たな給付制度として本格実施となるこども誰でも通園制度を着実に実施してい
く。
本市で安心して子育てすることができるよう、保育サービスに加え、子育てに関する必要な情報提供や環境整備
等、子育て世帯のニーズを捉えた子育て支援サービスの充実を図る。

R7年度の取組内容（Ｄo）

施策目標⑴
・通常保育事業（待機児童数9名） ・保育士研修（動画視聴回数3,551回） ・地域型保育事業（定員数503人）
・人権保育の推進（講演会の参加者数66人）
施策目標⑵
・時間外保育事業（延長保育事業）（実績2,005人） ・統合保育事業（公立保育園での障害児の受入れ数108人）
・病児保育事業等（実績1,121人日、予約システムの導入に着手） ・ファミリー・サポート・センター事業（実
績4,041人日） ・子育て短期支援事業（実績695人日） ・川越市保育ステーション事業（送迎保育の利用者数4
人）
施策目標⑶
・利用者支援事業（基本型・特定型・こども家庭センター型）（相談件数：基本型876件、特定型1,810件） ・家
庭教育講座（10館計36講座）

現状の分析・課題（Check)
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①オールマイティーチャー配置事業 61

②少人数指導の充実

年度別達成状況
　　施策目標 掲載

ページ
計画

達成状況

学校教育の充実

3

1

定量評価

定性評価

61

③川越市教職員研修事業 62

④川越市イングリッシュキャンプ 62

家庭や地域による教育力の向上

健やかな成長のための保健対策の推進

①小・中学校における食育の推進 63

②薬物乱用防止啓発 64

③性感染症対策 65

④プレコンセプションケアの推進 65

1

3

定量評価

定性評価

5

3定性評価

⑦社会体験学習及び交流活動 69

⑧ジュニアリーダー養成・育成事業 69

定量評価

①地域人材活用事業 66

②親の学習講座 66

③幼稚園・保育園・高等学校家庭教育講座 67

④コミュニティ・スクール 67

⑤川越市子どもサポート推進事業 68

⑥中学生社会体験事業 68

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業

基本目標４ こども・若者の心身の健やかな成長に資する多様な教育環境の整備
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R7年度の取組内容（Ｄo）

施策目標⑴
・オールマイティーチャー配置事業（全配置校における、学習面、生徒指導面それぞれ4つの視点での「向上し
た」割合82％） ・川越市教職員研修事業（研修目標達成度の平均値4.5） ・川越市イングリッシュキャンプ
（参加した児童生徒へのアンケート「英語に対する興味・関心を高めることができた者」の割合4.5）
施策目標⑵
・薬物乱用防止啓発（イベント会場での啓発活動2回、講座全市立学校56校） ・性感染症対策（市内中学校等へ
の出前講座実施校数23校） ・プレコンセプションケアの推進（講演会の開催）
施策目標⑶
・地域人材活用事業（実績181回） ・親の学習講座（アンケート満足度88％） ・川越市子どもサポート推進事
業（子どもサポート事業の延べ参加者数9494人） ・ジュニアリーダー養成・育成事業（ジュニアリーダース
クール参加者数65人）

現状の分析・課題（Check)

一人ひとりのこどもに寄り添い、きめ細かな指導のために実施するオールマイティーチャー配置事業や少人数指導
の充実のほか、こどもに英語への関心を抱いてもらうための体験事業・川越市イングリッシュキャンプといった事
業が順調に実施されていることは、学校教育の充実が図れたと考えている。
一方で、こどもの健全な成長に資する事業のうちプレコンセプションケアの推進は、本計画からの新規事業である
が、まだ認知度が低い上に、思春期や青年期のこどもに周知・啓発する機会が少ないことが課題となっている。
また、地域との関係性が希薄化している昨今において、地域による教育力の向上に資する事業のいずれもが順調に
実施されていることは評価できるものの、子ども会・育成会の会員の減少や、事業に参画できる人材不足とった課
題を抱えている状況にある。

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）

将来を担うこどもたちの豊かな心、確かな学力、健やかな体を育成するため、学校教育の更なる充実は非常に重要
であるため、各事業を着実に実施していく。
また、「食育」や「薬物乱用防止啓発」、「性感染症対策」といったこどもの健全な成長に資する事業を着実に実
施していく。
同様に、こどもの健全な成長にとって重要である「プレコンセプションケアの推進」についても、既存の事業を活
用した普及啓発、プレコンサポーター養成講座の受講者を増やし、プレコンセプションケアに係る人材を育成して
いく。
地域による教育力の向上に資する各事業については、着実に実施していくとともに、募集方法の見直しや広報活動
を強化することにより参加者数を増やし、地域人材の確保に向け取り組んでいく。
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R7 R8 R9 R10 R11

⑴

-

-

-

c

⑵

a

a

a

a

a

-

-

⑶

-

-

-

a

-

-

-

計画
達成状況

少子化対策の推進と次代の親の育成

③ワーク・ライフ・バランス推進事業 71

①不妊・不育症に対する支援 70

②子育て体験学習 70

年度別達成状況
　　施策目標 掲載

ページ

④家庭における男性の参画促進 71

定量評価

定性評価

5

2

1

3

③放課後子供教室の推進事業 73

④こどもの居場所づくりの推進 74～75

⑤児童遊園の整備

こども・若者の居場所づくり

①放課後児童健全育成事業 72

②児童館機能の整備 73

定量評価

定性評価

76

⑥都市公園の整備 76

⑦児童育成支援拠点事業 77

こども・若者の健全育成に向けた取組

1

6

78

②民生委員・児童委員研修会 78

③高校生のための労働法セミナー 79

①青少年を育てる市民会議

④若者のライフデザインの支援 79

⑤ネットパトロール事業 80

⑥青少年悩みごと相談事業 80

⑦非行防止活動 81

定量評価

定性評価

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業

基本目標５ 地域と社会でこども・若者、子育てを支える環境づくり
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少子化対策における意識啓発に対し、幅広い年代や性別を問わず興味を持ってもらえるテーマの設定や効果的な周
知方法について検討していく。不妊・不育症に対する支援では、引き続き経済的な負担軽減を図るとともに、妊
娠・出産を望む方の希望を叶える支援体制を整える。
こども・若者の居場所づくりとして、公共施設の開放を進めるとともに、児童館においては、中高生世代のニーズ
に対応した運営や改修整備に取り組んでいく。また、こどもたちに身近な学校では、学童保育室の保育スペースの
拡張や設備の整備、地域の実情に合った放課後子供教室を開催する。
全てのこども・若者が健やかに成長できるよう、引き続き青少年悩みごと相談窓口の設置、ネット上のいじめ等か
ら守る取組や将来のライフイベントについて学べる事業を行っていく。

R7年度の取組内容（Ｄo）

施策目標⑴
・不妊・不育症に対する支援（早期不妊検査費助成事業204件） ・子育て体験学習（市立中学校全22校） ・
ワーク・ライフ・バランス推進事業（セミナーへの参加者49人） ・家庭における男性の参画促進（男女共同参画
に関する講座における申込者数に対する男性の申込みの割合13％）
施策目標⑵
・放課後児童健全育成事業（実績：民間放課後児童クラブ140名、公設学童保育室3,676人） ・児童館機能の整備
（川越市児童館改修整備基本構想の策定） ・放課後子供教室の推進事業（公立小学校18校で実施、2校で試行実
施） ・こどもの居場所づくりの推進（「すくすくかわごえ」開設日数：180日、利用者延べ数：540人）
施策目標⑶
・高校生のための労働法セミナー（参加者695人） ・ネットパトロール事業（140件の報告（目視投稿件数
50,446件）） ・青少年悩みごと相談事業（相談件数33件） ・非行防止活動（声掛け件数4,032件、延べ従事者
数1,317人）

現状の分析・課題（Check)

事業は順調に進捗していると考えている。
少子化対策として、働きやすさと育てやすさを同時に実現し、こどもを望む人が安心して産み育てられる環境を作
ることが重要であり、事業者や男性への意識啓発が必要となってくるが、参加者の伸び悩みがある。
また、不妊・不育症に対する支援では、９人に１人が不妊治療を経て出生するという国のデータがあり、ニーズが
高まっている。
こども・若者の居場所づくりにおいては、様々なニーズや特性があるため、こども・若者の声に耳を傾け、ニーズ
を把握した上で、安心して過ごせる多様な居場所の整備を進める必要がある。
こども・若者の健全育成に向け、デジタル化の進展、地域のつながりの希薄化など、取り巻く環境の変化に対応
し、ひとりの人間として健やかに成長できるよう、支援していく必要がある。

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）
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R7 R8 R9 R10 R11

⑴

-

-

-

-

-

-
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a

a

-

-

c

⑵

-

-

-

-

a

-

-

-

-

a

⑶

-

-

-

a

-

-

a

-

a

a

-

-

b

3

9

年度別達成状況
　　施策目標 掲載

ページ
計画

達成状況

こども・若者の可能性を支える取組の推進

①ひとり親家庭等学習支援事業 82

②川越市生活困窮者学習・生活支援事業 82

⑥川越市大学奨学金支給制度 85

⑦就学援助 85

⑧実費徴収に係る補足給付を行う事業 86

③川越市ひとり親家庭、低所得子育て世帯等大学等受験料・模擬試験受験料支援事業 83

④ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業

2

8

こどもを虐待から守る取組及びこども・若者が社会生活を円滑に営むための支援の推進

①要保護児童対策地域協議会 94

5

8

定量評価

定性評価

84

⑤川越市育英資金貸付制度 84

⑫結婚相談 88

定量評価

定性評価

⑨女性の就労支援事業 86

⑩女性の再就職セミナー（託児付） 87

⑪結婚支援事業 87

③いじめ相談事業 90

④ひきこもりに関する相談 90

⑤ひきこもり公開講座 91

こども・若者が安全・安心の下で、自分らしく成長できる体制の整備

①不登校対策の推進 89

②教育相談事業 89

⑨安全・安心な通学路等の確保 93

⑩防犯情報等の提供 93

定量評価

定性評価

⑥こども１１０番の家 91

⑦交通安全教室 92

⑧児童の登校時の交通安全指導 92

⑤家庭児童相談 96

⑥ふれあい親子支援事業 96

⑦乳幼児健診未受診等育児支援訪問事業 97

②児童虐待防止の啓発活動 94

③児童虐待防止SOSセンター事業 95

④養育支援訪問事業 95

⑪デートDV防止啓発 99

⑫ヤングケアラーへの支援体制の充実 100

⑬ヤングケアラーに係る啓発活動 100

⑧妊娠期からの虐待予防強化事業 97

⑨子育て世帯訪問支援事業 98

⑩親子関係形成支援事業 98～99

基本目標６ こども・若者の未来をつくる取組の推進
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⑷

a

a

a

-

-

-

-

-

-

a

-

-

-

-

b

a

⑫自立支援医療（育成医療）給付 106

⑬小児慢性特定疾病医療給付 107

108

108

⑩就学相談事業 105

⑪未熟児養育医療給付 106

①障害児通所支援事業の充実 101

②医療的ケア児等に対するコーディネーターの配置 101

③医療的ケア児の関係機関等が連携と図るための協議の実施 102

障害児・医療的ケア児の施策の充実と支援体制整備の推進

⑦特別児童扶養手当 104

⑧障害児福祉手当 104

⑨障害者等相談支援事業 105

④児童発達支援センター事業の充実 102

⑤児童発達支援センター施設環境整備 103

⑥生活サポート事業 103

⑭特別支援教育の充実 107

⑮特別支援教育の理解促進

⑯特別支援教育研修の充実

定量評価 6

定性評価 10

ａ：順調（概ね目標事業量の９０％以上達成）
ｂ：やや遅れている（概ね目標事業量の７０％以上９０％未満達成）
ｃ：遅れている（概ね目標事業量の７０％未満達成）
ｄ：事業実績なし
ｅ：事業終了

定量評価：定量評価（数値目標を設定している）対象事業

定性評価：定性評価（数値目標を設定していない）対象事業

　　　　　※達成状況欄が「-」となっている事業
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施策目標⑴
・ひとり親家庭等学習支援事業（利用人数95人） ・川越市生活困窮者学習・生活支援事業（利用人数58人、R8
からの会場拡充決定） ・就学援助制度（認定者数3,635人）
施策目標⑵
・不登校対策の推進（さわやか相談員を市内全中学校22校に配置） ・教育相談事業（スクールソーシャルワー
カー7名配置、支援児童生徒数296名、教育センター・等での面談件数は延べ3,027件） ・いじめ相談事業（いじ
め相談直通電話相談件数30件、電子相談1件） ・ひきこもりに関する相談（相談者数9人）
施策目標⑶
・要保護児童対策地域協議会（実務者会議開催数20回） ・児童虐待防止の啓発活動（児童虐待に関する講座への
講師派遣回数5回） ・児童虐待防止ＳＯＳセンター事業（相談受付件数648件） ・養育支援訪問事業（実績10
人） ・家庭児童相談（相談件数13,156件） ・妊娠期からの虐待予防強化事業（対応件数241件） ・ヤングケ
アラーに係る啓発活動（市内小・中学生への実態調査の実施）
施策目標⑷
・医療的ケア児等に対するコーディネーターの配置（配置数10人） ・医療的ケア児の関係機関等が連携を図るた
めの協議の実施（医療的ケア児の支援に関わる関係機関等による協議3回） ・児童発達支援センター事業の充実
（児童発達支援事業8,416人（延人数）、各種相談支援7,001件（延件数）） ・生活サポート事業（登録者数
1,103 人） ・障害者相談支援事業（相談人数6,904人） ・自立支援医療（育成医療）給付（給付件数：89件）
・特別支援教育研修の充実（特別支援教育に係る6講座の受講者による達成度の平均値4.3）

現状の分析・課題（Check)

学習支援事業について、学習機会の提供だけでなくこどもの居場所としての役割も担っており、令和８年度から会
場の増設が決まり、より多くのこどもが利用できるようになった。
社会から孤立しやすい不登校やひきこもりに関する相談については、当事者や家族に寄り添った相談体制を整備し
ているが、不登校の相談件数が増えており、不登校児童生徒への支援は、喫緊の課題となっている。
虐待の相談件数は、高い水準を維持しており、虐待の発生予防、早期発見、早期対応を進めていく必要がある。そ
のため、意識啓発、養育に関する不安の軽減、関係機関の連携が求められている。また、ヤングケアラーが社会問
題化する中で、定期的な調査を実施し、虐待同様、早期発見、早期対応を図っていくことが重要である。
障害のあるこどもや医療的ケア児は増加傾向にあり、ニーズも多様化している。保護者を含め一人ひとりに寄り
添ったきめ細やかな支援を提供できるような体制整備が必要である。

令和８年度以降の方向性（Action・Plan）

こども・若者が将来の夢や進学等の希望を実現できるよう、引き続き学習支援や経済的支援等を実施し、学習支援
事業については、会場の増設を行うとともに、その効果を検証していく。
不登校やひきこもりの状態から、自分らしく成長できるよう支援するため、不登校対策として、校内学習室支援員
の配置、県との共催「メタバース空間を活用した不登校対策支援」事業の実施、教員の指導力向上を図る。また、
ひきこもり支援として、リーフレットの作成や引き続き相談窓口の設置などを実施する。
こどもを虐待から守り、安心して生活できるよう、引き続き周知啓発、相談体制の充実、育児不安を抱える保護者
の不安解消を図る事業などを着実に実施していく。また、関係機関の児童虐待対応力の向上を図っていく。
また、ヤングケアラーの早期発見を目的とした調査を実施し、疑いのある児童・生徒には必要な支援に繋げてい
く。
障害のあるこどもや医療的ケア児とその保護者が地域で安心して生活できるよう、保健・医療・福祉・教育の分野
が連携し、相談事業、手当や医療費の給付、特別支援教育の充実など各事業を進めていく。また、医療的ケア児に
ついては、ガイドブックの作成や医療的ケア児等コーディネーターを中心に関係機関との連携強化を図っていく。

R7年度の取組内容（Ｄo）
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【 参考】 事業別達成状況の見方について

 

 

№ 1
事業名 担当課

こ ど も から 意見を 受け付ける 体制の整備（ こ ど も ホーム ページの運営） こ ど も 政策課

R10

事業内容
こ ど も ホーム ページにおいて、 テーマに沿ってこ ども から の意見を受け付ける 等、 こ ど も が意見を 言いやすい環境を
整備し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円）

成果指標 目　 　 　 標

こ ど も から 意見を 受け付ける 体制（ こ ど も ホームページ） の満
足度

70%

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 達成状況

実　 　 績　 　 値 63%

-
達  成　 状　 況

年　 　 　 度 R7 R8 R9

ａ

№ 12
事業名 担当課

ヤン グ ケアラ ーへの支援体制の充実 こ ど も 政策課

事業内容
ヤングケアラ ーの発見から 支援につなげる ま での一連のプロ セス を確立し 、 関係各課・ 各機関等に共有する と と も
に、 ホームページ等で幅広く 周知する こ と で、 ヤングケアラ ー本人やその周囲の大人等に気付き を 与え、 支援につな
げま す。

⑴ R7年度の
取組

（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

R11 達成状況

実　 　 績　 　 値
ヤングケアラ ー
調査の回答率

35. 8％ -
達  成　 状　 況

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

定性評価対象事業

定量評価対象事業

数値目標の設定なし

実績値から 評価基準

に基づき 評価

評価し ない

予定し ていた取組が出来たか
取組の結果

Checkを踏ま えた次年度の取組予定現状の分析、 課題の抽出

５ 年間の達成状況によ り

計画の評価を行う
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標１ こ ど も の意見表明の機会の確保と こ ど も の権利を尊重する 社会づく り

 

 

事業内容
こ ど も ホーム ページにおいて、 テーマに沿っ てこ ど も から の意見を 受け付ける 等、 こ ど も が意見を 言いやすい環境を
整備し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市内の学校を 通し て、 こ ど も ホーム ページ及び
オン ラ イ ン 意見箱の周知を 行う 。
・ 定期的に意見募集のテーマを 変更する 等、 よ り
多く の意見が提出さ れる よ う 工夫を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 校長会での説明を 行う と と も に、 学校を 通し
て、 こ ど も ホーム ページ及びオン ラ イ ン 意見箱の
チラ シの配布を 行っ た。
・ ４ 半期ご と にオン ラ イ ン 意見箱の募集テーマを
変更し 、 全てのテーマに回答し てく れたこ ど も へ
イ ン セン ティ ブを 付け、 オン ラ イ ン 意見箱への回
答の定着化を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 8

№
事業名 担当課

こ ど も から 意見を 受け付ける 体制の整備（ こ ど も ホーム ページの運営） こ ど も 政策課1

成果指標 目　 標

こ ど も から 意見を 受け付ける 体制（ こ ど も ホーム ページ） の満
足度

70%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 88%

-
達  成　 状　 況

・ 市内の学校を 通し て、 こ ど も ホーム ページ及びオン ラ イ ン 意見箱
について周知を 実施し たが、 十分な認知度がある と はいえない。

・ 学校を 通し た周知を図る と と も に、 意見聴取を 実施する 際に直接
児童生徒に働き かけを行い、 認知度の向上を 図る 。
・ 四半期ごと にテーマを 設定し オンラ イ ン意見箱での意見聴取を 実
施する 。
・ こ ど も ホームページの魅力向上のため、 こ ども の居場所を ま と め
たページの作成など 、 コ ンテン ツ の検討を 行う 。

こ ど も ・ 若者に関する 施策の検討に活用する ため、 市内の小学校、 中学校、 高等学校、 大学を 訪問する 等し て、 こ ど
も 等から 意見を 聴取し ま す。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 意見聴取を 通し 、 こ ど も たちが意見を 表明し 、
政策決定のプロ セス に主体的に参画する 機会を 確
保する 。
・ 聴取し た意見を こ ど も ・ 若者に関する 各種施策
に反映さ せる 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内18校（ 小学校7校、 中学校6校、 高校4校、
大学1校） を 訪問し 、 意見聴取を 行っ た。
・ 聴取し た意見に対し てフ ィ ード バッ ク を 行う と
と も に、 こ ど も ホーム ページで公表し た。
・ 令和６ 年度に聴取し たこ ど も の居場所に関する
意見を 基に、 こ ど も たちにと っ て身近な公民館に
配置する 机や椅子等を 購入し 、 こ ど も の居場所の
充実を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 419

№
事業名 担当課

こ ど も 等への定期的な意見聴取 こ ど も 政策課

事業内容

2

成果指標 目　 標

各種こ ど も 施策への満足度 70％

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 88%

-
達  成　 状　 況

・ 意見聴取を 行っ た児童、 生徒へのアン ケート では概ね好意的な回
答を 得る こ と ができ た。 市職員が学校に訪問する こ と で、 意見を 伝
える 機会及び、 意見を 出し やすい環境を 作る こ と ができ ている も の
と 考えら れる 。
・ 聴取し た意見を いかに実現し ていく か。 庁内全体で同じ 認識を
持っ て取り 組んでいく 必要がある 。

・ 意見聴取のテーマを 庁内から 募り 、 関係課職員も 参加し た
上で、 施策への反映に取り 組む。
・ 市内の小学校から 大学ま で計17校を 訪問し 、 意見聴取を 行
う 。
・ 聴取し た意見に対し てフ ィ ード バッ ク を 行う と と も に、 こ
ど も ホーム ページで公表する 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標１ こ ど も の意見表明の機会の確保と こ ど も の権利を尊重する 社会づく り

 

 

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

目　 標

№

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も の権利について、 現状の認知度を 把握す
る と と も に、 周知・ 啓発の方法について検討を 進
める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 現状を 把握する ため、 こ ど も たちへこ ど も の権
利に関する 認知度のアン ケート を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

事業名 担当課

こ ど も の人権に関する 啓発活動 こ ど も 政策課

事業内容
「 子ど も の権利条約」 で定めら れている 「 こ ど も の権利」 について、 こ ど も ホームページを はじ め、 様々な媒体を 通
し て周知・ 啓発を 行いま す。

3

こ ど も の人権に関する 認知度
小学生： 32%　 中学生： 43%

高校生・ 大学生： 67%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8

成果指標

R9 R10 R11 計画達成状況

-
達  成　 状　 況 ａ

実　 　 績　 　 値

小学生： 67. 5％
中学生： 75. 0％

高校生・ 大学生：
36. 1％

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 人権について正し い理解と 認識を 育むため、 様々な人権課題に関する 多様な学習機会の提供を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

①委嘱校・ 委嘱公民館での実践を 冊子「 川越市の人権
教育」 にま と め、 市立小・ 中・ 特別支援・ 市内高等学
校や市民セン タ ー・ 公民館で配付する 。
令和7年度委嘱校・ 委嘱館
（ 小学校） 霞ケ関、 霞ケ関南、 霞ケ関西、 霞ケ関東、
霞ケ関北、 芳野
（ 中学校） 霞ケ関、 霞ケ関西、 霞ケ関東、 芳野
（ 公民館） 霞ケ関、 霞ケ関西、 霞ケ関北、 伊勢原、 芳
野
②市役所職員、 教職員を 対象にし た研修会

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

①委嘱校では、 学校教育での実践（ 学校生活全
般、 授業実践、 等） や職員を 対象と し た小中公民
館合同研修会の実施。 委嘱館では、 市民や職員を
対象と し た公民館研修（ 合同開催も 含む） や小中
公民館合同研修会の実施。
②新採用職員（ 教職員も 含む） 、 主事級、 主幹
級、 中堅教員等資質向上研修会の実施

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 828

・ こ ど も の権利に関する 認知度は、 小中学生は授業等で取り あげら
れていたこ と によ り 、 高かっ たたが、 高校生・ 大学生では低い結果
と なっ た。

・ 市ホーム ページに「 こ ど も の権利」 の記事を 掲載する 。
・ 高校生・ 大学生向けにLI NEを 活用し た周知を 行う 。
・ 認知度調査を 実施する 。

№
事業名

4
担当課

人権教育推進事業 地域教育支援課

- - - - -

現状の分析・ 課題（ Check) Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
人権教育合同研
修会の参加者
数：  1, 089人 -

達  成　 状　 況

・ 人権教育推進事業委嘱校・ 館での人権教育推進事業では、 地域や
児童生徒の実態を 踏ま え、 特色ある 実践を する こ と ができ た。 さ ら
にそれを 「 川越市の人権教育」 にま と める こ と で、 取組を 市内に広
げる こ と ができ た。 ま た、 市職員や教職員に向けた研修を 実施する
こ と で、 人権について正し い理解と 認識を 育てる こ と ができ た。

・ 今年度も 新たな委嘱校・ 館で実践に取り 組んでいく 。 相談
訪問の実施や講師や人権に関する 資料の紹介を 行い、 地域や
児童生徒の実態を 踏ま えた工夫ある 取組になる よ う に支援し
ていく 。 ま た、 第11次人権教育推進事業に向けて時代に即し
た人権教育が推進でき る よ う に委嘱館・ 校と 積極的に情報交
換を 行っ ていく 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標１ こ ど も の意見表明の機会の確保と こ ど も の権利を尊重する 社会づく り

 

 

事業内容
保育園、 小・ 中学校、 高等学校、 公民館における 人権教育に関する 実践報告に基づき 意見交換を 行う こ と によ り 、 人
権教育の一層の充実を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 川越市人権教育推進協議会人権教育部会にて実
施計画作成
・ 第3回川越市人権教育推進協議会第3回協議会に
て実施計画承認
・ 川越市人権教育推進協議会実践報告会打ち合わ
せ会
・ 人権教育実践報告会

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 人権教育実践報告会では、 人権作文の発表（ 小
中学生４ 名） を 行っ た。 ま た保育園・ 小学校・ 中
学校・ 高等学校・ 公民館における １ 年間の取組に
ついて発表を 行い、 それに基づいて話を 行い、 人
権について正し い理解を 深めた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 246

№
事業名 担当課

川越市人権教育実践報告会 地域教育支援課5

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

-
達  成　 状　 況

人権作品を 通し た人権意識の高揚 地域教育支援課

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

6

・ 参加者のア ン ケート 結果よ り 、 本事業について人権作文の発表が
よ いと の意見が多く あっ た。 ま た、 グループ協議では情報交換がで
き る 場と し て有意義であっ たと の意見が多かっ た。 一方で、 グルー
プ協議の編成については、 同じ 校種を 望む声も あっ た。 さ ら に感染
症の流行によ り 、 欠席する 学校も あっ た。

・ 川越市人権教育推進協議会人権教育部会にて実施計画作成
を 作成する 。 ま た、 人権教育実践報告会の実施に向けて、 昨
年度のアン ケート 結果を 基にグループ協議題やグループ編成
の検討を 行う 。

№
事業名 担当課

実　 　 績　 　 値
人権教育実践報
告会の参加者
数：  133人

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

-
達  成　 状　 況

・ 人権教育啓発資料作成委員会で「 あけぼの」 「 人権カレ ン ダー」
に掲載する 作品の選定・ 校正を 行い、 計画通り 実施する こ と ができ
た。 ま た、 「 いのち・ こ こ ろ を 大切にする 絵画展」 には、 3日間で
２ ９ ３ 名の来場があっ た。 人権啓発資料と し て広く 紹介する こ と に
よ り 、 児童生徒や市民の人権意識の高揚を 図る こ と ができ た。

・ 人権作文集「 あけぼの」 、 人権カレ ン ダーの編集・ 作成
し 、 市立保・ 小・ 中・ 高・ 特別支援学校、 社会教育施設、 関
係各課に配付する 。
・ 市のデジタ ル広報やＨ Ｐ 、 Ｓ Ｎ Ｓ など を 通じ た情報発信を
行う 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

実　 　 績　 　 値

応募作品数（ 点）
人権作文…226
人権標語…130
人権絵画…270

成果指標

事業内容
児童生徒が作成し た人権作品（ 作文・ 絵画・ 標語） を 人権啓発資料と し てま と め、 広く 紹介する こ と によ り 、 児童生
徒や市民の人権意識の高揚を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

人権教育啓発資料作成委員会
開催…5回

いのち・ こ こ ろ を 大切にする 絵画展
11月29日～12月1日の3日間開催

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 人権作文集「 あけぼの」 編集・ 作成　 2, 600部
・ 人権カレ ン ダー編集・ 作成　 30, 000部
上記の配付先： 市立保・ 小・ 中・ 高・ 特別支援学
校、 社会教育施設、 関係各課
・ 「 いのち・ こ こ ろ を 大切にする 絵画展」 開催

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 352

目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標２ こ ど も の体験活動等への参画支援

 

 

事業内容
将来を 担う こ ど も たちと よ り 近い距離で演奏を 行う こ と によ り 、 生の音に触れ、 心の豊かさ を 育みながら 音楽に親し
むこ と ができ る よ う 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市内小学校等へのアーティ ス ト 派遣によ る 体験
型コ ン サート の実施。
・ 各学校と 連携し 、 実施希望校の調整と 年間ス ケ
ジュ ールを 策定する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 各学校と 連携し 、 実施希望校の調整と 年間ス ケ
ジュ ールの策定を 実施。
・ 市内の小学校において、 楽器解説を 含む体験型
コ ン サート を 計27件実施。
・ 参加児童生徒およ び教職員を 対象と し たアン
ケート を 実施し 、 満足度や関心の変化を 把握。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 3, 359

№
事業名 担当課

子ど も の文化芸術体験事業 文化芸術振興課1

成果指標 目　 標

子ど も の文化芸術体験事業（ アウ ト リ ーチ事業） の実施件数
R7： 22件 R8： 23件
R9： 24件 R10： 25件

R11： 26件

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 27件

達  成　 状　 況

事業内容
各種目の競技団体と 協力し 、 ス ポーツ 教室を 開催し ま す。
（ 水泳、 卓球、 ス ケート ボード 、 親子体操教室等）

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も を 対象と し たス ポーツ 教室を 開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ こ ど も を 対象と し た、 ス ケート 教室、 ジュ ニア
水泳教室、 ジュ ニア卓球教室を 開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 257

・ 学校現場のニーズが高く 、 関係機関と の連携も 円滑に進んだた
め、 目標を 上回る 実績を 達成。 こ ど も たちから も 高い満足度が得ら
れている 。

・ こ ど も から 高い満足度が得ら れている こ と から 、 件数を 維
持し 、 市内の小学校において、 体験型コ ン サート を 実施す
る 。
・ 参加児童生徒およ び教職員を 対象と し たアン ケート を 実施
し 、 満足度や関心の変化を 把握する 。

№
事業名 担当課

ス ポーツ 教室 ス ポーツ 振興課2

成果指標 目　 標

参加者数 330人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ｃ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 118人

達  成　 状　 況

・ いずれの教室も 初心者を 対象と し て実施し ている 。
・ 卓球や水泳は競技力を 付けても ら う ため、 短期間に連続で実施す
る こ と から 、 夏休み中の平日開催と なっ ている 。
・ こ ど も の送迎が必要なケース が多く 、 それが参加者増につながら
ない原因のひと つである と 考えら れる 。

・ 開催場所・ 講師確保の観点から 例年ど おり の実施と なる
が、 参加者増につながる よ う Ｓ Ｎ Ｓ 、 すぐ ーる 等を 活用し 周
知を 行う 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標２ こ ど も の体験活動等への参画支援

 

 

事業内容 市内在住・ 在学の小・ 中学生（ 小学４ 年生～中学３ 年生） を 対象と し た宿泊でのス キー教室を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 川越市ス キー連盟に委託し 、 ジュ ニアス キー教
室を 実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ３ 月に長野県の菅平高原ス ノ ーリ ゾ ート でジュ
ニアス キーを 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 969

№
事業名 担当課

ジュ ニア ス キ ー教室 ス ポーツ 振興課3

成果指標 目　 標

参加者数 120人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ｃ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 76人

達  成　 状　 況

事業内容 戦争の悲惨さ や平和の大切さ を 学ぶこ と を 目的と し て、 市内の中学２ 年生を 対象に広島市へ生徒を 派遣し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市内中学校から 各校1名ずつ、 計22名の中学生
を 広島平和記念式典に派遣する 。
・ 体験発表会等を 通じ て、 学んだこ と を 共有す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内中学校から 各校1名ずつ、 計22名の中学生
を 広島平和記念式典に派遣し た。
・ 令和7年8月23日に平和を 考える 集い（ 体験発
表） を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 969

・ 冬季競技である ため、 実施時期が限ら れる こ と 。
・ 令和７ 年度は３ 月に実施し たが、 児童及び生徒の参加可能性を 考
慮し 、 委託受注者である 川越市ス キー連盟と 調整の上、 実施月を 検
討する 必要がある 。

・ 川越市ス キー連盟に委託し 、 ジュ ニアス キー教室を 実施す
る 。
・ 実施月について、 委託受注者である 川越市ス キー連盟と 調
整を 図る 。

№
事業名 担当課

広島平和記念式典派遣事業 総務課4

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 派遣生徒数22人

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 取組内容のと おり 市内中学校から 各校１ 名ずつ生徒を 広島平和記
念式典に派遣する こ と ができ た。

・ 広島平和記念式典中学生派遣事業を 令和８ 年度以降も 継続
し ていく と と も に、 平和を 考える 集いなど において平和意識
の向上を 図る 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標２ こ ど も の体験活動等への参画支援

 

 

事業内容 様々な体験を 通し て、 歴史や文化財に対する 理解や関心を 深める こ と を 目的と し て事業を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も 体験教室で新たな体験教室を 始める こ と
によ り 、 体験人数の増加を 図っ ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 元々開催さ れていたこ ど も 体験教室に合わせて
新たに「 香道体験」 を 始める こ と によ り 、 よ り 多
く の参加者を 集める 取組を し た。
・ 電子申請にて参加者から の申請を 受ける よ う に
し て、 申請の簡素化を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 72

№
事業名 担当課

こ ど も 体験教室 博物館5

成果指標 目　 標

参加者数
R7： 310人　 R8： 320人
R9： 330人　 R10： 340人

R11： 350人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 443人

達  成　 状　 況

事業内容 こ ど も たちのアート の芽を 育む体験型のプロ グラ ムと し て、 毎月定期的に実施し ていま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 何かを つく る と いう こ と に特化せず、 見る こ と
やその時に体験する こ と を 大切に楽し む内容を 実
施。 展示内容と リ ン ク さ せたり 、 外部講師を 招い
たり し て、 毎回変化に富んだ内容で行っ ている 。
サポート ス タ ッ フ （ SS） のサポート 活動の場でも
ある 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ジュ ニアアート ス ク エア10回、 アート ス ク エア
2回を 実施し た。 8月及び3月には、 未就学児童を
対象に加え、 市民のニーズに応えた。 7月の「 ク
ロ ッ キー」 講座など 、 こ れま でに実績のない新た
な内容も 組み込んだ。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 18

・ 新たな体験教室を 始めたこ と 、 ま た定員が定めら れていない体験
教室の参加者（ 70～80人程度を 見込んでいた） が多かっ たこ と によ
り 、 目標値を 上回っ た。

・ キャ ン セル待ちを 設けて目標達成を 維持する 。
・ 電子申請で受付し 、 応募多数は抽選で決定。 落選者に補欠
順位を 付け、 欠員時に順次繰り 上げて定員割れを 防ぐ 。

№
事業名 担当課

ジュ ニア ア ート ス ク エア ／ア ート ス ク エア 美術館6

成果指標 目　 標

参加者数 240人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

・ 247人の定員に対し 216人が参加し 、 目標値比90％の参加者を 動員
し た。 し かし 、 申し 込み数自体は定員を 大幅に上回り 、 ニーズの高
い状況が続いている 。 可能な範囲で、 一定の条件（ 申し 込み定員の
2倍以上など ） を 設けたう えで、 回数増を 検討する 。

・ 基本的には例年並みの実施と し 、 他の美術館等の動向も 参
考に、 美術に関する 多様なプロ グラ ム を 提供する 。
・ 状況に応じ て、 回数増を 検討し 、 実施する 。

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 216人

達  成　 状　 況
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標２ こ ど も の体験活動等への参画支援

 

№
事業名 担当課

青少年交流事業（ 少年の翼） こ ど も 育成課

事業内容
市内中学校から 推薦さ れた中学３ 年生を 対象に、 友好都市「 中札内村」 と の交流や北海道での自然体験やグループ
ワ ーク など を 通し て、 次代を 担う も のと し ての自覚を 高める ための宿泊研修を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 令和６ 年度の検討を も と に事業を 実施。
・ 実施内容を 踏ま え、 事業目的や実施内容につい
てさ ら なる 精査を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内の中学３ 年生48人を 研修生と し 、 友好都市
「 中札内村」 と の交流や北海道での自然体験など
の宿泊研修を 実施し た。
・ 事業目的を 踏ま え、 市政への提案を 行う ワ ーク
ショ ッ プを 事前研修で新たに行う こ と と し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5, 000

7

成果指標 目　 標

研修参加生徒数 48人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 48人

達  成　 状　 況

・ 30年以上前に実施を 開始し た事業であり 、 社会情勢の変化など を
踏ま え、 事業の目的や内容、 評価の方法について精査が必要。

・ 事業目的を 踏ま え、 市政への提案を 行う ワ ーク ショ ッ プを
事前研修で引き 続き 実施する 。
・ 事業目的や実施内容、 評価の方法については引き 続き 精査
を 行う 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標３ 様々な文化を背景に持つこ ど も が尊重さ れる 社会づく り （ 多文化共生の実現）

 

 

事業内容
川越市国際交流セン タ ーや公民館等において、 日本語を 母国語と し ないこ ど も ・ 若者を 含む外国籍市民のための日本
語教室を 開催し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 継続し て日本語教室を 開催し 、 外国籍市民に日
本語学習の機会を 提供し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 川越市国際交流セン タ ーにおいて日本語教室を
６ ０ ３ 回開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 255

№
事業名 担当課

日本語教室 国際文化交流課1

成果指標 目　 標

国際交流セン タ ーで実施する 日本語教室への外国籍市民参加者
延べ人数

R7： 4, 100人　 R8： 4, 200人
R9： 4, 300人　 R10： 4, 400人

R11： 4, 500人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 4, 251人

達  成　 状　 況

事業内容
市民の方に世界の多様な文化や価値観に触れても ら う ため、 語学や様々な国の文化や歴史など が学べる 講座を 開催し
ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市民の多文化共生意識を 滋養する ため、 外国語
やさ ま ざま な国の文化等を 学ぶ講座を 下期に開講
する 。
・ 市民の方に世界の多様な文化や価値観に触れて
も ら う ため、 語学やさ ま ざま な国の文化や歴史な
ど が学べる 講座を 開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ フ ラ ン ス 語の簡単な挨拶や表現を 学びながら 、
異文化について考える 講座を 下期に開催し た。
・ 語学講座と し て、 韓国語と フ ラ ン ス 語およ び各
国の文化慣習を 習得する ネイ ティ ブ講師によ る 講
座を 開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 650

・ 外国籍市民の増加の影響も あり 、 日本語教室の利用者は年々増加
傾向であ る が、 さ ら に日本語教室の情報を 周知する こ と が重要と な
る 。

・ 外国籍市民の増加に伴い、 日本語教室の必要性は高ま る こ
と から 、 市公式のSNSや広報等で情報を 周知し ながら 、 今後
も 、 継続し て日本語教室を 開催し 、 外国籍市民に日本語学習
の機会を 提供し ていく 。

№
事業名 担当課

多文化共生講座
文化芸術振興課
国際文化交流課

2

成果指標 目　 標

延べ受講者数 【 各年度】 120人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 520人

達  成　 状　 況

・ 異文化について考える 講座は年に１ 回のみの実施のため、 参加者
の増加が見込ま れない。
・ 語学講座のフ ラ ン ス 語は、 今後は中級など レ ベルアッ プし た内容
にし て、 継続的な受講を 目指すこ と が課題の一つと 考えら れる 。 韓
国語については、 想定し たほど 初級編と 実践編のレ ベル差が生ま れ
にく く 、 内容の差異が感じ ら れなかっ た。

・ 多文化共生意識が育め、 参加者の増加が見込める 講座を 下
期に実施する 。 ま た、 講座数を 増やす。
・ 語学講座については、 昨年よ り も 内容を 明確に分けて、 新
規の受講者の獲得を 目指す。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標３ 様々な文化を背景に持つこ ど も が尊重さ れる 社会づく り （ 多文化共生の実現）

 

 

事業内容
多文化共生に向けた理解を 図る ため、 川越市姉妹都市交流委員会と 連携し 、 国内・ 海外姉妹友好都市と の市民交流の
充実に努めま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市民の多文化共生に向けた理解を 図る ため、 川
越市姉妹都市交流委員会と 連携し 、 国内・ 海外姉
妹友好都市と の交流事業を 実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 海外姉妹都市である オッ フ ェ ン バッ ハ市（ ド イ
ツ ） へ中学生１ ０ 名を 派遣し た。 ま た、 国内の姉
妹友好都市と の交流事業と し て、 棚倉町（ 福島
県） から ６ 名の小学生、 およ び中札内村（ 北海
道） の１ ０ 名の中学生を 川越で受け入れた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5, 099

№
事業名 担当課

姉妹・ 友好都市交流の充実 国際文化交流課3

成果指標 目　 標

・ 海外交流団派遣人数
・ 国内友好都市受入人数

【 各年度】
・ 海外交流団　 派遣人数： 10人
・ 国内友好都市　 受入人数： 8人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

海外派遣人数：
10人

国内受入人数：
16人

達  成　 状　 況

事業内容 「 外国籍の子ど も たちのための教育相談ガイ ド 」 を 活用し 、 各言語によ る 就学情報を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 「 外国籍の子ど も たちのための教育相談ガイ
ド 」 を 周知する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 「 外国籍の子ど も たちのための教育相談ガイ
ド 」 を 周知し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 国内外の姉妹友好都市と の交流において、 目標を 上回る 青少年に
参加の機会を 提供する こ と ができ た。

・ 棚倉町と 親子交流事業を 実施する 。
・ 海外姉妹都市セーレ ム 市へ中学生交流団を 派遣する 。
・ 海外姉妹都市オッ フ ェ ン バッ ハ市の青少年交流団の受入れ
事業を 実施する 。
・ 中札内村の中学生交流団の受入れ事業を 実施する 。

№
事業名 担当課

就学に関する 多言語情報の提供 国際文化交流課4

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 -

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ ホ ーム ページのみで周知し ている ので、 今後はよ り 多く の外国籍
のこ ど も たちに知っ ても ら う 必要がある ため、 SNS等を 用いた周知
方法も 検討する 。

・ 周知方法を 検討し ながら 、 「 外国籍の子ど も たちのための
教育相談ガイ ド 」 を 周知する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標１ こ ど も の権利や意見等が尊重さ れる 社会づく り の推進
施策目標３ 様々な文化を背景に持つこ ど も が尊重さ れる 社会づく り （ 多文化共生の実現）

 

事業内容 日本語を 母語と し ないこ ど も と 保護者のために市民団体が開催する 「 高校進学ガイ ダン ス 」 に協力し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 日本語学習支援教室等と 共催で、 高校進学に関
する 情報を 提供し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 川越市南公民館において実施。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 20

№
事業名 担当課

高校進学ガイ ダン ス への協力 国際文化交流課5

成果指標 目　 標

高校進学に関する 相談者数 40人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 50人

達  成　 状　 況

・ 外国籍市民の増加が見込ま れる ため、 情報の周知が必要と なっ て
く る 。

・ 外国籍市民の増加が見込ま れる ため、 情報を 周知し なが
ら 、 日本語学習支援教室等と 共催で高校進学ガイ ダン ス を 開
催し 、 進学を 控える 外国籍市民に進学の相談の機会を 提供し
ていく 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
支給件数
3, 549件 -

達  成　 状　 況

№
事業名 担当課

妊婦のための支援給付 母子保健課1

成果指標 目　 標

- -

事業内容 妊娠期から 切れ目ない支援を 行う 観点から 、 妊婦に対し て妊婦支援給付金を 給付し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊娠期から の切れ目のない支援を 行う 観点か
ら 、 妊娠し た者に対し て妊婦支援給付金を 給付す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和７ 年４ 月１ 日以降に妊娠し た妊婦に対し て
は、 妊娠の事実確認ができ た妊婦１ 人につき ５ 万
円、 その後出産予定日の８ 週前以降に、 届け出た
胎児１ 人につき ５ 万円を 支給し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 181, 228

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
妊婦と その配偶者等に対し て面談等によ り 情報提供や相談等（ 伴走型相談支援） を 行い、 安心し て出産・ 子育てがで
き る 環境を 整えま す。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊婦と その配偶者等に対し て、 妊娠届出時、 妊娠後
期、 出生後の面談等によ り 情報提供や相談支援等（ 伴
走型相談支援） を 行う 。
・ 上記以外の時期にも 面談等によ り 情報提供や相談支
援等によ り 、 切れ目ない支援を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 妊婦と その配偶者等に対し て、 妊娠届出時、 妊娠後
期、 出生後の面談等によ り 情報提供や相談支援等（ 伴
走型相談支援） を 行っ た。
・ 上記以外の時期にも 面談等によ り 情報提供や相談支
援等によ り 、 切れ目ない支援を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

・ 令和７ 年度から 、 「 出産・ 子育て応援事業」 が子ど も ・ 子育て支
援法の「 妊婦のための支援給付」 と し て制度化さ れ、 事業を 開始し
た。

・ 妊娠の事実確認ができ た妊婦１ 人につき ５ 万円、 その後出産予定
日の８ 週前以降に、 届け出た胎児１ 人につき ５ 万円を 支給する 。

№
事業名 担当課

妊婦等包括相談支援事業 母子保健課2

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
6, 818件

利用実績：
6, 818件

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

・ 令和７ 年度から 「 出産・ 子育て応援事業」 の伴走型相談支援部分
が児童福祉法の「 妊婦等包括相談支援事業」 と し て制度化さ れ、 事
業を 開始し た。

・ 妊婦と その配偶者等に対し て、 妊娠届出時、 妊娠後期、 出
生後の面談等によ り 情報提供や相談支援等（ 伴走型相談支
援） を 行う と と も に、 適時面談等を 行う こ と で切れ目ない支
援を 行う 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

事業内容
乳幼児を 対象に身体発育・ 精神発達の両面から 健診や相談支援を 行い、 こ ど も の健全育成を 図る と と も に、 保護者の
育児不安の解消を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 乳幼児の身体発育・ 精神発達の両面から 健診や
相談支援を 行い、 こ ど も の健全育成を 図る と と も
に、 保護者の育児不安の解消を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 健診や相談支援を 行い、 こ ど も の健全育成と 保
護者の育児不安の解消を 図っ た。
・ ５ 歳児健康診査の対象と なる 幼児全員へ発達に
関する アン ケート を 実施し 、 希望者へ５ 歳児健康
診査を 実施し た。
　 ※実績値には未受診者の状況把握を 含む
　 ※関連事業 施策６ －３ 　 No. ７  乳幼児健診未
受診等育児支援訪問事業

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 846

№
事業名 担当課

乳幼児健康診査 母子保健課3

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
4か月： 100%
1歳半： 99. 9%

3歳： 100%

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

4か月、 1歳半、 3歳の健康診査受診率
4か月： 100%　 1歳半： 100%

3歳児： 100%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
専門職（ 保健師、 助産師） が、 生後４ か月ま での乳児がいる 家庭を 訪問し 、 子育て支援に関する 相談や情報提供、 支
援が必要な家庭に対する 提供サービ ス の検討、 関係機関と の連絡調整を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 専門職（ 保健師、 助産師） が生後４ か月ま での
乳児がいる 家庭を 訪問し 、 子育て支援に関する 相
談や情報提供など 、 育児不安の軽減が図れる よ う
支援を し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 専門職（ 保健師、 助産師） が、 生後４ か月ま で
の家庭を 訪問し 、 子育てに関する 相談対応や情報
提供を 行い、 育児不安の軽減を 図っ た。
・ 必要に応じ て関係機関と 連絡調整を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 16, 319

・ 各乳幼児健康診査の受診率は、 ４ か月児95. 1％、 １ 歳半97. 3％、
３ 歳90. 8％であり 、 未受診世帯に対し ては、 受診勧奨や育児支援を
行い、 状況を 把握する 必要がある 。
・ 健診執務医師の確保に課題がある 。

・ 乳幼児の身体発育・ 精神発達の両面から 健診や相談支援を 行い、
こ ど も の健全育成を 図る と と も に、 保護者の育児不安の解消を 図
る 。
・ 未受診世帯を 減ら すため、 乳幼児健診の重要性を 周知し 、 受診率
の向上に努める 。
・ 健診執務医師の確保のため、 川越市医師会と の連絡・ 相談を 密に
行う 。

№
事業名 担当課

乳児家庭全戸訪問事業 母子保健課4

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
1, 733人

利用実績：
1, 733人

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

・ 専門職（ 保健師、 助産師） が、 生後4か月ま での家庭を 訪問し 、 子育て
に関する 相談や情報提供を 行い、 育児不安の軽減を 図っ た。
・ 各家庭の事情によ り 訪問ができ なかった21世帯について、 市外転出を し
た１ 世帯については転出先へ情報提供を行い連携を 図り 、 その他の20世帯
については４ か月健診でフ ォ ロ ーを 実施し 、 生後４ か月ま での乳児がいる
すべての家庭を支援する こ と が出来た。

・ 専門職（ 保健師、 助産師） が生後４ か月ま での乳児がいる
家庭を 訪問し 、 子育て支援に関する 相談や情報提供など 、 育
児不安の軽減が図れる よ う に継続し て支援を 行う 。
・ 必要に応じ て関係機関と 連絡調整を 行う 。

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

R7 R8 R9 R10

事業内容

産後1年以内の母子に対し て保健指導、 授乳指導、 心身のケア 及び育児サポート 等を 行い、 産後も 安心し て子育てが
でき る 支援体制の確保を 行いま す。
【 短期入所型産後ケア】 医療機関等で宿泊によ り 、 産後ケアを 行いま す。
【 通所型産後ケア】 日中、 助産院等で産後ケアを 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 育児不安の軽減や母子の孤立化・ 児童虐待の予
防のため、 産後ケア事業を 実施する 。
・ 短期入所型産後ケア事業について、 利用要件等
の見直し を 検討する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 短期入所型、 通所型（ ショ ート 型） 、 居宅訪問
型に加え、 令和７ 年４ 月から 通所型（ ロ ン グ型）
を 新たに追加し 、 産後ケア事業の委託先に市外医
療機関を 追加し て事業を 実施し た。
・ 短期入所型産後ケア事業について、 支援を 必要
と する 全ての方が産後ケア事業を 利用でき る よ う
利用要件の拡充に向けた調査・ 検討を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 8, 010

№
事業名 担当課

産後ケ ア 事業 母子保健課5

6

・ 支援を 必要と する すべての方が産後ケア事業を 利用でき る よ う 、 短期入
所型産後ケア事業の利用要件の拡充を 行う 必要がある 。
・ 産後ケアを 必要と する 母親への安定し た事業提供体制を 確保する ため、
物価や人件費の高騰によ る 事業者の経費負担に応じ た適正な委託料の検討
が必要である 。

・ 支援を 必要と する すべての方が産後ケア事業を 利用でき る
よ う 、 短期入所型産後ケア事業の利用要件の拡充を 行う 。
・ 委託料や多胎児利用料について他自治体への調査等を 実施
し 、 適正な委託料に向けた検討を 行う 。

№
事業名 担当課

母子健康手帳の交付

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 確保量： 864人
利用実績： 864人

母子保健課

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
妊娠の届出を し た妊婦等に対し 、 妊娠・ 出産の経過やこ ど も の健診記録等の成長記録と なる 母子健康手帳を 交付し ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊娠の届出を し た妊婦等に対し 、 妊娠・ 出産の
経過やこ ど も の健診記録等の成長記録と なる 母子
健康手帳を 交付する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 妊娠の届出を し た妊婦等に対し 、 母子健康手帳
を 交付し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 383

・ 妊娠の届出を し た妊婦等に対し 、 滞り なく 母子健康手帳を 交付し
た。
・ 令和７ 年度末に発出さ れたガイ ド ラ イ ン に基づき 、 電子版母子健
康手帳の導入に向けた体制整備を 行う 必要がある 。

・ 妊娠の届出を し た妊婦等に対し 、 妊娠・ 出産の経過やこ ど も の健
診記録等の成長記録と なる 母子健康手帳を 交付する 。
・ 電子版母子健康手帳の導入に向けた体制整備について検討する 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
交付件数：

2, 052件 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

ａ

・ 埼玉県及び県医師会の集合契約によ り 委託医療機関に業務を 委託する こ と で、
対象者の利便性と 受診率向上が図れている 。
・ 委託医療機関外で健診を受診し た妊婦に対し ては、 償還払いによ り 健診費用の
一部助成を 行う こ と で対象者の受診率向上を 図っ た。
・ 妊婦健診の助成単価については、 妊婦の自己負担額が生じ ないよ う 公費負担額
を設定し ている 全国自治体の平均額に達し ていない。
・ 多胎児を 妊娠し た妊婦は、 通常の14回の妊婦健診を 超えて追加で受診する 妊婦
健診の費用が全額自己負担と なっ ている 。

・ 妊婦に対し 委託医療機関で健康診査を 行う と と も に、 委託医療機
関外で健診を 受診し た妊婦に対し 健診費用の一部助成を 行う 。
・ 妊婦の健診費用に自己負担額が生じ ないよ う 公費負担額を 設定し
ている 全国自治体の平均額ま で助成単価を 適正に調整する 。
・ 多胎児を 妊娠し た妊婦に対し 、 通常の14回の妊婦健診を 超えて追
加で受診する 妊婦健診の費用の一部助成のための検討を 行う 。

№ 8 両親学級等事業 母子保健課

実　 　 績　 　 値 741人

達  成　 状　 況 ａ

成果指標 目　 標

事業内容
妊婦と そのパート ナー等に対し て、 妊娠・ 出産・ 育児・ 栄養についての正し い知識を 普及し 、 妊娠中の不安の解消と
パート ナーの育児参加を 支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊婦と そのパート ナー等が一緒に妊娠・ 出産・
育児について学ぶ機会を 提供し 、 妊娠中の不安の
解消と パート ナーの育児参加を 支援する 。
・ 参加人数の拡充や内容を 充実さ せる ため、 内容
が異なる ２ つのコ ース で開催する 。
・ こ れま で初産婦のみだっ た対象者を 全妊婦へ拡
充する 。
・ 妊娠届出時面談や妊娠後期面談、 Ｓ Ｎ Ｓ 、 広
報、 ホーム ページで事業の周知を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 対象者を 全妊婦と し 、 ２ つのコ ース （ 実習コ ー
ス と 妊婦体験・ 講話コ ース ） で開催し た。
・ 妊娠届出時面談、 妊娠後期面談、 Ｓ Ｎ Ｓ 、 広
報、 ホーム ページで事業の周知を 行っ た。
・ 参加者に対し てアン ケート を 行い、 満足度や参
加によ る 不安の軽減に関する 調査を 行っ た。

事業名 担当課

№ 7 妊婦健康診査 母子保健課

成果指標 目　 標

事業内容
妊婦健康診査にかかる 費用を 一部助成する こ と で、 妊婦及び胎児の健康状態を 定期的に把握する と と も に、 定期的な
受診勧奨を 促し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊婦に対し 委託医療機関で健康診査を 行う と と
も に、 委託医療機関外で健診を 受診し た妊婦に対
し 健診費用の一部助成を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 妊婦に対し 委託医療機関で健康診査を 行う と と
も に、 委託医療機関外で健診を 受診し た妊婦に対
し ては償還払いによ り 健診費用の一部助成を 行っ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 180, 386

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
23, 393件

利用実績：
23, 393件

達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

参加者数 600人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ ア ンケ ート の結果、 満足度は97％と 高い数値であっ た。 ま た、 参
加後の不安軽減の程度は「 軽減し た」 、 「 少し 軽減し た」 が合わせ
て92％と 高い数値であっ た。
・ ア ンケ ート の結果、 内容が異なる ２ コ ース 両方に参加し たいが、
都合がつかず参加する こ と が困難である 旨の意見があっ た。

・ 妊婦と そのパート ナー等が一緒に妊娠・ 出産・ 育児につい
て学ぶ機会を 提供し 、 妊娠中の不安の解消と パート ナーの育
児参加を 支援する 。
・ 実施内容、 回数等について見直す。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

ａ

・ ア ンケ ート 結果から 保護者の悩みや不安の軽減に一定の効果が見
ら れた。

・ 月齢に応じ た離乳食の進め方等についての講話や個別相談
を 実施し 、 保護者の離乳食に関する 悩みや不安の解消を 図
る 。
・ 保護者のニーズを 把握し て正し い情報を 提供する と と も
に、 支援体制の維持・ 強化に努める 。

№ 10 乳幼児相談 母子保健課

実　 　 績　 　 値
236人

（ イ ベント 来所者
含む）

達  成　 状　 況 - - - - -

成果指標 目　 標

事業内容 乳幼児と 保護者に対し て相談の場を 提供し 、 育児支援や育児不安の解消を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 個別相談や身体計測を 通じ て、 乳幼児が健やか
に成長でき る よ う に支援する 。
・ 保護者の育児に関する 不安や悩みに対応し 、 保
護者が安心し て子育てでき る 環境を 整える 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 個別相談や身体計測を 行い、 保護者の育児に関
する 不安や悩みに対応する こ と で、 育児不安の解
消と こ ど も が健康に育つための支援を 実施し た。
・ 育児不安の解消と こ ど も が健康に育つこ と を 援
助する ためのイ ベン ト を 実施し た。

事業名 担当課

№ 9 離乳食教室 母子保健課

成果指標 目　 標

事業内容 乳児と 保護者へ離乳食についての指導や相談を 行い、 離乳食に関する 悩みや不安の解消を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 月齢に応じ た離乳食の進め方等についての講話
や個別相談を 実施し 、 保護者の離乳食に関する 悩
みや不安の解消を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 離乳食を 始める 目安や月齢に応じ た離乳食の進
め方等知識の普及啓発を 行い、 保護者の離乳食に
関する 悩みや不安の解消を 図っ た。
・ 毎月開催と し 、 すべてのこ ど も の成長段階（ 離
乳食開始時期等） に合わせて、 適切な時期に指導
や相談を 受ける 機会を 確保し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 59

実施後ア ンケ ート の満足度が肯定評価の割合 100%

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 95%

達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ 開催場所や開催時間等についてのニーズを 把握する ため、 事業利
用保護者及びイ ベン ト 参加者に対し てアン ケート 調査を 行っ たと こ
ろ、 開催場所、 開催時間及び実施方法を 変更する こ と への希望が
あっ た。
・ 業務内容について、 市民（ 利用者） に周知が図れていない。

・ 個別相談や身体計測を 通じ て、 乳幼児が健やかに成長でき る よ う
に支援する 。
・ 育児に関する 不安や悩みに対応し 、 保護者が安心し て子育てでき
る 環境を 整える 。
・ 開催場所、 開催時間及び開催方法を ニーズに合わせて変更する 。
・ 事業内容が伝わり やすい事業名に変更する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

ａ

・ 目標は達成する こ と ができ たが、 引き 続き 訪問ボラ ン ティ アの確保が課
題と なっ ている 。

・ 子育てにおける 不安感や孤立感の解消を図る ため、 支援が必要な家庭に対し て、 訪問活動
を 実施し ていく 。 令和８ 年度以降も 子育てにおいて孤立を 感じ ている 家庭への事業周知を 積
極的に実施する 。
・ 訪問ボラ ン ティ アの養成を 行い、 サービス 提供体制を 確保し ていく 。
訪問ボラ ン ティ ア希望者は養成講座を 受講する 必要がある ため、 広報やホーム ページ、 ポス
タ ー掲示等を 通じ て、 養成講座説明会の周知を 徹底する 。 併せて、 説明会に際し ては、 当事
業に関心のある 参加者に向け、 市の姿勢や事業の意義を 訴えていく 。

№ 12 こ ど も 医療費の支給 こ ど も 政策課

実　 　 績　 　 値

支給件数：
737, 445件
支給総額：

1, 482, 958, 955円 -
達  成　 状　 況 - - - - -

成果指標 目　 標

事業内容
１ ８ 歳の年度末ま でのこ ど も に係る 医療費の一部を 支給する こ と によ り 、 こ ど も の保健の向上と 福祉の増進を 図り ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も が必要と する 医療を 容易に受けら れる よ
う にし 、 こ ど も の健康の向上と 福祉の増進を 図る
ために、 引き 続き 医療費の一部を 支給する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ こ ど も 医療費の支給を 行っ た。

事業名 担当課

№ 11 家庭訪問型子育て支援事業（ ホ ーム ス タ ート ） こ ど も 育成課

成果指標 目　 標

事業内容
６ 歳以下の未就学のこ ど も がいる 家庭を 対象と し て、 研修を 受けた家庭訪問型子育て支援ボラ ンティ アが訪問し 、 子
育て支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 子育てにおける 不安感や孤立感の解消を 図る た
め、 支援が必要な家庭に対し て、 訪問活動を 実施
し ていく 。
・ 令和7年度以降も 子育てにおいて孤立を 感じ て
いる 家庭への事業周知に努める と と も に、 訪問ボ
ラ ン ティ アの養成を 行い、 サービ ス 提供体制を 確
保し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

委託先…NPO法人川越子育てネッ ト ワ ーク
利用件数…１ ２ ９ 件（ 延長含む）
訪問回数…５ ５ ６ 回
新規利用申請数…８ ０ 件

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 847, 000

新規で利用申請のあっ た家庭数
R7： 60件　 R8： 65件
R9： 70件　 R10： 75件

R11： 80件

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 80件

達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 517, 413

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ 特になし 。 ・ 滞り なく こ ど も 医療費の支給を 行う 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

- - - - -

・ 本事業は、 休日及び夜間における 初期救急医療体制の維持に必要
な補助であり 、 市民の安心・ 安全な生活を 支える 基盤と し て機能し
ている 。 引き 続き 現行の補助を 行い、 安定的な医療提供体制の維持
に努める 。

・ 川越市医師会夜間休日診療所において、 休日及び夜間に軽
症の救急患者の診療を 実施する 事業に対し 、 必要な補助を 行
い、 休日及び夜間における 初期救急医療を 確保する 。

№ 14 こ ど も の予防接種 健康管理課

実　 　 績　 　 値
Ａ 類疾病：
49, 924件 -

達  成　 状　 況 - - - - -

成果指標 目　 標

事業内容 こ ど も を 感染症から 守る ため、 予防接種法に基づき 、 乳幼児や児童等が受ける 定期予防接種を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も を 感染症から 守る ため、 予防接種法に基
づき 、 乳幼児や児童等が受ける 定期予防接種を 実
施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ こ ど も を 感染症から 守る ため、 予防接種法に基
づき 、 乳幼児や児童等が受ける 定期予防接種を 実
施し た。
適切な時期に接種の勧奨を 実施し 、 接種者数の増
加を 図っ た。

事業名 担当課

№ 13 夜間休日診療事業（ 小児） 保健医療推進課

成果指標 目　 標

事業内容
川越市医師会及び川越市薬剤師会に対し て、 川越市夜間休日診療所（ 休日及び平日夜間において軽症の救急患者に対
する 診療を 実施する 診療所） の運営に係る 経費の一部を 補助し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 川越市医師会夜間休日診療所において、 休日及
び夜間に軽症の救急患者の診療を 実施する 事業に
対し 、 必要な補助を 行う 。
休日及び夜間における 初期救急医療を 確保でき て
おり 、 引き 続き 、 事業を 実施し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 夜間休日診療所を 運営する 川越市医師会等に対
し 、 運営費の一部を 補助し 、 休日及び夜間におけ
る 初期救急医療を 確保する こ と ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 32, 598

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
補助額　 32, 598千円

（ 内訳）
医師会補助30, 098千円
薬剤師会補助2, 500千円 -

達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 661, 080

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ Ａ 類疾病の令和７ 年度の接種率について、 令和６ 年度比で増加し
ている 。

・ こ ど も を 感染症から 守る ため、 予防接種法に基づき 、 乳幼
児や児童等が受ける 定期予防接種を 実施する 。
適切な時期に接種の勧奨を 実施し 、 接種者数の増加を 図る 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

- - - - -

・ 特になし
・ 予防接種の費用を 助成する
・ 市民に対し 、 市Ｈ Ｐ やＳ Ｎ Ｓ によ り 定期的に本制度の周知
を 図る 。

№ 16 幼児のむし 歯予防推進事業 健康づく り 支援課

実　 　 績　 　 値 80%

達  成　 状　 況 ａ

成果指標 目　 標

事業内容
歯科口腔保健事業に係る 関係機関等と 連携し 、 フ ッ 化物を 応用し たむし 歯予防事業や乳幼児健康診査等での啓発活動
を 実施し 、 歯科口腔保健の推進を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 歯科口腔保健事業に係る 関係機関等と 連携し 、
フ ッ 化物を 応用し たむし 歯予防事業や乳幼児健診
等での啓発活動を 実施し 、 歯科口腔保健の推進を
図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 幼児へのむし 歯予防の啓発や保護者に対し 、 歯
と 口の健康づく り の推進を 図っ た。
・ フ ッ 化物洗口事業を 実施し ていない施設（ 保育
園、 幼稚園） に対し 、 事業の実施に向けた説明等
を 行い、 周知を 図っ た。

事業名 担当課

№ 15 妊娠を 希望する 女性等への風し ん予防接種 健康管理課

成果指標 目　 標

事業内容
生ま れてく る こ ど も を 先天性風し ん症候群から 守る ため、 抗体価の低い妊娠を 希望する 女性等に予防接種を 受けやす
い環境を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 生ま れてく る こ ど も を 先天性風し ん症候群から
守る ため、 妊娠を 希望する 女性やそのパート ナー
等で、 風し んの抗体価が低い方を 対象に予防接種
の費用を 助成する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 予防接種の費用を 助成し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 573

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

麻し ん風し ん混
合： 255件

風し ん単抗原：
96件 -

達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5, 291

6歳児（ 小学1年生） における 、 むし 歯のない人の割合
R7： 74. 6%　 R8： 74. 9%
R9： 75. 2%　 R10： 75. 5%

R11： 75. 8%

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ フ ッ 化物洗口事業等を 実施し たこ と で、 むし 歯の罹患者が減少し
た。

・ 継続し てフ ッ 化物洗口事業等を 実施し 、 更にこ ど も のむし
歯を 減少さ せる 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

 

- - - - -

・ １ 歳半及び３ 歳児の乳幼児健康診査において予防的な視点を 含め
た歯科健診や歯科指導が実施でき ている 。
・ ２ 歳児親子歯科健診において、 保護者が希望する 幼児へ歯科診察
やブラ ッ シン グ指導、 おやつの取り 方など についての啓発が実施で
き ている 。

・ 歯科健診およ びブラ ッ シン グ指導やおやつの取り 方など の
歯科指導を 実施し 、 乳幼児のむし 歯予防や家庭での歯と 口の
健康づく り の推進を 図る 。

№ 18 妊産婦歯科健診 母子保健課

実　 　 績　 　 値
受診者数：

108人 -
達  成　 状　 況 - - - - -

成果指標 目　 標

事業内容 妊産婦へ歯科健診を 行い、 歯科指導等を 行う こ と で、 家庭での歯と 口の健康づく り の推進を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 歯科健診を 実施し 、 妊娠中に起き やすい歯科疾
患の予防につなぐ と と も に、 妊産婦の歯と 口の健
康づく り の推進を 図る 。
・ 妊娠届出時面談、 ホーム ページで事業の周知を
行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 歯科健診を 年８ 回（ 定員20名/回） 実施し た。
・ 歯科健診と と も に、 個別の歯科指導の時間を 確
保し 、 家庭での歯と 口の健康づく り の推進を 図っ
た。
・ 妊娠届出時面談、 ホーム ページで事業の周知を
行っ た。

事業名 担当課

№ 17 歯科健診・ 歯科保健指導等の実施 母子保健課

成果指標 目　 標

事業内容
幼児へ歯科健診を 行い、 保護者に対し 歯科指導等を 行う こ と で、 幼児のむし 歯予防や、 家庭での歯と 口の健康づく り
の推進を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 乳幼児のむし 歯予防や家庭での歯と 口の健康づ
く り の推進を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 乳幼児を 対象に月年齢に応じ た歯科健診、 歯科
指導等を 実施し 、 むし 歯予防や家庭での歯と 口の
健康づく り の推進を 図っ た。
（ １ 歳半健診、 ２ 歳児親子歯科健診、 ３ 歳児健
診）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 050

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
実施回数：

78回 -
達  成　 状　 況

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 143

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ 受診者に占める 要指導者・ 要治療者は76％と なっ ており 、 口腔内
の環境が悪化し やすい産前産後の時期に健診を 受け、 指導につなげ
る と いう 事業目的が達成でき た。
・ 妊娠届出数に対し て年間の定員数が極めて低く 、 受診機会の制約
が課題と なっ ている 。

・ 歯科健診を 実施し 、 妊娠中に起き やすい歯科疾患の予防に
つなぐ と と も に、 妊産婦の歯と 口の健康づく り の推進を 図
る 。
・ 受診機会の拡大方法を 検討する 。
・ Ｓ Ｎ Ｓ での事業周知を 検討する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標１ 切れ目ない支援によ る こ ども と 親の健康の確保・ 増進

 

- - -

・ 日々の母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働のほか、 合同ケース 会議を実施
する こ と でさ ら に連携・ 協働を深め、 虐待への予防的な対応から 子育てに困難を
抱える 家庭の相談支援ま で切れ目なく 対応し た。

・ 妊産婦・ 乳幼児等の状況を 継続的・ 包括的に把握する と と も に、 妊産婦
や保護者等から の相談を 受け、 必要な支援の調整や関係機関と 連絡調整を
行う 。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を 深め虐待への予防的な対応か
ら 子育てに困難を抱える 家庭ま で切れ目なく 対応し ていく 。

事業名 担当課

№ 19 こ ど も 家庭セン タ ー
こ ど も 家庭課
母子保健課

成果指標 目　 標

事業内容
母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を 深め、 妊娠期から 子育て期にわたる 様々な悩み等への相談支援を 行う 等、
切れ目ない支援を 実施する と と も に、 こ ど も への虐待に対する 予防的な対応から 、 子育てに困難を 抱える 家庭の相談
支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 妊産婦・ 乳幼児等の状況を 継続的・ 包括的に把
握する と と も に、 妊産婦や保護者等から の相談を
受け、 必要な支援の調整や関係機関と 連絡調整を
行う 。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を 深め
虐待への予防的な対応から 子育てに困難を 抱える
家庭ま で切れ目なく 対応し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 妊産婦・ 乳幼児等の状況を継続的・ 包括的に把握する と と
も に、 妊産婦や保護者等から の相談を受け、 必要な支援の調
整や関係機関と 連絡調整を 行っ た。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を 深め虐待への予
防的な対応から 子育てに困難を 抱える 家庭ま で切れ目なく 対
応し た。
・ 合同ケース 会議を 月１ 回（ 年12回） 実施し 、 母子保健機能
（ 母子保健課） と 児童福祉機能（ こ ども 家庭課） の連携・ 協
働を深めた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
合同ケース 会議

開催回数：
12回 -

達  成　 状　 況 - -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 法定受託事務である ため、 法令に則っ て適正に事務を 行う 必要が
ある 。
・ 不正受給を なく すために、 認定には慎重を 期す必要がある 。
手当だけでなく 、 ひと り 親家庭には包括的な支援が必要と なっ てい
る 。

・ 法令に従い、 疑義が生じ た場合は国や県等に確認を し つつ
適正に業務を 行っ ていく 。
・ ひと り 親家庭を 取り 巻く 環境も 変化し ており 、 児童扶養手
当の相談者には適宜ひと り 親家庭相談等へつなげ、 必要な情
報提供を 行っ ていく 。

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

受給者数：
1, 795人

総支給額：
947, 709, 290円 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
父母の離婚等によ り 、 父又は母と 生計を 同じ く し ていないこ ど も を 育てている 方や、 こ ど も を 育てている 父又は母に
一定の障害がある 場合に支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 父又は母と 生計を 同じ く し ていない児童が育成
さ れる 家庭の生活の安定と 、 自立の促進に寄与す
る ため、 当該児童について児童扶養手当を 支給
し 、 も っ て児童の福祉の増進を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 適切な支給、 管理及び制度案内等を 行い、
適切に児童扶養手当の支給、 管理を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 947, 709

・ 特になし 。 ・ 滞り なく 児童手当の支給を 行う 。

№
事業名 担当課

児童扶養手当 こ ど も 家庭課2

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

№
事業名 担当課

児童手当 こ ど も 政策課1

成果指標 目　 標

- -

事業内容
１ ８ 歳の年度末ま でのこ ど も を 養育し ている 方に適切に支給する こ と によ り 、 家庭等における 生活の安定及び次代を
担う こ ど も の健全な育成を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 家庭等における 生活の安定に寄与する と と も
に、 次代の社会を 担う こ ど も の健やかな成長に資
する ため、 引き 続き 適正に児童手当を 支給する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 児童手当の支給を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 6, 904, 495

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

支給対象のべ児童
数： 　 541, 075人

支給総額：
6, 904, 495, 000円 -

達  成　 状　 況
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

・ 特になし 。 ・ ひと り 親家庭等医療費の支給を 行う 。

計画達成状況

⑶ 事業の評価（ Check）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 154, 137

成果指標 目　 標

- -

-
達  成　 状　 況 - - - - -

実　 　 績　 　 値

支給件数：
60, 356件

支給総額：
150, 681, 342円

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

-

-

⑶ 事業の評価（ Check）

R7 R8 R9

目　 標

R10

3 ひと り 親家庭等医療費の支給 こ ど も 政策課

4

ひと り 親家庭等の医療費の一部を 支給する こ と によ り 、 ひと り 親家庭等の生活の安定と 自立を 支援し 、 福祉の推進を
図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ひと り 親家庭等の生活の安定と 自立を 支援し 、
福祉の増進を 図る ため、 ひと り 親家庭等に医療費
の一部を 引き 続き 支給する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

R11

№
事業名 担当課

川越市遺児手当 こ ど も 政策課

・ ひと り 親家庭等医療費の支給を 行っ た。

№
事業名 担当課

事業内容

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

父母のいない１ ５ 歳の年度末ま でのこ ど も を 養育し ている 方に適切に支給する こ と によ り 、 こ ど も の健全な育成を 図
り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 父母のいないこ ど も の健全な育成を 図る ため、
引き 続き 適正に遺児手当を 支給する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 遺児手当の支給を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 835

事業内容

達  成　 状　 況

成果指標

-

・ 市ＨＰ に遺児手当を 案内する ページが無く 、 周知不足が懸念さ れ
る 。

年　 　 　 度

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 滞り なく 遺児手当の支給を 行う 。
・ 遺児手当を 案内する ページを 作成し 、 制度の周知を 行う 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

受給者数：
10人

支給総額：
833, 000円
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

・ 国・ 県の修学に関する 支援が手厚く なり 、 修学に関する 貸付は減
少傾向にある 。
・ 一部償還負担が過大になり 、 滞納が発生し ている 。

・ 滞納を 確認し た際に早期から 償還期間変更を 案内する など
償還負担の調整を し ていく 。

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 貸付件数： 63件

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 母子家庭及び父子家庭並びに寡婦の経済的自立を 図る ため、 修学資金等の福祉資金の貸付を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 法改正に対応し 適切な資金貸し 付けを 行う こ と
で、 ひと り 親家庭の経済的支援につなげる 。
・ 引き 続き 、 ひと り 親家庭の父母及び寡婦の自立
と その児童の福祉を 増進する ため、 必要な資金を
貸し 付ける と と も に、 資金の償還の際には適切な
助言、 支援を 行っ ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ひと り 親家庭など を 対象に修学に必要な資金な
ど を 適切に貸し 付ける こ と で、 経済的自立を 支援
でき た。
・ 貸付時点で償還時の負担感ま で含めた相談を 行
い、 物価高で生活が圧迫さ れる なか、 償還が過度
な経済負担と なっ てし ま わないよ う 償還額を 調整
する よ う 積極的に償還者に働き かけた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 138, 450

・ 物価高等の影響から か、 所得を 向上さ せる 転職を 目的と し た支援
や、 福祉資金貸付の相談が微増傾向にある 。
・ 相談者の環境に応じ て、 自立支援プロ グラ ム によ る き め細やかな
就業支援や、 自立支援教育訓練給付、 高等職業訓練促進給付金、 又
は他制度での資格取得支援制度を 適切に案内し 、 相談者のニーズに
応える 必要がある 。

・ 国が経済的自立を 後押し する 資格取得に関する 支援を 拡大
し ている 点を 踏ま え、 制度の変更点や、 創設さ れた制度につ
いて情報収集し 、 相談者に情報提供する と と も に、 家庭環境
に応じ た適切な支援を 提供する 。

№
事業名 担当課

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 こ ど も 家庭課6

事業内容
母子・ 父子自立支援員が、 ひと り 親家庭等の様々な悩みや社会生活全般についての相談に応じ ま す。 ま た、 相談内容
に応じ 、 関係機関と 連携し て支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 相談内容に応じ て、 関係機関への繋ぎや情報共
有を 行う 。
・ 引き 続き 、 ひと り 親家庭の様々な相談に応じ る
体制を 整え、 当該家庭の自立と 福祉の推進を 図
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 多様な相談に応じ 、 適切な関係機関を 紹介、 情
報共有を 積極的に行っ た。 支援制度が複雑になっ
ていく 中、 適切な情報提供と 必要な支援を 提供し
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 11, 373

№
事業名 担当課

ひと り 親家庭相談 こ ど も 家庭課5

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
相談件数：

4, 060件
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

・ 本事業について、 対象者にと っ て魅力の少ない場になっ てし ま っ
ている と 考えら れる 。 本来何故こ う いう 場が設けら れている のか周
知を 行い、 積極的に参加し ていただける よ う に働き かける こ と が必
要である と 考える 。

・ 広報によ る 周知等多く の世帯を 対象に周知を 行い、 参加を
促す。
・ ひと り 親への情報提供の他に、 事業がひと り 親にと っ て魅
力的である よ う な案を 検討する 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 参加者数： 0人

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
子育てと 生計維持の両立を 支援する ため、 ひと り 親家庭の親が定期的に集い、 日常の情報交換や家計管理等に関する
学習の場を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 令和7年度以降は、 家計管理講習会以外の事業
についても 再開を 検討し 、 ひと り 親家庭に必要な
情報を 提供でき る 場を 設けていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 家計管理講習会について、 企画案内を おこ なっ た
が、 参加者が無かっ た。
・ 情報交換事業についても 催し 事の検討を 行っ たが、
講師派遣など の条件面が合わず、 実施に至ら なかっ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1

・ 求人情報を 提供し ても 反応が悪い、 又は自分の意志で応募し たは
ずが、 急に辞退し たり 、 と 相談が長期化し ている ケース が一定程度
出てき ており 、 改めて本人が求めている 条件等のヒ アリ ン グを 要す
る と 考えら れる ケース が出てき た。 ま た、 講習及びセミ ナーを 再開
する 必要があ る 。

・ 長期化し ている ケース に対する アプロ ーチの整理を 行う と
と も に、 講習及びセミ ナーを 再開する 。
・ 利用者の新規獲得に向けて就業支援を 行っ ている こ と を 市
Ｈ Ｐ 等によ り 広く 周知する 。

№
事業名 担当課

ひと り 親家庭等生活向上事業 こ ど も 家庭課8

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
利用者数：

234人 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
ひと り 親家庭等の自立に向けた支援を 総合的に実施する ため、 就業相談の実施、 就業情報の提供、 就業支援講習会の
開催など 、 様々な就業支援を 行う と と も に、 養育費に関する 相談体制の整備等を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 引き 続き 、 就労相談の実施によ り 、 就労面から
母子家庭等の自立を 支援し ていく 。
・ セミ ナーのほか就労支援講座についても 、 事業
再開を 検討し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 就労相談及び求人情報提供を 引き 続き を 実施
し 、 母子家庭等が経済的自立でき る よ う 支援を
行っ たが、 セミ ナー及び就労支援講座については
実施に至ら なかっ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 934

№
事業名 担当課

母子家庭等就業・ 自立支援セン タ ー事業 こ ど も 家庭課7

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

・ 自立支援プロ グラ ム を 策定し ている こ と を 前提条件に利用が可能
になる 支援の増加がそのま ま 策定件数の増に繋がっ た可能性が高
い。
・ 自立に向けた支援が十分である か、 策定対象者の経過を 確認し て
いく 必要があ る 。

・ プロ グラ ム の策定対象者に定期的な連絡及びヒ アリ ン グを
行い、 経過の確認や関係機関と の共有を 行う 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

自立支援プロ グ
ラ ム 策定に係る
延べ相談件数：

12件 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
ひと り 親家庭等の保護者を 対象にその自立を 促進する ため、 個々のケース に応じ た自立支援プロ グラ ム を 策定し 、 公
共職業安定所等と と も に自立（ 就労） に向けた支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ひと り 親の自立を 支援する ために自立支援プロ
グラ ム を 策定し 、 ハロ ーワ ーク と 連携し ながら 継
続的な就労支援を 行う 。
・ 児童扶養手当現況届を 提出する 際にハロ ーワ ー
ク によ る 集中相談を 実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 自立支援プロ グラ ム の策定を 行っ た。
・ 離職を 繰り 返し ている 方については個別に手厚
く 連絡する など のフ ォ ロ ーを 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 240

・ 高等職業訓練促進給付金事業の利用者が減少し ている ため、 利用
者の掘り 起こ し を 行う 必要がある と 考えら れる 。

・ 児童扶養手当の現況届の案内を 送付する 際に同封する チラ
シに工夫する こ と で、 潜在的なニーズを 掘り 起こ す。

№
事業名 担当課

母子・ 父子自立支援プロ グ ラ ム 策定等事業 こ ど も 家庭課10

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
給付件数：

高職訓練22件
教育訓練3件 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
児童扶養手当受給者等が一定の資格を 取得する ために修業する 場合、 高等職業訓練促進給付金を 支給し ま す。 ま た、
ひと り 親家庭等の保護者が自主的に能力開発を 行う ため、 指定講座を 受講し た場合、 その費用の一部を 自立支援教育
訓練給付金によ り 支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 主体的な資格取得のために、 給付金を 支給し 、
母子家庭及び父子家庭の自立を 支援する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 高等職業訓練促進給付金受給者については、 毎
月の出席状況確認書から 欠席が多い者には積極的
に声を かけ、 課題が発生し ていないか確認を 行っ
た。
・ 自立支援教育訓練給付金では、 対象者の現在の
環境、 子の年齢等も 加味し てマネープラ ン を 練る
こ と で適切な資格取得に向けた支援を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 29, 452

№
事業名 担当課

自立支援給付金事業 こ ど も 家庭課9

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

R11

- - - -

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 生活困窮者の抱える 課題を 総合的に把握し 、 ア
セス メ ン ト 結果を 基に就労支援プラ ン を 策定し
た。
・ 支援調整会議で支援内容の適切性を 協議し 、 生
活困窮者やその家族から の相談に応じ 、 必要な情
報提供や助言を 行っ た。
・ 事業が継続し て実施でき る よ う 関係機関と の連
携調整を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 59, 495

実　 　 績　 　 値

就労・ 増収率
（ 就労・ 増収者
／就労支援対象

者） 50. 9%

・ 特になし 。 ・ 公営住宅における 優遇登録を 行う 。

№
事業名 担当課

生活困窮者自立支援事業 生活福祉課12

- -

-
- - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

達  成　 状　 況

事業内容
複合的な課題を 抱える 生活困窮者の課題に応じ た総合的な相談を 行い、 就労支援も 含めた包括的かつ継続的な支援に
つなげていき ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 生活困窮者が抱える 課題を 包括的に把握し 、 ア
セス メ ン ト の結果を 踏ま えて就労支援プラ ン 案を
作成する 。
・ 支援内容が適切である かについて支援調整会議
で協議する 。
・ その他の自立に関する 問題について、 生活困窮
者およ びその家族等の相談に応じ 、 必要な情報の
提供や助言を 行う 。
・ 関係機関と の連絡調整を 行い、 継続し て事業の
実施に努める 。

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 計画達成状況

・ 8050問題や長期のひき こ も り 、 就労経験の欠如、 健康問題など 、
複数の課題が複雑に絡み合っ た支援対象者が増加し ている 。 こ れら
の要因が就労への移行を 困難にし 、 就労率や収入増加率の向上が難
し い状況と なっ ている 。

・ 生活困窮者が抱える 複合的な課題を包括的に把握し 、 アセス メ ント を行
いその結果に基づいて個別の就労支援プラ ン案を 作成する 。
・ 作成し た支援プラ ンの適切性を確認する ため、 支援調整会議を 開催し 、
支援内容の協議と 必要な調整を 行う 。
・ 生活困窮者およ びその家族から の相談に応じ 、 就労以外の自立に関する
問題についても 、 必要な情報提供や助言を行う 。
・ 関係機関と 連携調整し 、 情報共有や役割分担を 明確にする こ と で、 事業
の継続的な実施と 支援の質の向上に努める 。

-
達  成　 状　 況 -

事業内容 登録方式によ る 入居募集に際し 、 子育て世帯（ ひと り 親世帯、 多子世帯を 含む） を 対象に優遇し て登録を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 公営住宅における 優遇登録を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 公営住宅における 優遇登録を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

公営住宅における 優遇登録 建築住宅課11

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

【 母子世帯の登
録数】  3世帯

【 多子世帯の登
録数】 0世帯
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標２ 子育て家庭への支援

 

 

担当課

川越市子育てフ ァ ミ リ ー応援給付金

・ 被保護世帯の推移はほぼ横ばいと なっ ている 。
・ 母子世帯の推移はやや減少傾向と なっ ている 。

・ 生活保護事業の基準に基づき 、 生活扶助、 教育扶助、 住宅
扶助等、 世帯状況に応じ た扶助を 行う 。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R9 R10

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

こ ど も 政策課

- - - -

計画達成状況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

実　 　 績　 　 値

対象のこ ど も の
人数： 2, 061人

支給総額：
20, 610, 000 円 -

達  成　 状　 況

事業内容
子育て世帯の経済的負担の軽減を 図る と と も に、 孤育てやワ ン オペ育児など を 防止する ため、 子育て世帯と つなが
り 、 子育て支援のき っ かけを 作り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 申請によ り 、 令和５ 年４ 月１ 日以降に出生し た
満１ 歳未満の乳児と 川越市内で同居する 保護者に
対象乳児１ 人あたり 現金１ 万円を 支給する （ ひと
り １ 回限り ） 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 申請によ り 、 令和７ 年度出生者分1, 785人＋令
和６ 年度出生者分276人＝2, 061人分を 支出し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 20, 966円

成果指標 目　 標

-
達  成　 状　 況

14№
事業名

目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8

・ 当初県事業の対象地域と なる ために市単独事業の実施が必要で
あっ たこ と から 開始し た事業で、 県内すべての市町村が実施し てい
たが、 県事業が令和６ 年度出生者ま でを 対象と し て事業を 終了する
こ と と なっ たこ と から 、 本市においても 令和７ 年度を も っ て事業終
了と する こ と と し た。

・ 令和７ 年度末を も っ て事業終了。 令和８ 年度は令和７ 年３
月３ １ 日ま でに出生し た乳児を 対象に事務を 行う 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11

成果指標

-

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

被保護世帯：
 3, 474世帯

被保護人員：
4, 208人

事業内容

13

生活保護事業の基準に基づき 、 生活扶助、 教育扶助、 住宅扶助等、 世帯状況に応じ た扶助を 行い、 自立でき る よ う 支
援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 生活保護事業の基準に基づき 、 生活扶助、 教育
扶助、 住宅扶助等、 世帯状況に応じ た扶助を 行
う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

№
事業名 担当課

生活保護事業 生活福祉課

・ 生活保護事業の基準に基づき 、 生活扶助、 教育
扶助、 住宅扶助等、 世帯状況に応じ た扶助を 行っ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 7, 615, 533
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標３ 愛情を 育む親子のふれあいの機会の充実

 

 

・ 共働き やひと り 親の増加や地域のつながり の希薄化の影響によ る
子育ての孤立化や、 多く の家庭教育に関する 情報の中から 適切な情
報を 取捨選択する 難し さ など 、 家庭教育を と り ま く 様々な課題が見
受けら れる 。 そのため、 子育ての不安や孤立感を 和ら げ、 子育ての
楽し さ や喜びを 実感し ても ら える 場が地域に必要だと 考える が、 参
加者が減少傾向にある 。

・ 育児に関する 情報や親子で楽し むプロ グラ ム を 提供し 、 地
域での子育てを 支援する 。
・ ホーム ページやSNSなど イ ンタ ーネッ ト を 活用し た情報発信
の充実に努め、 子育て世代の情報交換や交流の場を 提供し て
いく 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 23事業

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

実施事業数 24事業（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 乳幼児を 持つ親が交流でき る 場を 設け、 コ ミ ュ ニケーショ ンを 促進し 、 子育ての孤立化を 防ぎま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 少子化が進む中、 子育てに不安を 抱える 親が増
えており 、 仲間づく り や居場所づく り を 求める
ニーズに対応する ため、 参加者同士の交流や子育
て情報が得ら れる 場を 提供する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 17館で23講座を 実施し た。 参加者同士の交流や
子育て情報が得ら れる 場の提供を 通し て、 地域で
の子育てを 支援し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 649

・ 7年度は目標を 達成する こ と ができ た。 出生率が低下する 中、 当
事業の利用者数を 確保する ため、 事業の周知を 積極的に実施し てい
く 必要がある 。

川越市子育て支援センタ ー（ 川越市子育て安心施設内） を 本事業の統括的
な役割に位置付け、 当該センタ ーを 中心に、 広場の質の底上げを 図る た
め、 川越市地域子育て支援拠点事業実務者会議や施設訪問を 通し て、 業務
委託先に対し 、 当事業の方向性を示す等、 利用率の向上に向けて、 適切な
改善策をと も に検討し ていく 。
ま た、 多様な子育て家庭のニーズに応じ た支援を 充実さ せ、 地域における
子育て支援の強化を 図っ ていく 。
Ｓ Ｎ Ｓ によ る 情報発信を 実施する 。

№
事業名 担当課

子育てサロ ン 事業 中央公民館2

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
84, 997人

利用実績：
80, 339人

達  成　 状　 況

№
事業名 担当課

地域子育て支援拠点事業 こ ど も 育成課1

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

事業内容
子育ての不安感等を 緩和し 、 こ ど も の健やかな育ちを 支援する ため、 地域の身近な場所で、 子育てを する 親子の交流
の場を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 川越市子育て支援センタ ー（ 川越市子育て安心施設内） を
本事業の統括的な役割に位置付け、 当該センタ ーを中心に、
広場の質の底上げを 図る ため、 川越市地域子育て支援拠点事
業実務者会議や施設訪問を 通し て、 業務委託先に対し 、 当事
業の方向性を示す等、 利用率の向上に向けて、 適切な改善策
を と も に検討し ていく 。
・ 多様な子育て家庭のニーズに応じ た支援を 充実さ せ、 地域
における 子育て支援の強化を図っていく 。
・ 市内にバラ ンス 良く 拠点施設を配置する 計画と し ており 、
現在拠点施設の無い地区に配置でき る よ う 検討する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 育児相談（ 面接相談・ 電話相談） …2, 334件
・ 子育て講座・ 講演会の開催…各広場毎月２ 回
・ 子育て情報紙の発行…毎月1, 460部
・ 支援センタ ー広場・ つど いの広場（ 3か所） の開催
・ 子育てサロ ン支援…18回
・ 公式ホーム ページへの子育て情報の掲載…随時
・ わく わく 広場（ 4か所＋おためし わく わく 広場2か
所） の開催…4, 124人
・ 霞ケ関北市民セン タ ー集いの広場開設に向けた検討

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 135, 352

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標３ 愛情を 育む親子のふれあいの機会の充実

 

 

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ ブッ ク ス タ ート 引換券を 新たに導入し 、 ブッ ク ス タ ート 会場への
案内が円滑に進むよ う な工夫を 行っ た。 こ れによ り 、 ブッ ク ス タ ー
ト 事業の周知を 図る こ と にも つながっ た。

・ すべての乳児と その保護者を 対象に、 親子が一緒に絵本を
開く と いう 体験を 通じ て、 ふれあいを 深める 機会を 提供す
る 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 99%

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

4か月児健診対象者の内、 参加し た人の割合 100%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ブッ ク ス タ ート 引換券を 母子保健手帳に挟んで
会場に案内する こ と で、 事業の参加を 促し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 297, 686

・ 各公民館で実施し ている 子育てサロ ン において、 ボラ ン ティ アの
協力が必要である 。 ボラ ン ティ アを 養成する こ と で、 保護者が孤立
せず、 地域で安心し て子育てができ る 環境を 整える こ と ができ る 。
ま た、 公民館での取組は、 行政と 住民が連携し 、 地域でこ ど も を 見
守り 育てる 社会的な気運を 高める こ と ができ る 。

・ 地域の子育てを 支援する 子育てサポータ ーを 育成する た
め、 よ り 参加し やすい環境を 整える ための取り 組みを 実施す
る と と も に、 ホーム ページやSNSなど イ ン タ ーネッ ト を 活用し
た情報発信の充実に努めていく 。

№
事業名 担当課

ブッ ク ス タ ート 事業 中央図書館4

事業内容
乳児と 保護者が一緒に絵本を 開く と いう 楽し い体験を 提供する こ と で、 乳児と その保護者の子育てを 支援し ていき ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ すべての乳児と その保護者を 対象に、 親子が一
緒に絵本を 開く と いう 体験を 通じ て、 ふれあいを
深める 機会を 提供する 。

- - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
受講者数：

71人 -
達  成　 状　 況 - -

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

成果指標

地域の子育てを 支援する 子育てサポータ ーを 養成する 講座を 開催し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 地域の子ど も や子育てを 応援し たい方を 対象
に、 子育てボラ ン ティ アの研修を 行い、 地域の子
育てを サポート する 人材を 育成する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 2館で2講座実施し 、 地域の子育てを サポート す
る 人材の育成を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 90

№
事業名 担当課

子育てサポータ ー養成講座 中央公民館3

事業内容
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標２ 妊娠期から の切れ目ない支援と 親子のふれあいの機会の充実
施策目標３ 愛情を 育む親子のふれあいの機会の充実

 

 

480人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

達  成　 状　 況

・ 目標値には到達し なかっ たが、 様々な機会、 媒体によ り 周知を
行っ たこ と で参加者数は前年度（ 302人） に比べ24. 5％増加し た。
参加者を 増やすためには、 よ り 効果的な周知方法を 検討する 必要が
ある 。

・ 安心し て妊娠・ 出産・ 育児に臨める よ う 、 子育て経験者に
よ る 相談や情報交換の場の提供によ り 、 妊産婦等への相談支
援を 行う 。
・ アン ケート や参加者の内訳から ニーズを 分析し 実施内容に
反映さ せる と と も に、 妊婦面談、 メ ール及びＳ Ｎ Ｓ 等の周知
を よ り 徹底し ていく 。

ｂ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

妊産婦等が抱える 妊娠・ 出産や子育てに関する 悩み等について、 子育て経験者によ る 相談や情報交換の場の提供によ
り 、 相談支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 安心し て妊娠・ 出産・ 育児に臨める よ う 、 子育
て経験者によ る 相談や情報交換の場の提供によ
り 、 妊産婦等への相談支援を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 妊産婦等が抱える 妊娠・ 出産や子育てに関する
悩み等について、 子育て経験者によ る 相談や情報
交換の場の提供によ り 相談支援を 行っ た。 ま た、
妊婦面談、 メ ール及びＳ Ｎ Ｓ 等にて事業の周知を
行っ た。
　 たま ご サロ ン （ 講話型） 　 　 ： 年９ 回
　 フ ァ ース ト サロ ン （ 交流型） ： 年10回

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 702

成果指標 目　 標

・ 市内外から ダウ ン 症のこ ど も を 持つ保護者が集ま り 、 情報交換を
する こ と ができ た。
・ 令和７ 年度は、 ダウ ン 症以外の長期療養児の保護者の参加はな
かっ た。

・ ダウ ン 症等の長期療養疾患がある こ ど も の保護者へ情報交
換の場を 提供し 、 育児不安の軽減を 図る 。
・ 地区担当保健師によ る 情報提供や医療機関を 通じ て事業の
周知を 継続し ていく 。

№
事業名 担当課

産前・ 産後サポート 事業

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 100%

母子保健課

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

実施後ア ンケ ート の満足度が肯定評価の割合 100%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 ダウ ン 症等長期療養疾患がある こ ど も の保護者へ情報交換の場を 提供し 、 育児不安の軽減を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ダウ ン 症等の長期療養疾患がある こ ど も の保護
者へ情報交換の場を 提供し 、 育児不安の軽減を 図
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ダウ ン 症等の長期療養疾患がある こ ど も の保護
者へ情報交換の場を 提供し 、 保護者の育児不安の
軽減を 図っ た。
・ ダウ ン 症以外の長期療養児の保護者に対し ても
周知を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

長期療養児等育児支援 母子保健課5

6

事業内容

参加者数

実　 　 績　 　 値 376人
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

 

・ 就学前児童数、 待機児童数及び認可保育所等の受入状況等保育全
体の需給状況から 令和８ 年度については、 原則新たな施設整備・ 認
可は行わないこ と と し た。

・ 保育全体の需給バラ ンス を注視し つつ、 国の動向・ 来年度の
待機児童の発生状況等を元に認可化支援の方針を 検討する 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 　 0施設

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 認可を希望する 認可外保育施設等の認可の支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 認可外保育施設等の認可化支援を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 川越市保育施設整備等検討会議において、 新た
な施設整備・ 認可について、 検討を行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 0

・ 既存施設と の協議や弾力化等を通じ 、 待機児童の解消に努めた。 し か
し 、 就学前児童数の減少に対し 、 家庭環境や就労等の意識変化から 申込率
が上昇し 、 申請数は計画上の見込みを上回る 状況が続いている 。 待機児童
が生じ た背景には、 地理的に施設が少なく 選択肢が限定さ れる 地域での
ニーズの偏り や、 施設規模と 申請者数の不均衡によ る 入所調整上の競合な
ど、 地域ごと の需給バラ ンス において、 偏り が継続し て発生し ている 現状
がある 。

・ 待機児童が発生し ている 地域の実情を詳細に分析し 、 既存施設の定員弾
力化や小規模保育事業の活用など、 地域ニーズに即し た供給体制の構築を
図る 。
・ 入所調整における 不均衡を 解消する ため、 利用調整基準の適正化や保護
者への丁寧な情報提供を強化する 。
・ 特定の地域や施設に希望が集中する 課題に対し ては、 保育需要の平準化
を 促す方策を 検討し 、 需給バラ ンス の改善に向けた着実な取り 組みを 推進
し ていく 。

№
事業名 担当課

認可外保育施設等の認可化支援 こ ども 政策課2

ｃ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 9人

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

待機児童数
R7： 6人　 R8： 4人
R9： 2人　 R10： 1人

R11： 0人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
こ ど も が発達段階に応じ た幼児期の教育・ 保育を 受ける こ と ができ る よ う 、 教育・ 保育の適切な提供及び質の向上を推
進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 就学前児童数の減少に伴い申込率は横ばいで推移す
る と 想定し 、 効率的かつ安定的な保育環境の提供を計
画する 。 市の目標と し ては最終的に待機児童ゼロ を掲
げる が、 今後の児童数減少を見据えればハード 整備に
よ る 拡大は困難である ため、 既存施設と の協議を通じ
て受入れ枠の最適化を図る 方針と する 。
・ 改善さ れつつある 待機児童の状況と 今後の就学前児
童数の動向を考慮し 、 地域ニーズに即し た適切な保育
の必要量を確保し ていく こ と を基本方針と する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 計画に基づき 、 地域や年齢別の保育ニーズを 精査し なが
ら 、 公立園・ 法人園を 問わず既存施設と 密に協議し 、 定員
の弾力化や小規模保育事業の活用によ り 受入れ枠の確保に
努めた。
・ 施設規模と 申請者数の不均衡によ る 競合を緩和する た
め、 保護者の希望状況を 細やかに把握し た。
・ 情報提供面では、 調整指数のセルフ チェ ッ ク シート や過
去の入所倍率・ 最低点を 公表し 、 保護者の選択を 支援し つ
つ、 限ら れたリ ソ ース の最適化と 需給調整を継続し て行っ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 7, 648, 778

№
事業名 担当課

通常保育事業
こ ども 政策課
保育課

1
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

 

-
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 概ね定員数は確保でき たが、 地域によ り 待機児童が発生する 一方
で、 定員割れが生じ る 懸念も あり 、 需給バラ ンス の格差が課題と
なった。 施設単体では解決困難な地域間の偏り を、 入所調整でどう
最適化する かが重要である 。

・ 地域の実情に応じ た需給分析を強化し 、 利用調整枠の弾力的な運用
や、 保護者への情報提供を通じ た円滑な利用調整を継続する 。
・ 待機児童対策と 施設の安定的運営の両立を図る ため、 各施設と の定
期的な情報共有や運営課題のヒ アリ ングを強化し 、 地域全体の供給体
制が最適と なる よ う 細やかな需給バラ ンス 調整を推進する 。

実　 　 績　 　 値
定員数：

503人

地域型保育事業
こ ども 政策課
保育課

事業内容
地域型保育事業と し て、 少人数（ 定員６ ～１ ９ 人） を対象に、 少人数で保育を行う 「 小規模保育事業」 、 従業員と 地域
のこ ども を保育する 「 事業所内保育事業」 、 障害・ 疾病などによ り 、 自宅での保育を行う 「 居宅訪問型保育事業」 、 家
庭的保育者によ る 「 家庭的保育事業」 を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 地域型保育事業において、 小規模保育及び事業
所内保育が有する 既存の受入れ枠を維持・ 活用す
る 。
・ 多様な保育ニーズに応える ため、 必要な定員数
を確保し 、 安定的な保育環境の提供を目指す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 既存施設に対し 、 運営費の適正な執行確認や巡
回支援を実施し 、 保育の質の維持に努めた。
・ 安定し た運営体制を支援する こ と で、 計画さ れ
た定員数を維持する と と も に、 こ ども ・ 子育て支
援法に基づく 利用調整や保護者への情報提供を通
じ 、 地域における 保育の量の確保及び安定的な保
育環境の提供に努めた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 490, 229

-
達  成　 状　 況 - - - - -

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 配信形式と する こ と で、 多く の保育士等が参加し やすい環境を確
保でき ており 、 動画の総視聴回数から も 一定の利用が図ら れている
こ と から 、 研修機会の充実につながっている と 考えら れる 。

・ 時間や場所の制約を受けずに受講でき る YouTubeによ る 配信
形式の研修を実施し 、 多く の保育士等が参加し やすい研修機会
の提供を継続する 。

№ 4
事業名 担当課

R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
研修動画の延べ

視聴回数：
3, 551回

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ よ り 多く の保育士等が参加でき る よ う YouTubeに
よ る 配信形式の研修を実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ よ り 多く の保育士等が参加でき る よ う YouTubeに
よ る 配信形式の研修を４ 回実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 400

成果指標 目　 標

№ 3
事業名 担当課

保育士研修 保育課

事業内容
保育所の職員に対する 研修の機会を確保し 、 保育の質の向上を図る ために、 市内の公立・ 法人立保育所、 小規模保育施
設等に勤務する 保育士等を 対象に研修を実施し ま す。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

 

-
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 保育所や認定こ ども 園の運営主体は社会福祉法人及び学校法人と
なっている 。 現在、 特に保育所等の整備は予定し ていないが、 今
後、 株式会社など が参入する こ と についても 調査研究する 必要があ
る と 考えている 。
・ 事業者の能力を 活用し た保育所等の設置や運営については、 各事
業者にて判断し 実施さ れている も のも ある 。

・ 国の通知等を鑑み、 調査研究など行う 。

実　 　 績　 　 値 0事業者

実　 　 績　 　 値
該当施設： 0件
支給額： 0円 -

達  成　 状　 況 - - - - -

事業内容 地域における 小学校就学前のこ ども を対象と し た多様な集団活動事業を 利用する こ ども の利用料を一部軽減し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 「 川越市地域における 小学校就学前の子ども を
対象と し た多様な集団活動事業の利用支援事業実
施要綱」 に基づき 、 対象施設等と し ての適合審査
及び対象幼児１ 人当たり 、 １ ヵ 月につき 、 ２ 万円
を上限と し て給付を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ホームページへの本事業の掲載及び対象施設等
に該当する と 思われる 施設に個別に周知し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

R10 R11 計画達成状況

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9

成果指標 目　 標

地域における 小学校就学前の子ども を対象と し た多様な集団活動事業の利用支援事業
こ ども 政策課
保育課

№ 5
事業名 担当課

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標 目　 標

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 令和７ 年度において、 本事業における 申請なし 。 対象施設等を利
用する 本市在住の幼児がいなかったと 思われる 。

・ 当該事業の周知を図り 、 対象施設や対象児童が発生し た場合
には、 実施要綱に基づき 対応を行う 。

№ 6
事業名 担当課

多様な主体が本制度に参入する こ と を促進する ための事業
こ ども 政策課
保育課

事業内容
保育所等への民間事業者の参入促進に関する 調査研究、 その他多様な事業者の能力を活用し た保育所等の設置や運営を
促進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 国の通知や要綱から 保育所等への民間事業者の
参入促進に関する 調査研究、 その他多様な事業者
の能力を活用し た保育所等の設置や運営を促進す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 国の通知等によ り 調査研究する と と も に、 関係
部署へ周知し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

 

-
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 保護者や人権保育推進員会委員、 保育所職員への充分な周知を行
えたこ と で、 講演会等への多く の参加者を募る こ と ができ 、 人権保
育の推進を図る こ と が出来たと 考えている 。

・ 保育所で行う 講演会等の周知を充分に行い、 保護者等への人
権保育に関する 啓発活動を 行う 。

実　 　 績　 　 値
講演会の参加者

数： 66人

実　 　 績　 　 値 203ク ラ ス

-
達  成　 状　 況 - - - - -

事業内容
保育園食育目標である 「 一人ひと り のこ ども の食を営む力を育み、 豊かな心と 体を育てる 」 を 目標に、 保育所及び幼稚
園等において食育指導を行う と と も に、 食の関心や健康づく り への意識を高める ために、 園児に対し て栄養教育を 行
い、 食育の推進を図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 食育の推進のため、 全ての公立保育園の3・ 4・ 5
歳児ク ラ ス において、 栄養教育及び調理活動を行
う 。
・ 乳幼児健診において、 乳幼児期の健全な成長発
達を 目指し 、 食事の大切さ 等について啓発を行
う 。
・ 私立幼稚園及び私立保育園等のう ち、 希望する
園の５ 歳児ク ラ ス に対し て栄養教育を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 公立保育園の3・ 4・ 5歳児ク ラ ス において、 栄養
教育及び調理活動を行った。
・ 乳幼児健診において、 乳幼児期の健全な成長発
達を目指し 、 待合廊下等で食事・ 食生活等につい
て動画啓発を行っ た。
・ 私立幼稚園及び私立保育園等のう ち、 希望する
園の５ 歳児ク ラ ス に対し て栄養教育を行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 59

R10 R11 計画達成状況

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9

成果指標 目　 標

未就学児に対する 食育の推進
保育課
母子保健課

№ 7
事業名 担当課

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標 目　 標

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 公立保育園の全園において栄養教育を 行ったこ と で、 園児の食へ
の関心、 意識を高める こ と ができ たと 考えている 。
・ 栄養教育の内容等が発達段階に合っている か効果の検証が必要で
ある 。

・ 令和８ 年度においても 事業を着実に実施し 、 乳幼児期の健全な成長発達
を 促し ていく 。
・ 乳幼児健診において、 乳幼児期の健全な成長発達を 目指し 、 食事の大切
さ 等について啓発を行う 。
・ 私立幼稚園及び私立保育園等のう ち、 希望する 園の５ 歳児ク ラ ス に対し
て栄養教育を 行う 。
・ 栄養教育の内容について事後アンケート 調査を行う 。

№ 8
事業名 担当課

人権保育の推進 保育課

事業内容 人権保育基本方針に基づき 、 保育所における 人権保育を推進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 川越市における 人権保育の推進を図り 、 人権問
題の解決に資する と と も に、 乳幼児を健全に育成
し 、 明る い地域社会の形成に寄与する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 保育所において園児・ 保護者を対象に人権につ
いての映画会や、 講演会を実施し 、 人権について
の啓発活動を推進する こ と ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 380
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

 

R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
給付人数：
40, 343人 -

達  成　 状　 況 - - - - -

R7 R8 R9

実　 　 績　 　 値
給付人数：

887人 -
達  成　 状　 況 - - - - -

事業内容 認可外保育施設等の利用者の申請に基づき 、 円滑に施設等利用費の支給を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 認可外保育施設等を利用する 児童の保護者の、
経済的な負担軽減及び利便の増進を計る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 認可外保育施設等を利用する 児童の保護者に対
し て施設利用料の一部を支給する 。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 32, 006

R10 R11 計画達成状況

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9

成果指標 目　 標

認可外保育施設等への施設等利用給付 保育課№ 9
事業名 担当課

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

適切に対象者への支給を行う こ と ができ ている 。
・ 国の制度状況を注視し 、 変更等に柔軟に対応する と と も に、
適切に支払い事務を執行し ていく 。

成果指標 目　 標

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) 　

適切に対象者への支給を行う こ と ができ ている 。
・ 国の制度状況を注視し 、 変更等に柔軟に対応する と と も に、
適切に支払い事務を執行し ていく 。

№ 10
事業名 担当課

幼稚園等への施設等利用給付 保育課

事業内容
少子化対策の一環と し て、 子育てを行う 家庭の負担軽減を図る ため、 幼稚園等を利用する 保護者に対し て、 施設利用料
の一部を支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 子ども ・ 子育て支援法に基づき 、 適切に施設等
利用給付の支給を実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 子ども ・ 子育て支援法に基づき 、 適切に施設等
利用給付の支給を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 103, 012
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標１ 教育・ 保育の充実と 質的向上

 

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 幼保小連絡懇談会に向け、 各幼稚園・ 保育園・ 小学校には、 テー
マに基づく 実践事例の作成を依頼し ている 。 し かし ながら 、 実践事
例に基づく 協議を 当日行う こ と には至れていない。

・ 令和7年度の幼児教育振興審議会において、 令和8年度から 13
年度にわたる 研究テーマが決定し たため、 令和8年度は決定し
た研究テーマに基づき 協議を行う 。
・ 幼保小連絡懇談会の更なる 充実を図る ため、 実践事例に基づ
く 協議を行う こ と ができ る よ う 、 各団体に実践事例の作成を求
めていく 。

- -

№ 11
事業名 担当課

幼保小連携懇談会の実施 教育指導課

事業内容
小学校を中心と し た地区の幼稚園・ 保育所・ 認定こ ども 園でグループを 組み、 懇談会を開催し ま す。 それぞれの地区の
実態に即し た幼児教育の在り 方について、 テーマに沿って話し 合いを行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 幼保小連絡懇談会において、 それぞれの地区の
実態に即し た幼児教育の在り 方についてテーマに
基づく 協議を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 幼児教育振興審議会で設定し たテーマに沿っ
て、 幼保小連絡懇談会を実施し た。 市内6会場に分
かれ延べ227名の幼稚園・ 保育園・ 小学校の教諭及
び保育士が参加し 連携を深める こ と ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 285

成果指標 目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
懇談会への延べ

参加者数：
227人 -

達  成　 状　 況 - - - - -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標２ 多様な保育事業の推進

 

 

・ 市内の公立・ 私立保育園において、 保育の必要な児童の一時預かり を
行っ ている も のの、 保育ニーズの増加や保育園での保育士不足の影響も あ
り 、 希望し た方全てを 受け入れら れている わけではない。
・ 公立保育園での延べ利用人数は増加傾向にある が、 私立保育園では減少
傾向にあり 、 保育園によ っ て利用人数に差が生じ ている のが現状である 。

・ 一時預かり 事業の課題を 整理、 分析を 行い、 ニーズに対す
る 受け皿を 整える 。
・ 園によ っ て利用人数の差があり 、 利用ニーズに対応でき て
いない園がある こ と を 踏ま え、 私立保育園に対する 補助金の
見直し について検討を 行う 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
7, 455人日
利用実績：
5, 304人日

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
保護者の傷病、 冠婚葬祭、 育児リ フ レ ッ シュ 等によ り 緊急・ 一時的に保育を 必要と する 場合に、 保育所又はその他の
場所において一時的に児童を 預かり ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 保護者の就労、 傷病、 育児リ フ レ ッ シュ 等の理
由によ り 一時的に保育が必要な児童の受け入れを
行う 。
・ 保育園に入所でき ていない児童の受け皿と し て
受け入れを 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内19園で延べ5, 304人の受け入れを 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 70, 624

・ 保護者の多様化する 就労形態への対応及び児童の福祉の増進が図
れている 。
・ 課題と し ては、 日割利用は緊急での利用のみと し 、 前月４ 回以上
利用し た者に登録を 促すこ と と し ている 。 し かし ながら 、 登録利用
料が3, 000円と なっ ており 、 日割利用の20日分と 割高であ る ため、
日割利用から 登録へ移行する 保護者が少ない。

・ 日割利用はあく ま で緊急での利用である ため、 引き 続き 、
利用者に対し 登録を 促すと と も に、 保育所に対し ては時間外
保育の実施を 依頼する こ と で、 受け皿の確保を 図っ ていく 。

№
事業名 担当課

保育所等における 一時預かり 事業 保育課2

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
2, 041人

利用実績：
2, 005人

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 保育所において、 定めら れた時間を 超えて児童を 預かり ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 保育時間を 延長する こ と によ り 、 多様化する 就
労形態への対応及び児童の福祉の増進を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内の全認可保育所で延長保育を 実施する こ と
ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 50, 618

№
事業名 担当課

時間外保育事業（ 延長保育事業） 保育課1
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標２ 多様な保育事業の推進

 

 

保育所における 障害児の受入れは、 いつ発生する か未確定である こ
と から 、 受入れ体制を 整えておく こ と が重要である 。

・ 保育の必要性がある 障害児について、 安心・ 安全な保育を
確保でき る よ う 、 各園において体制を 整えておく 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
公立保育園での
障害児の受入れ

数： 108人 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 障害のある こ ど も のう ち、 発達のために集団保育が必要と さ れる こ ど も について、 保育所において保育を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 保育の必要性がある 障害児等について、 安心・
安全な保育を 確保でき る よ う 体制を 整えたう えで
受入れを 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 公立保育園19園において、 統合保育事業を 実施
し た。 令和7年4月の障害児等の受け入れ人数は
108人であ っ た。
・ 保育の必要性がある 障害児等について、 安心・
安全な保育を 確保すべく 、 加配児童検討会議によ
り 適切に加配保育士を 配置し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 082

・ 延べ利用人数およ び実施園数の推移については、 微増の状況であ
る 。 共働き 世帯の増加に伴い、 利用ニーズも 増加し ている と 思われ
る 。

・ 一時預かり 事業の課題を 整理、 分析を 行い、 ニーズに対す
る 受け皿を 整える 。
・ 国、 県の補助金交付要綱改正等に伴う 、 市の交付要綱改正
を 行う 。

№
事業名 担当課

統合保育事業 保育課4

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
234, 666人日
利用実績：
234, 666人日

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 幼稚園や認定こ ど も 園において教育時間の前後又は長期休業日等に一時的に児童を 預り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 幼稚園、 認定こ ど も 園において保護者の就労等
の理由によ り 、 教育時間前後ま たは長期休業日の
児童の預かり を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内・ 市外の幼稚園、 認定こ ど も 園、 34園で延
べ234, 666人の受け入れを 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 243, 851

№
事業名 担当課

幼稚園等における 一時預かり 事業 保育課3
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標２ 多様な保育事業の推進

 

 

会員の適正管理に努め、 活動回数の増加につながる よ う 利用者ニー
ズに即し た事業の推進が必要。
ま た、 事業周知に努め、 提供会員数の増加や稼働率の向上を 図る 必
要がある 。

車両送迎保険（ 移動サービ ス 専用自動車保険） の整備を 進
め、 提供会員の安定的な車両送迎活動につなげる 。
ま た、 広報掲載や保育所・ 幼稚園・ 学童保育室等を 通じ 、 事
業周知を 行う 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
4, 041人日
利用実績：
4, 041人日

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
育児援助を 行いたい人と 受けたい人を 会員と し て組織し 、 地域において会員同士の育児に関する 相互援助活動を 支援
し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

会員の適正管理に努め、 活動回数の増加につなが
る よ う 利用者ニーズに即し た事業の推進を 図る 。
引き 続き 事業周知に努め、 提供会員数の増加や稼
働率の向上を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 会員の適正管理に努め、 活動回数の増加につな
がる よ う 利用者ニーズに即し た事業の推進を 図っ
た。
・ 事業周知に努め、 提供会員数の増加や稼働率の
向上を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 18, 177

・ 病児・ 病後児保育事業について、 利用者数は増加傾向にある も のの、 コ ロ ナ禍
以前の水準には未だに戻っていない。 効果的な事業周知や利便性の向上によ り 、
利用者が安心し て利用し やすい環境を 整備する 必要がある 。
・ 緊急サポート センタ ー事業について、 サポート 会員数は微増し ている が、 利用
実績の増加を考慮する と 安定し た提供体制を 確保でき る よ う 引き 続き サポート 会
員数の増加に努める 必要がある 。

・ 病児・ 病後児保育事業について、 利用者の利便性向上を 図る ため、 イ ン
タ ーネッ ト での予約を可能と する シス テムを 導入する 。
・ 緊急サポート センタ ー事業について、 講習会を 開催し 、 サポート 会員の
確保に努める 。
・ 両事業について周知媒体等を 検討し 効果的な周知を 行い、 保護者の仕事
と 子育ての両立支援を図る 。

№
事業名 担当課

フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セン タ ー事業 こ ど も 育成課6

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
1, 228人日
利用実績：
1, 121人日

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
病院、 保育所等に付設さ れた専用ス ペース 等において、 急変の認めら れない病気の児童や、 病気の回復期にあ る 児童
の保育を 行う ほか、 フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セン タ ー事業を 補完する 「 緊急サポート セン タ ー事業」 と し て、 緊急時
や病児・ 病後児の預かり を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 周知先や周知の媒体等を 検討し た上で、 安心し
て利用でき る 事業である こ と について、 効果的な
周知を 行い、 保護者の仕事と 子育ての両立支援を
図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 病児・ 病後児保育事業及び緊急サポート セン
タ ー事業において病児・ 病後児の保育・ 預かり を
実施し 、 仕事と 子育ての両立支援を 図っ た。
・ 利用者の利便性向上のため、 病児・ 病後児保育
事業について、 病児・ 病後児保育予約シス テム の
導入に着手し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 40, 848

№
事業名 担当課

病児保育事業等 こ ど も 育成課5
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標２ 多様な保育事業の推進

 

 

・ 送迎保育利用者数が伸び悩んでいる 。
・ 令和９ 年３ 月末を も っ て委託契約期間が終了する ため、 事業内容
の見直し を 行う と と も に、 同内容について関係各所へ説明を 行う 必
要がある 。

・ 指定保育所の追加
・ 送迎保育事業内容の見直し 、 整理
・ 送迎保育利用者アン ケート の実施
・ 委託事業者選定（ プロ ポーザル形式）

ｃ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 4人

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

送迎保育の利用者数
R7： 6人　 R8： 9人

R9： 12人　 R10： 16人
R11： 20人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
保育所を 利用する にあたっ て送迎に困難を 抱える 家庭を 支援する ため、 保育所と 保育ス テーショ ン （ 子育て安心施設
「 すく すく かわご え」 内） 間の児童の送迎を 行う と と も に、 保護者が迎えに来る ま で保育ス テーショ ン において児童
を 預かり ま す。 ま た、 同保育ス テーショ ン において、 土日・ 祝日を 含め「 乳幼児一時預かり 保育」 を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 安心・ 安全な運用に努める と と も に、 送迎保育
利用者を 増やすために、 指定保育所の追加に取り
組む。
・ 令和９ 年３ 月末を も っ て本事業における 委託契
約期間が終了と なる ため、 本事業の見直し に向け
た情報収集及び整理を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 送迎保育事業における 指定保育所を ２ 園追加す
る 協定を 締結し た。 令和８ 年度４ 月から 送迎先と
し て運用開始。
・ 本事業の見直し に向けて、 市民アン ケート 等を
実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 60, 035

・ こ れま での実績を 大き く 上回る 利用件数であっ た。 就労やレ ス パ
イ ト など 一定の利用ニーズがある こ と がわかる 。 今後も 利用件数が
増加する こ と が推察さ れる ため、 受入体制を 維持し ていく 必要があ
る 。

・ サービ ス を 必要と する 世帯へ事業の周知を 図る と と も に、
増加する ニーズに対応でき る よ う 受入体制を 整え、 事業を 着
実に実施し ていく 。

№
事業名 担当課

川越市保育ス テーショ ン 事業 保育課8

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
695人日

利用実績：
695人日

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量）
ショ ート ス テイ ・ ト ワ イ ラ イ ト ス テイ と も に

確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
保護者の疾病や仕事など のやむを えない理由によ り 、 こ ど も の養育が一時的に困難になっ た場合に、 児童養護施設な
ど において、 ト ワ イ ラ イ ト ス テイ （ 平日夜間のこ ど も の預かり ） 及びショ ート ス テイ （ 宿泊を 伴う こ ど も の預かり ）
を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 保護者の疾病や仕事など のやむを えない理由に
よ り 、 こ ど も の養育が一時的に困難になっ た場合
に、 児童養護施設など において、 ト ワ イ ラ イ ト ス
テイ （ 平日夜間のこ ど も の預かり ） 及びショ ート
ス テイ （ 宿泊を 伴う こ ど も の預かり ） を 実施す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 保護者の疾病や仕事など のやむを えない理由に
よ り 、 こ ど も の養育が一時的に困難になっ た場合
に、 児童福祉施設において一定期間、 児童の養育
を 行い、 必要な支援を 適切に行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 9, 364

№
事業名 担当課

子育て短期支援事業 こ ど も 家庭課7
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標２ 多様な保育事業の推進

 

 

実　 　 績　 　 値 1人日

-
達  成　 状　 況

・ 利用者アン ケート によ る と 、 利用属性のおよ そ6割が育児休業中
であ り 、 よ り 低年齢のこ ど も のニーズが高い。

・ 全国実施に合わせ、 4月よ り 事業を 開始する と と も に、 利用
者増加に向け、 PRを 強化する 。
・ 利用者アン ケート の結果を 基に、 公立保育園においては受
入年齢の拡大を 行う 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

事業内容 保護者の就労要件を 問わず、 ま た時間単位等で柔軟に利用でき る 通園給付制度を 適切に実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 全国実施に先駆け、 試行的に事業を 実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和７ 年６ 月から 令和８ 年１ 月ま で、 全国実施
に先駆け、 市内８ 施設において試行的に事業を 実
施し た。
・ 利用者アン ケート を 実施し 、 利用のニーズや事
業の検証等を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 367

・ 夜間保育事業を 実施する 事業者がおら ず、 事業実施に至ら なかっ
た。

・ 多様化する 保育ニーズに対応する ため、 休日の保育の実施
や夜間の保育の実施について、 対応を 図っ ていく 。

№
事業名 担当課

乳児等通園支援事業（ こ ど も 誰でも 通園制度） 保育課10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
事業所内保育事業
所１ 園にて実施

（ 利用者： 81人） -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 多様化する 保育ニーズに対応する ため、 休日の保育の実施や夜間の保育の実施について、 対応を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 休日、 夜間保育を 必要と する こ ど も の受入れを
行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 事業所内保育事業所1園において休日保育事業
を 実施し た。 （ 延べ利用人数81人）
ま た、 保育ス テーショ ン では、 乳幼児一時預かり
事業によ り 年末年始を 除く 休祝日も 保育を 提供し
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

休日・ 夜間保育事業
こ ど も 政策課
保育課

9
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標３ 子育て支援サービ ス の充実

 

 

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

（ 特定型）
・ 保育園入園を希望する 児童の保護者に対し て有意義な情報を提供
し ている 。 こ のこ と は、 令和７ 年度における 合計１ ８ １ ０ 件も の相
談件数が実証し ている も のと 考える 。

（ 特定型）
・ 利用者に有意義な情報を 提供し 、 確実に支援が受けら れる よ
う にする ため、 関係機関相互の連携体制を強化し ていく 。

開設箇所数 7箇所

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 特定型）
・ 特定型においては、 保育コ ンシェ ルジュ が保護
者の個別のニーズに合わせて、 保育園情報や子育
て支援サービス 等の情報を 提供し 、 円滑に保育園
の入園申請等が行える よ う サポート する こ と で、
子育ての不安感や孤立感の解消を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 特定型）
・ 特定型においては、 令和7年度は保育課及び川越
市民サービス ス テーショ ンにて合計1810件の相談を
受けた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 23, 937

№ 1-2
事業名 担当課

利用者支援事業（ 基本型・ 特定型・ こ ど も 家庭センタ ー型）
こ ども 育成課/保育課
こ ども 家庭課/母子保健課

（ 基本型）
・ 利用者から の相談に応じ 、 必要な情報提供、 助言を行う と と も
に、 関係機関と の連絡調整によ り 情報提供及び、 適切な窓口に繋ぐ
こ と ができ た。

（ 基本型）
・ 利用者に有意義な情報を 提供し 、 確実に支援が受けら れる よ
う にする ため、 関係機関相互に連携し 、 相談支援を実施し てい
く 。

事業内容
（ 特定型）
多様な保育ニーズに対応する ため、 保育コ ンシェ ルジュ （ 保育士） を配置し 、 保育施設等の情報提供や個別のニーズに
応じ た保育サービス の提供を行いま す。

成果指標 目　 標

実　 　 績　 　 値

【 基本型】 2箇所
【 こ ども 家庭セン

タ ー型】 3箇所
【 特定型】 2箇所

達  成　 状　 況

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

【 基本型】 2箇所
【 こ ども 家庭セン

タ ー型】 3箇所
【 特定型】 2箇所

達  成　 状　 況

№
事業名 担当課

利用者支援事業（ 基本型・ 特定型・ こ ど も 家庭センタ ー型）
こ ども 育成課/保育課
こ ども 家庭課/母子保健課

1-1

成果指標 目　 標

開設箇所数 7箇所

事業内容
（ 基本型）
教育・ 保育施設や地域の子育て支援事業等の利用について情報集約と 提供を行う と と も に、 こ ども や保護者から の利用
にあたっての相談に応じ 、 必要な情報提供、 助言をし 、 関係機関と の連絡調整を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 基本型）
・ 利用者に有意義な情報を提供し 、 確実に支援が
受けら れる よ う にする ため、 関係機関相互の連携
体制を強化する 。 今後の拠点事業の整備等に合わ
せて基本型の設置箇所等の検討を行っていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 基本型） ２ カ所
子育て支援センタ ー ： 開所日数２ ９ ４ 日
　 　 　 　 　 　 　 　 　  ： 相談件数４ １ ６ 件
川越市民ｻー ﾋﾞ ｽｽﾃー ｼｮﾝ： 開所日数２ ９ ２ 日
　 　 　 　 　 　 　 　 　  ： 相談件数４ ６ ０ 件
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 合計相談件数) ８ ７ ６ 件

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 126

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標３ 子育て支援サービ ス の充実

 

 

（ こ ども 家庭センタ ー型）
・ 妊娠届出以降、 訪問、 面談、 電話等によ り 、 妊娠期から 子育て期にわた
る 様々な悩み等に対応し 、 適時関係機関と 連携を図る こ と で切れ目のない
支援を行う こ と ができ た。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能が連携を図り 、 こ ども への虐待に対する 予防
的な対応から 子育てに困難を抱える 家庭に対する 切れ目のない相談支援を
行う こ と ができ た。

（ こ ども 家庭センタ ー型）
・ 訪問、 面談、 電話等によ り 、 妊娠期から 子育て期にわたる 様々な悩
み等への相談支援を行う ほか、 適時関係機関と 連携を図る こ と で切れ
目のない支援を行う 。
・ こ ども への虐待に対する 予防的な対応から 子育てに困難を抱える 家
庭の相談支援を行う 。

R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標 目　 標

開設箇所数 7箇所

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

実　 　 績　 　 値

【 基本型】 2箇所
【 こ ども 家庭セン

タ ー型】 3箇所
【 特定型】 2箇所

達  成　 状　 況 ａ

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 52, 566

事業内容
（ こ ども 家庭センタ ー型）
母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を深め、 妊娠期から 子育て期にわたる 様々な悩み等への相談支援を行う 等、 切れ目ない支援
を実施する と と も に、 こ ども への虐待に対する 予防的な対応から 子育てに困難を抱える 家庭の相談支援を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ こ ども 家庭センタ ー型）
・ 訪問、 面談、 電話等によ り 、 妊娠期から 子育て期に
わたる 様々な悩み等に対応し 、 適時関係機関と 連携を
図る こ と で切れ目のない支援を行う 。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を深め、 妊
娠期から 子育て期にわたる 様々な悩み等への相談支援
を行う 等、 切れ目ない支援を実施する 。 ま た、 こ ども
への虐待に対する 予防的な対応から 子育てに困難を抱
える 家庭の相談支援を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ こ ども 家庭センタ ー型）
・ 妊娠届出以降、 訪問、 面談、 電話等によ り 、 妊娠期か
ら 子育て期にわたる 様々な悩み等に対応し 、 適時関係機
関と 連携を図る こ と で切れ目のない支援を行った。
・ 母子保健・ 児童福祉両機能の連携・ 協働を深め、 妊娠
期から 子育て期にわたる 様々な悩み等への相談支援を行
う 等、 切れ目ない支援を実施し た。 ま た、 こ ども への虐
待に対する 予防的な対応から 子育てに困難を抱える 家庭
の相談支援を行った。

№ 1-3
事業名 担当課

利用者支援事業（ 基本型・ 特定型・ こ ど も 家庭センタ ー型）
こ ども 育成課/保育課
こ ども 家庭課/母子保健課

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
2, 401人

( 令和8年4月時
点)

達  成　 状　 況 ａ

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

目　 標

市LI NE公式アカウ ント における 子育てタ ブのフォ ロ ー配信登録
者数

R7： 1, 300人　 R8： 1, 350人
R9： 1, 400人　 R10： 1, 450人

R11： 1, 500人

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

成果指標

子育て情報誌「 こ えどちゃん」 の発行をはじ め、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 等のＳ Ｎ Ｓ やホームページなど、 子育て世帯が受け取り やす
い方法によ り 子育てに関する 情報を発信し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 子育て情報誌「 こ えどちゃん」 の発行に加え、
Ｓ Ｎ Ｓ やホームページを通じ 、 子育て世帯に役立
つ情報を発信する 。
・ 市LI NE公式アカウ ント における 子育てタ ブの
フォ ロ ー配信登録者数の増を目指し 、 出生時や子
育て世帯の転入時における 手続き の際に「 子育て
Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 」 の周知を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和７ 年度版子育て情報誌「 こ えどちゃん」 を発
行し 、 子育て世帯及び関係各所に配布し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 165

№
事業名 担当課

子育て情報の発信 こ ども 政策課2

事業内容

・ 市LI NE公式アカウ ント における 子育てタ ブのフォ ロ ー配信登録者
数は目標よ り も 大き く 増加し ている も のの、 その要因について把握
でき ていない状況にある 。
・ 子育て世帯への子育て情報の効果的な発信について、 そのあり 方
を検討し ていく 必要がある 。

・ 子育て情報の効果的な発信を調査研究し つつ、 子育て世帯へ
の情報発信を行う 。
・ 子育て世帯にと って役立つ情報誌と すべく 、 子育て情報誌
「 こ えどちゃん」 に関する アンケート 調査を実施する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標３ 子育て支援サービ ス の充実

 

 

・ 「 赤ちゃんの駅」 について、 市内登録施設数は概ね順調に推移し
ている 。
・ 「 移動式赤ちゃんの駅」 について、 貸出実績は例年1桁台と なって
おり 、 事業の周知が課題と なっている 。

・ 埼玉県と 協力し て「 赤ちゃんの駅」 事業をホームページやSNS
等で広く 周知し 、 対応施設をさ ら に増やし て乳幼児連れの保護
者が安心し て外出でき る 環境の整備を図る 。
・ 乳幼児を連れた保護者が安心し てイ ベント に参加でき る 環境
づく り と し て、 「 移動式赤ちゃんの駅」 のホームページやSNS等
での周知・ 貸出を行っていく 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 152箇所

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

市内登録施設数
R7： 154箇所　 R8： 156箇所
R9： 159箇所　 R10： 162箇所

R11： 165箇所

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
授乳及びおむつ替え等の対応が可能な施設を「 赤ちゃんの駅」 と し て登録し 、 市民にわかり やすく 標示する と と も に広
く 周知を図り 、 乳幼児連れの保護者が安心し て外出でき る 環境の整備を 図る 事業を埼玉県と 共同し て実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 埼玉県と 協力し て「 赤ちゃんの駅」 事業を周知
し 、 対応施設を増やし て乳幼児連れの保護者が安
心し て外出でき る 環境の整備を図る 。
・ 乳幼児を連れた保護者が安心し てイ ベント に参
加でき る 環境づく り と し て、 「 移動式赤ちゃんの
駅」 の貸出を行っていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 授乳及びおむつ替え等の対応が可能な市施設及び
民間施設等を「 赤ちゃんの駅」 と し て登録し 、 登録
施設にはス テッ カー等を標示し た。
・ 乳幼児を連れた保護者が安心し てイ ベント に参加
でき る 環境づく り と し て「 移動式赤ちゃんの駅」 の
貸出を行っている が、 令和7年度の貸出実績は2件で
あった。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 市内協賛店舗・ 施設数は目標よ り 大幅に増加し ており 、 地域、 企
業、 行政が一体と なり 子育て家庭を応援する 社会的気運が順調に醸
成さ れてき ている 。

・ ホームページやチラ シ等を活用し 、 利用方法や協賛店舗の募
集等事業周知を図る こ と で、 市内協賛店舗・ 施設数を増やし 、
地域、 企業、 行政が一体と なり 子育て家庭を応援する 社会的気
運の醸成に努める 。

№
事業名 担当課

赤ちゃんの駅事業 こ ども 育成課4

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 978箇所

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

事業名 担当課

パパ・ ママ応援ショ ッ プ事業 こ ども 育成課3

成果指標 目　 標

市内協賛店舗・ 施設数
R7： 877箇所　 R8： 880箇所
R9： 883箇所　 R10： 887箇所

R11： 890箇所

事業内容
埼玉県と 共同し 、 協賛企業等で提示する こ と で特典を受けら れる 「 パパ・ ママ応援ショ ッ プ優待カード 」 を配布し 、 地
域、 企業、 行政が一体と なり 子育て家庭を応援する 社会的気運の醸成を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ホームページやチラ シ等を活用し 、 引き 続き 、
利用方法や協賛店舗の募集等事業周知に努め、 市
内協賛店舗・ 施設数の目標達成を目指す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ホームページやチラ シ等で事業の周知、 利用促進
を図った。 ま た、 ス マート フォ ンが利用でき ない等
の理由によ り 紙のカード が必要な方には、 市窓口に
て紙の「 優待カード 」 を配布し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標３ 幼児期の教育・ 保育の充実と 保護者への支援
施策目標３ 子育て支援サービ ス の充実

 

 

・ 本庁舎3階相談室脇にある 授乳室（ おむつ交換可） は、 平成29年度
に修繕を行っており 、 状態が良いこ と から 改修予定なし 。
・ 本庁舎3階に増設し た授乳室（ ユニッ ト 型） は、 令和6年度に設置
し ており 、 状態が良いこ と から 改修予定なし 。
・ 庁舎の狭あい化によ り 、 ベビーカーのス ペース の確保や、 子育て
支援のための設備等の増設が困難である こ と は課題である 。

・ 日常の衛生面を保持する と と も に適切な維持管理を行う 。
・ 授乳室はいずれも 状態が良いこ と から 、 現状、 改修予定はな
いも のの、 設備に不具合が生じ た際には速やかに対応する 。

実　 　 績　 　 値
平日清掃の実

施率
100% -

達  成　 状　 況 - - - - -

№ 6 市役所庁舎施設の機能改善 管財課

事業名 担当課

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 共働き やひと り 親の増加や地域のつながり の希薄化の影響によ る 子育て
の孤立化や、 多く の家庭教育に関する 情報の中から 適切な情報を取捨選択
する 難し さ など、 家庭教育をと り ま く 様々な課題が見受けら れる 。
・ 家庭教育講座を実施する にあたり 、 柔軟な時間設定や多様な家庭に対応
し た内容、 地域団体・ 学校と の連携強化などの工夫が求めら れる 。

・ 家庭の教育力を高める ため、 柔軟な時間設定や多様な家庭に
対応し た内容、 地域団体・ 学校と の連携強化など の工夫を凝ら
し 、 こ ども の成長や発達段階に応じ た講座を実施し ていく 。

実　 　 績　 　 値 36講座

事業内容 老朽化等に伴う 授乳室やおむつ交換台等の改修を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 庁舎における 老朽化や損傷等によ る 子育て支援
設備の不具合が生じ た際は改修を行う と と も に、
庁舎内の衛生面を保持する ための適切な維持管理
を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 老朽化等に伴う 設備の点検を行い、 不具合がない
こ と を確認し た。
・ 衛生面の保持のため定期清掃を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

-

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

実施講座数 31講座（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

事業内容 家庭の教育力を高める ため、 こ ども の成長や発達段階に応じ た講座を開催し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 家庭の教育力を高める ため、 こ ども の成長や発
達段階に応じ た講座を実施し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ こ ども の成長や発達段階に応じ 、 10館で計36講座
を実施し た。 家庭教育に関する 学習機会の提供を通
じ て、 家庭教育を 支援し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 644

№
事業名 担当課

家庭教育講座 中央公民館5
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな成長に資する 多様な教育環境の整備
施策目標１ 学校教育の充実

 

 

・ 指導方法の工夫・ 改善のため、 多く の市立小・ 中学校に県費によ
る 加配教員を 配置し 、 少人数指導やティ ーム ・ ティ ーチン グによ
る 、 個に応じ たき め細かな指導を 積極的に実施し 、 確かな学力育成
を 図る こ と ができ たと 考えている 。

・ 年度初めと 終わり の計画書と 報告書の確認だけでなく 、 実
際に学校を 訪問する など し て、 加配教員の適正な活用が図ら
れる よ う にする 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

市立小学校25校に
25名の教員の加配
市立中学校22校に
23名の教員の加配 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 少人数指導やティ ーム ・ ティ ーチン グによ る 、 個に応じ たき め細かな指導を 実施し 、 学力育成を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 指導方法の工夫・ 改善のため、 市立小・ 中学校
に県費によ る 加配教員を 配置し 、 少人数指導や
ティ ーム ・ ティ ーチン グによ る 個に応じ た指導を
通し て、 基礎学力の定着を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 各加配教員の活用を 効果的に行う ために、 指導
計画表の作成を 行い、 活用状況の把握に努めた。
・ 各加配措置校において報告書の作成を 行い、 ど
のよ う な効果があっ たか検証を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 全ての配置校において「 学力の向上」 が見ら れたこ と に加え、 学校に在籍する
教員数が増えたこ と によ り 、 教科指導や生徒指導においても き め細かく 、 丁寧な
対応を取る こ と ができ た。 ま た、 教員の負担軽減を図る こ と にも 繋がった。
・ 一方で、 オールマイ ティ ーチャ ーの人材確保と 人材育成が課題であり 、 配置校
では成果を あげている が、 要望のある 学校全てに配置でき ている わけではない。
ま た、 オールマイ ティ ーチャ ー自身の指導力や専門性を高める 必要がある 。

・ 令和７ 年度の状況を 踏ま え、 令和8年度においても 、 計画的
な配置を 進める と と も に、 臨時講師の効果的な活用や指導力
向上について支援し ていく 。
・ オールマイ ティ ーチャ ー配置事業の実施にあたり 、 人材確
保と 人材育成に努める 。

№
事業名 担当課

少人数指導の充実 学校管理課2

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 82%

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

全配置校における 、 学習面、 生徒指導面それぞれ4つの視点での
「 向上し た」 割合

75%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 各学校の課題に応じ て臨時講師を 配置し 、 児童生徒に対し 、 き め細やかな指導を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ オールマイ ティ ーチャ ーに係る 学校訪問を 行
い、 直接指導する 機会を 設ける こ と で専門性の向
上を 図る と と も に、 校長と 活用法について協議
し 、 よ り 効果的な運用を 目指す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ オールマイ ティ ーチャ ーの募集を 行い、 各学校
の配置希望書を 参考に配置を し た。
・ 各学校において取り 組むべき 諸課題の解決に向
け、 計画的・ 意図的な活用を 図る ため、 学期に１
回の訪問と 学校長と の話し 合いを 重ねた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 581, 777

№
事業名 担当課

オールマイ ティ ーチャ ー配置事業 学校管理課1
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな成長に資する 多様な教育環境の整備
施策目標１ 学校教育の充実

 

 

実　 　 績　 　 値 4. 5

-
達  成　 状　 況

・ 複数会場、 複数日開催と する こ と で、 参加者を大幅に増やすこ と ができ た。 ま た、 活動時
間も 小学校中学年は半日、 小学校高学年から 中学１ 年生は１ 日開催と する こ と で、 発達段階
に即し たやり 取り を行う こ と ができ る よ う になった。
・ 「 すぐ ーる 」 を活用し て全家庭へイ ングリ ッ シュ キャ ンプの周知する こ と ができ たので、
多く の児童生徒に英語に触れる 機会を設ける こ と ができ た。
・ 夏休み開催のイ ングリ ッ シュ キャ ンプは、 申込人数が定員を越えたため、 参加を断ら なけ
ればなら ない児童がいた。

・ 開催日を 増やし 、 よ り 多く の児童生徒がイ ングリ ッ シュ キャ ンプ
に参加でき る よ う にする 。
・ 小学生と 中学生が交流でき る よ う な内容も 取り 入れ、 児童生徒が
英語を 使っ てコ ミ ュ ニケーショ ンを 図る 場面を増やし ていく 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

参加し た児童生徒へのアン ケート 「 英語に対する 興味・ 関心を
高める こ と ができ た者」 の割合（ 5件法によ る ）

4. 5（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

事業内容
児童生徒に英語に興味・ 関心を 抱いても ら える よ う に、 英語指導助手の指導・ 支援のも と で様々な英語を 使っ たア ク
ティ ビ ティ を 体験する 事業を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 参加対象を 中学生ま で広げる 。
・ 会場を 増やし 、 複数日で開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和7年8月28日（ 木） 【 会場】 仙波小学校【 参
加者数】 71名（ 小5～中1）
・ 令和7年8月29日（ 金） 【 会場】 教育セン タ ー
【 参加者数】 第1部： 47名（ 小3, 4） 第2部： 52名
（ 小3, 4）
・ 令和7年11月14日（ 金） 名細公民館【 参加者数
24名（ 小5～中1） 】

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5

・ 各教職員が必要な学びを 主体的に行い、 資質向上を 図る こ と ができ る よ
う にする ため、 教職員のニーズを 把握し 、 研修内容に反映さ せて実施する
こ と ができ た。
・ 川越市が目指す「 学び続ける 教職員」 の育成のため、 教職員が自ら の学
びを 振り 返る と と も に、 主体的に学び続ける よ う 、 支援する 必要がある 。
・ 研修し た内容が実際の教育活動にど の程度生かさ れている かを 把握する
必要がある 。

・ 研修履歴の記録や対話に基づく 受講奨励を 基に、 自ら の学びを 振
り 返り 、 主体的に学び続ける 教職員の育成を 図る 体制を 整える 。
・ 特に本市の喫緊の教育課題に関する 研修の効果を 検証し 、 教育課
題解決のために研修内容を よ り 充実さ せる 。
・ 研修の効果を 把握する ため、 最重点研修において、 研修３ か月後
に受講者が研修内容を活用・ 共有し たかど う かについて調査を 行
う 。

№
事業名 担当課

川越市イ ン グ リ ッ シュ キ ャ ン プ 教育セン タ ー4

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 4. 5

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

研修目標達成度の平均値 4. 5（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 教職員の資質・ 能力の向上を 図る ため、 市立学校の教職員の研修を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 「 埼玉県　 校長及び教員と し ての資質 向上に
関する 指標」 を 踏ま え、 各教職員が各ス テージに
おいて求めら れる 資質を 身に付けら れる よ う にす
る と と も に、 学び続ける 教師の育成に資する 研修
と する 。
・ 国の提言等や、 県の動向を 踏ま えつつ、 本市の
喫緊の課題の改善や解決につながる 研修と する 。
・ 効果的・ 効率的な研修体制を 整備する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

１ 　 経験者研修8講座
２ 　 特定研修19講座
３ 　 専門研修22講座
４ 　 管理職等研修1講座
５ 　 要請研修2講座
６ 　 川越市会計年度任用職員のための研修会5講
座

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 020

№
事業名 担当課

川越市教職員研修事業 教育セン タ ー3
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな成長に資する 多様な教育環境の整備
施策目標２ 健やかな成長のための保健対策の推進

 

・ 教職員の研修会等の機会を捉えて、 食に関する 指導の重要性を高
めていく こ と が課題である 。
・ 全市立小中学校において、 家庭科や特別活動等の授業を中心に児
童生徒に対する 食に関する 指導をし ている が、 加えて、 給食の時間
についても 食育の重要な時間と 捉えていく よ う 啓発し ていく 必要が
ある 。

・ 食に関する 指導について、 市内全小学2年生だけでなく 、 対象者を広
げていく と と も に、 教職員に対し ても 、 食の指導の重要性を伝えてい
く 。
・ 学校給食を「 生き た教材」 と し て活用する こ と で、 食の大切さ を伝
える 食育指導を実施する 。
・ 全市立小・ 中学校で給食の時間を含めた食に関する 指導を継続する
よ う 啓発し ていく 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
食の指導実施

校数
54校 -

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 学校における 食育推進のため､各校で、 教科・ 領域等において作成し た全体計画に基づき 、 食育の推進を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 食に関する 指導を実施し 、 食育の推進に努め
る 。
・ 小学校2年生を 対象と し た食に関する 指導を行
い、 児童の食育の推進を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 小学校2年生を対象に指導を行い、 食に関する 理解を深
める こ と ができ た。 （ 各ク ラ ス 2回　 実施人数5, 166人）
・ 広報誌等を発行し 、 食に関する 啓発を行った。
・ 給食ニュ ース 配布（ 小学校22回 中学校22回）
・ 放送資料「 たべも ののはなし 」 の配布（ 小学校22回分
中学校22回分）
・ 給食だよ り 配布　 （ 4回）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

小・ 中学校における 食育の推進
教育指導課/学校給食課
教育センタ ー

1
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな成長に資する 多様な教育環境の整備
施策目標２ 健やかな成長のための保健対策の推進

 

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 広報誌で、 年2回の周知を行った。
・ 一般社団法人川越市医師会川越看護専門学校に対
し 、 薬物乱用防止ポス タ ーの掲示及びリ ーフレ ッ ト
の配布を依頼し 、 若年層への啓発を行っ た。
・ 川越百万灯夏ま つり や川越市健康ま つり におい
て、 薬物乱用防止リ ーフレ ッ ト を配布し 啓発を行っ
た。
・ 全市立学校56校において、 保護者への参加を促し
た上で薬物乱用防止教室を実施し た。
・ 学校薬剤師や警察、 保健所、 NPO法人埼玉ダル
ク 、 ラ イ オンズク ラ ブ等、 各学校の実態に応じ て外
部講師を招き 啓発を行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 38

成果指標 目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 広報誌での周知
・ 若年層が多く 利用する 施設での啓発物の配布
・ イ ベント 会場での啓発
・ 全市立学校で薬物乱用防止教室が開催でき る よ
う に計画し 、 児童生徒と その保護者への薬物乱用
防止の啓発

- -

・ 市民等が多く 集ま る イ ベント 会場及び若年者が多く 利用する 施設
でリ ーフレ ッ ト を 配布し たこ と に加え、 広報誌に記事を掲載し たこ
と で、 広く 啓発を 行う こ と ができ た。
・ 薬物乱用の危険性については学習し て理解し ている 児童生徒が多
いが、 一方で安易に薬の過剰摂取をし てし ま ったり 、 誘いを 断る こ
と ができ ず犯罪に巻き 込ま れてし ま ったり する こ と も 心配さ れる た
め、 繰り 返し 薬物乱用の危険性を指導する 必要がある 。

・ リ ーフレ ッ ト の配布等に加え、 SNS等を活用し 、 若年層への啓
発に取り 組んでいく 。
・ SNSやス マホなどから の危険性が増加し ている こ と から 、 正し
いス マホの使い方を指導する 。
・ 親子の関係性が希薄と なっている 家庭も 見受けら れる ため、 保
護者に対し ても 、 児童生徒の変化に気づく 目をも っても ら う よ う
な指導を行っていく 。

実　 　 績　 　 値

イ ベント 会場での
啓発活動： 2回

全市立学校56校で
の薬物乱用防止教

室の開催 -
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

薬物乱用防止啓発
保健総務課
教育指導課

№ 2
事業名 担当課

事業内容
薬物乱用防止に係る 啓発と し て広報誌に記事を掲載し 、 周知を行いま す。
ま た、 全市立学校で薬物乱用防止教室を開催し 、 児童・ 生徒と その保護者への啓発を図り ま す。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな成長に資する 多様な教育環境の整備
施策目標２ 健やかな成長のための保健対策の推進

 

 

・ 性感染症検査においては、 未成年者が安全に検査を受ける こ と が
でき る よ う に受検要件等検討し ていく 必要がある 。
・ 出前講座については、 講師と の日程調整に苦慮し ており 、 引き 続
き 市内中学校等で講座を実施でき る よ う に工夫を図っていく 。

・ 性感染症に関する 情報、 検査や相談等について、 広報川越及び
市ホームページで周知を行い、 相談等をし やすい体制づく り を行
う 。
・ 出前講座の実施は、 学校から の依頼によ る が、 翌年度に向けた
講師と の日程調整が円滑と なる よ う 関係者と 連携し て取り 組む。

実　 　 績　 　 値 23校

達  成　 状　 況 ａ

市内中学校等を対象と し た性感染症予防の出前講座実施校数 22校（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

№ 3 性感染症対策 保健予防課

事業内容
エイ ズを含む性感染症対策と し て、 検査を行う と と も に、 相談を受け付けま す。 ま た、 市内の中学校等を対象に性感染
症予防の出前講座を実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 性感染症に関する 保健指導を目的と し 、 ＨＩ
Ｖ ・ 梅毒・ Ｂ 型肝炎・ Ｃ 型肝炎・ ク ラ ミ ジアの検
査を 匿名で実施する 。
・ 市内の中学校等において、 学校から の申し 出に
よ り 、 産婦人科の医師を講師と し て派遣する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 性感染症に関する 情報、 検査や相談等について、
広報川越及び市ホームページで周知を行った。
・ 性感染症検査の即日検査においては、 ＨＩ Ｖ に加
え梅毒を追加し 受検者が増加し た。
・ 出前講座を実施する こ と で、 性感染症に対する 正
し い情報を普及・ 啓発する こ と ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 664

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ プレ コ ンセプショ ンケアの認知度が低い。
・ 思春期や青年期等に健康づく り を周知・ 啓発する 機会が少ない。

・ 既存の事業を活用し て、 プレコ ンセプショ ンケアの普及啓発を図
る 。
・ プレコ ンサポータ ー養成講座の受講者を増やし 、 プレ コ ンセプショ
ンケアに係る 人材を育成する 。
・ 関係課、 関係機関と の連携を図り 、 思春期や青年期にアプロ ーチす
る 機会を増やす。
・ 幅広い層が利用する 飲食店等、 健康づく り 協力店の拡充を図る 。

母子保健課/保健予防課
健康管理課/健康づく り 支援課
教育指導課

プレ コ ンセプショ ンケアの推進

担当課事業名

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 -

-
達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
男女と も に、 性や妊娠に関する 正し い知識を身につけ、 栄養管理を含めた健康管理を行える よ う 、 プレ コ ンセプショ ン
ケアを推進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ プレ コ ンセプショ ンケアの普及啓発を図る ため
の取り 組みを行う 。
・ ラ イ フコ ース アプロ ーチを踏ま えた健康づく り
を推進する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ プレ コ ンセプショ ンケア講演会を開催し た。
・ 市民に対する 啓発及び相談や助言を継続し て実施し
た。
・ 市民が多く 集ま る イ ベント や教室等において、 適正体
重やバラ ンス のよ い食事の重要性などの周知・ 啓発を
行った。 ま た、 誰も が自然に健康になれる よ う 、 地域や
職場での食環境整備を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№ 4

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業名 担当課

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな 成長に資する 多様な 教育環境の整備
施策目標３ 家庭や地域によ る 教育力の向上

 

 

・ 令和7年度においては、 市立小学校32校中28校で講座を開催する こ
と ができ たが、 今後も 保護者にと って有益な内容を提供する ため、
質の高い講座の継続的な実施が必要である 。

・ 保護者が安心し て子育てや家庭教育を行える よ う 、 引き 続き
講座開催の支援を行う と と も に、 登録講師の情報交換や学習機
会と し て研修会を実施し 、 講座の質の向上を図る 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 88%

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

アンケート 満足度 90%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
多く の親が集ま る 機会を活用し 、 親が親と し て育ち、 力をつける ための学習を 実施し 、 家庭の教育力の向上を図り ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市立小学校において親が集ま る 機会に併せて
「 親の学習」 講座を 開催し 、 川越市家庭教育講座
登録講師を派遣する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 親の学習講座を市立小学校28校で実施し 、
　 参加者数2, 037名と なった。
　 ※家庭教育講座登録講師の未派遣校7校、
　 　 参加者数491名を含む

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 105

・ 各学校において、 豊かな体験活動が展開でき る よ う 学校運営協議
会の熟議を通じ て、 地域住民等と の連携を図ったこ と によ り 、 多く
の地域住民によ る 学校運営へも 参画に繋がっ たと 考えている 。
・ 教育活動の充実のため、 さ ら なる 外部人材の発掘と よ り 一層の活
用が必要である 。

・ 地域人材活用事業の趣旨を学校運営協議会等で周知し 、 積極
的な外部人材の活用と 発掘を図る 。

№
事業名 担当課

親の学習講座 地域教育支援課2

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

実施回数181 回
地域人材活用事

業登録者数
837名 -

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 地域人材の積極的な活用を図り 、 児童・ 生徒にと って特色ある 教育活動や体験活動を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ふる さ と 学習の推進など 、 様々な人と の交流や
多様な学習機会を提供する ため、 引き 続き 、 多様
な経験を有する 地域の人材を積極的に活用し 、 特
色ある 学校づく り を 推進し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 地域人材を配置・ 活用し 、 多様な教育活動や体
験活動が展開でき た（ 実施回数181回） 。 主に学習
支援や読み聞かせ、 農業指導等で地域人材の活用
ができ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 543

№
事業名 担当課

地域人材活用事業 学校管理課1
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな 成長に資する 多様な 教育環境の整備
施策目標３ 家庭や地域によ る 教育力の向上

 

 

・ 各学校の運営協議会において、 熟議や取組等の推進状況に違いが
ある 。
・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールに関する 研修の充実を図り 、 家庭・ 地
域・ 学校が連携・ 協働し てこ ど も たちを育む体制づく り を推進する
必要がある 。
・ 各地域において、 継続的に参画でき る 人材や地域と 学校をつなぐ
コ ーディ ネータ ーの確保や発掘の必要がある 。

・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールと 地域学校協働活動の一体的な推進
に向け、 コ ーディ ネータ ーの配置など 学校と 地域が連携・ 協働
でき る 仕組みづく り に取り 組む。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

学校運営協議会委
員282名

【 単独型： 229名】
【 合同型：  53名】 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
学校と 保護者・ 地域住民等が目標やビジョ ンを共有し 、 熟議する 中で知恵を出し 合い、 連携・ 協働し ながら こ ど も たち
の豊かな成長を支える 「 地域と と も にある 学校づく り 」 を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 地域と 一体と なっ た仕組みづく り が課題である
ため、 管理職をはじ め、 保護者並びに地域住民等
を対象と し た活動報告会等の研修会を開催し てい
く 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 管理職を対象にし た研修会では、 埼玉県教育委
員会から 講師を 招聘し 、 「 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ー
ルと 地域学校協働活動の一体的推進に向けて」 と
いう テーマで講演を行った。
・ 名細地区では、 民生委員児童委員を対象にコ
ミ ュ ニティ ・ ス ク ールについて講演を行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 604

・ 幼稚園での家庭教育講座は、 保護者の集ま る 機会の減少によ り 開
催を希望する 園が少ないため、 実施方法や事業の周知が課題であ
る 。

・ 家庭教育力の更なる 向上のため、 講座内容の充実、 事業の周
知方法の工夫を 行い、 各家庭教育講座を開催する 。

№
事業名 担当課

コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール 学校管理課4

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 100%

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

ａ

目　 標

アンケート 満足度 90%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

成果指標

親と こ ど も が共に育ち合う 環境づく り を進める ため、 こ ど も の年齢に応じ た子育て・ し つけの方法についての講話や、
親同士の意見交換など 、 学習情報・ 学習機会を提供し 、 家庭の教育力の向上を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 幼稚園や保育園の保護者が集ま る 機会に併せて
実施する 家庭教育講座に対し 、 本市家庭教育講座
登録講師を派遣する 。 ま た、 市立川越高校と の連
携で、 保護者を対象と し て、 講演会や説明会、 親
の学習プロ グラ ムを 開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 各家庭教育講座は、 幼稚園1園（ 参加者40名） 、
保育園17園（ 参加者355名） 、 高校1回（ 参加者158
名） で開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 113

№
事業名 担当課

幼稚園・ 保育園・ 高等学校家庭教育講座 地域教育支援課3

事業内容
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな 成長に資する 多様な 教育環境の整備
施策目標３ 家庭や地域によ る 教育力の向上

 

 

実　 　 績　 　 値 100%

達  成　 状　 況 ａ

事業内容
生徒の発達段階に応じ たキャ リ ア教育の充実を図る ため、 各市立中学校において、 近隣の各事業所の協力のも と 、 中学
生に社会的・ 職業的自立に向けて必要な基盤と なる 資質・ 能力を身に付けていき ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市立中学校全２ ２ 校において、 望ま し い勤労観
や職業観を生徒に身に付けさ せる ために、 職場体
験活動を実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 職場体験活動に向けて、 働く こ と の意義や職業
の種類を事前に学習し 、 さ ら に社会のルールやマ
ナーなど を身に付ける 取組を 実施し た。
・ 市立中学校全２ ２ 校で職場体験活動を 実施予定
だっ たが、 感染症の拡大の影響によ り 、 ２ 校が職
場体験活動を中止と し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 648

R10 R11 計画達成状況

体験後のアンケート において「 職業観が高ま った」 を選択し た
生徒の割合

100%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9

成果指標 目　 標

達  成　 状　 況 ｂ

中学生社会体験事業 教育指導課

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 社会情勢の変化に対応し 、 持続可能な事業にする ため、 各地区が
学校等と 連携し て事業内容を見直し 、 こ ど も たちの実態に即し て活
動内容を 改善する 必要がある 。
・ 家庭のラ イ フ ス タ イ ルの変化、 競合する 活動の増加など 、 よ り こ
ど も たちの実態に即し て活動内容を考え、 こ ど も たちの満足度向上
を図る 必要がある 。

・ 社会情勢の変化に対応し 、 持続可能な事業にする ため、 学校及び社会教
育施設と 連携し ながら 、 各地区における 活動内容の改善を 検討し 、 支援す
る 。
・ 持続可能なだけでなく 、 こ ど も たちの満足度向上に向けた取り 組みや工
夫を 行う 。
・ 多角的なアプロ ーチを通じ てこ ど も たちの参加を 促進する よ う 各地区を
サポート する 。

№ 6
事業名 担当課

実　 　 績　 　 値 9, 494人

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 実績値が目標を達成する こ と ができ ており 、 引き 続き 生徒の職業
観が高ま る 取組と し ていく こ と が大切である 。 感染症の拡大によ
り 、 職場体験活動が中止と なっ た場合、 職業イ ンタ ビュ ーなど の代
替案を各学校で実施する こ と で、 生徒の職業観が高める 必要があ
る 。

・ 市立中学校全２ ２ 校において、 望ま し い勤労観や職業観を生
徒に身に付けさ せる ために、 職場体験活動を実施する 。
・ 不測の事態で中止と なっ た場合の代替案について、 各学校に
周知を行う 。

参加し たこ ど も の延べ数 11, 000人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 社会情勢の変化に対応し 、 持続可能な事業にす
る ため、 学校及び社会教育施設と 連携し ながら 、
各地区における 活動内容の改善を検討し 、 支援す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 子ど も サポート 委員会によ る イ ベン ト 型事業数 60件 参
加者数 3, 407名
・ 子ど も サポート 委員会によ る 学校応援団活動数 126件 参
加者数 6, 087名
・ 子ど も サポート 委員会開催数 101回 参加者数 1, 391名
・ 子ど も サポート 本部会議専門部会を 開催し 、 公民館と 各
地区子ど も サポート 委員会の関わり 方について協議し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 889

成果指標 目　 標

№ 5
事業名 担当課

川越市子ど も サポート 推進事業 地域教育支援課

事業内容
こ ど も たちの豊かな人間性や社会性など 「 生き る 力」 を育むため、 学校、 家庭、 地域及び社会教育施設が連携・ 協力
し 、 人と 人と のネッ ト ワ ーク の構築を図り ながら 、 地域の特色を生かし た体験活動や学校応援団活動など 、 地域ぐ る み
でこ ど も たちを育てる 取組の充実を図り ま す。

68



【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標４ こ ど も ・ 若者の心身の健やかな 成長に資する 多様な 教育環境の整備
施策目標３ 家庭や地域によ る 教育力の向上

 

 

・ 子ど も 会育成会の会員数の減少によ り 、 ジュ ニアリ ーダーも 減少
傾向にある 。 ジュ ニアリ ーダーは地域の子ど も 会のリ ーダーである
と 同時に、 将来の地域を担う 人材である こ と から 、 参加者数の増加
を含めた基盤強化が必要である 。

・ ジュ ニアリ ーダース ク ールの参加者数を維持する ため、 募集
方法の見直し や広報活動の強化を行う と と も に、 ジュ ニアリ ー
ダー養成講座、 育成研修等の内容の充実を図っていく 。

計画達成状況

実　 　 績　 　 値 65人

達  成　 状　 況 ａ

事業内容
地域の子ど も 会活動のリ ーダーである ジュ ニアリ ーダーを養成・ 育成する ための学習や研修を実施し 、 将来地域の担い
手と なる 青少年の育成支援を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ジュ ニアリ ーダーの養成講座である ジュ ニア
リ ーダース ク ールの開催、 ジュ ニアリ ーダー育成
事業である ジュ ニアリ ーダー研修等の支援を行
う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ジュ ニアリ ーダース ク ール（ 全５ 回） 開催
・ ジュ ニアリ ーダー野外学習の開催
・ ジュ ニアリ ーダー研修（ 全６ 回） の支援

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 361

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11

成果指標 目　 標

ジュ ニアリ ーダース ク ール参加者数 55人以上（ 各年度）

-
達  成　 状　 況 - - - - -

ジュ ニアリ ーダー養成・ 育成事業 地域教育支援課

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 社会体験学習の受け入れを通し 、 児童と の交流を図る こ と ができ
た。

公立保育所において、 中学生の職場訪問によ る 社会体験学習の
受入れを実施し 、 保育現場の体験活動を通し て通園する 児童と
の交流を図る 。

№ 8
事業名 担当課

実　 　 績　 　 値
【 社会体験学習】

実施校数14校
受入れ園数18園

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標 目　 標

№ 7
事業名 担当課

社会体験学習及び交流活動 保育課

事業内容 市内公立中学校が、 それぞれの学校区内にある 保育所にて社会体験学習や交流活動を実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 公立保育所において、 中学生の職場訪問によ る
社会体験学習の受入れを実施し 、 保育現場の体験
活動を 通し て通園する 児童と の交流を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 公立保育所１ ８ 園において、 中学生の職場訪問
によ る 社会体験学習の受入れを実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標１ 少子化対策の推進と 次代の親の育成

 

 

事業内容
不妊・ 不育症検査にかかる 検査費用の一部を 助成する と と も に、 不妊専門相談センタ ーにおいて専門医によ る 相談を
実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ こ ど も を 産み、 育てる こ と を 望む男女に対し 、
不妊検査ま たは不育症検査に係る 費用を 助成する
こ と で、 経済的負担の軽減を 図る と と も に、 妊
娠・ 出産を 望む方の希望を 叶える 支援体制を 整え
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 不妊検査、 不育症検査に要する 費用の一部を 助
成し た。
・ 不妊、 不育症に関する 様々な悩みに適切に対応
する ため、 不妊専門相談セン タ ーにおいて専門医
によ る 総合相談体制を 整備し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 6, 313

№
事業名 担当課

不妊・ 不育症に対する 支援 母子保健課1

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

早期不妊検査費助成
事業： 204件
不育症検査費助成事
業： 19件
不妊専門相談： 8回 -

達  成　 状　 況

事業内容
市立中学校において、 乳幼児及びその保護者と の交流、 妊婦体験及び誕生学講座を 実施し 、 自己肯定感の高揚や母
性・ 父性の育成を 支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市立中学校22校において、 子育て体験学習を 実
施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 子育て体験学習を 市立中学校22校で実施。 若者
のラ イ フ デザイ ン 形成を 支援する ため、 誕生学講
座の中でプレ コ ン セプショ ン ケアにも 触れ、 参加
者へ関連冊子を 配布し たほか、 市内で開催さ れる
ユース ク リ ニッ ク を 案内する など 関連事業と の連
携を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 000

・ 不妊・ 不育症検査の助成申請数が令和６ 年度実績の170件に比べ
約1. 3倍に増加し ている 。 ９ 人に１ 人が不妊治療を 経て出生する と
いう 厚生労働省の公表から 、 今後も 申請数が増加する 可能性があ
る 。

・ こ ど も を 産み、 育てる こ と を 望む男女に対し 、 不妊検査又
は不育症検査に係る 費用を 助成する こ と で、 経済的負担の軽
減を 図る と と も に、 妊娠・ 出産を 望む方の希望を 叶える 支援
体制を 整える 。

№
事業名 担当課

子育て体験学習 こ ど も 育成課2

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
市立中学校実施

校数
 22校 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 若者のラ イ フ デザイ ン 支援は幅広く 、 他の事業と の連携が重要で
ある と 考える 。

・ 市立中学校22校において、 子育て体験学習を 実施する 。
・ 参加者へプレ コ ン セプショ ン ケアの関連冊子（ データ ） を
配布する など 、 引き 続き 関連事業と の連携を 図る 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標１ 少子化対策の推進と 次代の親の育成

 

 

事業内容 ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス の推進のため、 事業主や従業員に対し 、 啓発やセミ ナーを 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

男女共同参画課と 雇用支援課の共同で、 一人ひと り が
抱える 更年期等の健康課題をテーマと し た、 動画配信
によ る セミ ナーを 実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

男女共同参画課と 雇用支援課の共催で以下のと おり セ
ミ ナーを 開催し た。
実施方法： 動画配信
配信期間： 令和7年10月1日から 令和8年3月5日ま で
閲覧者（ 参加者） ： 49人

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 53

№
事業名 担当課

ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス 推進事業
男女共同参画課
雇用支援課

3

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

セミ ナーの実施回
数： 1 回

セミ ナーへの参加
者数： 49人 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
男性の家事・ 育児等家庭生活への参画を 促進する ため、 情報紙によ る 意識啓発や男女共同参画に関する 講座を 実施し
ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 男女共同参画情報紙で意識啓発のための情報発
信を 行う 。
・ ウ ェ ス タ 川越の提案事業講座で男性の家事・ 育
児等家庭生活への参画を 促進する ための講座を 実
施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

情報紙を年2回（ 9月、 3月各4, 000部） 発行し た。
ウ ェ ス タ 川越で、 家庭生活において男女が協力し 、 安心し て
子育てや介護ができ る 環境づく り を 支援する 講座を実施し
た。
【 子育て・ 介護支援講座　 内容（ 一部） 】
子ども のための食育講座（ 女性18人、 男性0人）
大人のための食育講座（ 女性24人、 男性6人）
介護講座（ 女性15人、 男性3人）
7事業、 30時間、 申込者計162人

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 3, 187

・ 本事業は、 企業の経営者や労務管理者、 勤労者等の幅広い層に働き かけ
る 必要があり 、 時間と 場所によ ら ずに講座を 視聴でき る よ う 動画配信によ
る 開催と し た。
・ セミ ナーへの参加者を いかに増加さ せる かが課題である 。
・ 令和7年度には、 動画配信形式によ り ４ ９ 人の参加があっ た。 今後、 よ
り 多く の参加者を 確保する ため周知を 図る 必要がある 。 ま た、 開催形式に
ついては動画配信やオン ラ イ ン 等を 含めて検討する 。

・ 両課で協議し ながら 、 動画配信形式によ り 、 ワ ーク ・ ラ イ
フ ・ バラ ン ス に関する セミ ナーを 実施する 。
・ セミ ナーの実施にあたっ ては、 実施方法、 周知方法等につ
いて検討し 、 幅広い層に参加を 呼び掛けていく 。

№
事業名 担当課

家庭における 男性の参画促進 男女共同参画課4

成果指標 目　 標

男女共同参画に関する 講座における 申込者数に対する 男性の申
込みの割合

R7： 20%　 R8： 25%
R9： 30%　 R10： 35%

R11： 40%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 13%

達  成　 状　 況

・ 情報紙は、 時宜にかなっ たテーマの選別や、 二次元バーコ ード の
活用等、 見やすい紙面を 心がけ費用対効果を 高める 必要がある 。
・ ウ ェ ス タ 川越の提案講座においては、 講座によ り 男性の参加比率
の多寡に偏り が見ら れ、 結果と し て目標値に達し ていない。

・ 読者（ 市民） の興味を 引く テーマ等の選定、 レ イ アウ ト の工夫等
によ り 、 効果的な紙面づく り を 図り 、 情報紙によ る 情報発信を 継続
し ていく 。
・ 幅広い年代や性別を問わず興味を 持っ ても ら える 内容を 検討し 、
指定管理者と 協議し ながら 、 講座内容の充実を図っ ていく 。
・ 講座周知の際は、 男性参加を 推奨する 文言の挿入等、 参加に対す
る 心理的ハード ルの低減や意欲向上が図れる よ う 工夫を 行う 。

ｃ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

 

 

事業内容

就労等によ り 保護者が留守になっ ている 家庭の小学校に就学し ている 児童に対し 、 放課後、 小学校の余裕教室等にお
いて適切な遊びや生活の場を 提供する こ と で、 児童の健全育成を 図り ま す。
事業の推進にあたり 、 市内全公設学童保育室における 保育面積拡大のための新築・ 改修工事、 既存保育室の改修工
事、 空調設備やト イ レ 等の設備設置・ 改修工事等を 行い、 保育環境の維持・ 改善を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 民間放課後児童ク ラ ブ）
一定の要件を 満たし た民間放課後児童ク ラ ブに対
し 、 補助金を 交付する と と も に、 適切に事業が行
われる よ う 、 関係課と 調整を 図り ながら 、 事業の
管理・ 監督を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 民間放課後児童ク ラ ブ）
・ 民間放課後児童ク ラ ブに対し 、 事業の実施に要
する 経費の一部について補助金を 交付し た（ １ 施
設） 。
・ 民間放課後児童ク ラ ブに対し 、 物価高騰対策と
し て、 光熱費の価格上昇相当分について補助金を
交付し た（ ４ 施設） 。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 8, 850

№
事業名 担当課

放課後児童健全育成事業
こ ど も 育成課
教育財務課

1-1

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
179人

利用実績：
140人

達  成　 状　 況

（ 民間放課後児童ク ラ ブ）
利用児童数の増加や保護者の就労形態の多様化に柔軟に対応する た
め、 今後の民間放課後児童ク ラ ブのあり 方等について検討する 必要
があ る 。

（ 民間放課後児童ク ラ ブ）
・ 一定の要件を 満たし た民間放課後児童ク ラ ブに対し 、 補助金を 交
付する と と も に、 適切に事業が行われる よ う 、 関係課と 調整を 図り
ながら 、 事業の管理・ 監督を 行う 。 ま た、 民間放課後児童ク ラ ブの
あり 方等について、 関係課と 情報を 共有し ながら 、 事業の方向性を
検討する 。

№ 1-2
事業名 担当課

放課後児童健全育成事業
こ ど も 育成課
教育財務課

事業内容

就労等によ り 保護者が留守になっ ている 家庭の小学校に就学し ている 児童に対し 、 放課後、 小学校の余裕教室等にお
いて適切な遊びや生活の場を 提供する こ と で、 児童の健全育成を 図り ま す。
事業の推進にあたり 、 市内全公設学童保育室における 保育面積拡大のための新築・ 改修工事、 既存保育室の改修工
事、 空調設備やト イ レ 等の設備設置・ 改修工事等を 行い、 保育環境の維持・ 改善を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 公設学童保育室）
・ 入室要件を 満たし た児童を 受け入れ、 引き 続き
待機児童0人を 目標と する 。
・ 狭あい化し ている 学童保育室を 把握し 、 小学校
と 協議の上、 余裕教室等を 活用ま たは改修する こ
と によ り 、 保育ス ペース の拡張を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 公設学童保育室）
・ 狭あい化し た学童保育室の保育ス ペース の拡張
や設備の設置、 老朽化し た設備等の改修を 行い、
待機児童0人を 維持する と と も に、 環境の改善を
図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 111, 496

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
4, 654人

利用実績：
3, 676人

達  成　 状　 況 ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

（ 公設学童保育室）
・ 確保量が利用実績を 上回る よ う に、 保育ス ペース の拡張対応を 行
う 必要がある 。
・ 35人学級編成や特別支援学級増設を 背景に、 専用の保育室へ転用
する 部屋自体が無く なり つつある こ と から 、 学校と のタ イ ム シェ ア
も 視野に入れ、 保育ス ペース の確保を 進めていく 必要がある 。

（ 公設学童保育室）
児童数に応じ て、 必要な保育ス ペース の拡張を行っ ていく と と も
に、 老朽化し た設備等の改修等によ り 、 環境の改善を 図っ ていく 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

 

 

目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

【 児童館運営】
集団指導1, 699回実施。 プラ ネタ リ ウ ム 開催。

【 児童館改修整備】
令和８ 年３ 月、 川越市児童館改修整備基本構想を
策定。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 60, 743

成果指標 目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

【 児童館運営】
各児童館の特性を 生かし て、 児童の健康増進、 情
操を 豊かにする ための集団指導など の児童館事業
を 実施する 。

【 児童館改修整備】
今後の各児童館に求めら れる 機能・ 役割を 改めて
整理し 、 児童館機能を 十分に発揮する ための目指
すべき 方向性を 示し た構想を 策定する 。

延べ利用者数
R7： 110, 000人　 R8： 115, 000人
R9： 120, 000人　 R10： 125, 000人

R11： 130, 000人

児童館機能の整備 こ ど も 育成課№ 2
事業名 担当課

事業内容

各児童館の特性を生かし 、 地域の高齢者と 連携し た異世代間交流や、 外国籍市民と の交流を深め、 国際理解を 促進する 等、 豊かな感性・ 情操
を 育む児童館事業を 推進し ま す。
ま た、 児童センタ ーこ ど も の城について、 老朽化し た施設・ 設備を改修する と と も に、 利用者ニーズによ る 屋内プレ イ エリ アや、 屋外広場の
改修等を行い、 若者も 含めたこ ども の居場所の機能と し ての役割に加え、 誰も が利用し やすい快適な空間の創出を 図り ま す。

実　 　 績　 　 値 124, 820人

達  成　 状　 況 ａ

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ る 利用者減から 回復傾向に
はあ る も のの、 コ ロ ナ禍前の利用実績（ 令和元年度実績131, 566
人） には戻っ ていない状況。
・ こ ど も ・ 若者の居場所と し ての児童館機能を よ り 一層発揮する た
め、 現代のこ ど も ・ 若者が求める 児童館事業の実施、 児童セン タ ー
こ ど も の城の改修整備を 推進する 必要がある 。

【 児童館運営】
・ 地域や庁内連携によ る 児童館事業の充実。 特に、 中高生世
代向けの居場所づく り の推進を 図る 。
【 児童館改修整備】
・ 児童セン タ ーこ ど も の城について、 改修整備基本構想を 踏
ま え、 ゾ ーニン グ等を 検討し 、 基本計画を 策定する 。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

放課後子供教室の推進事業 地域教育支援課№ 3
事業名 担当課

事業内容
放課後に、 地域住民等の参画を 得て、 学習や体験・ 交流活動を 通じ 、 こ ど も たちが地域の中で安全・ 安心に過ごす放
課後子供教室について、 地域の実情に合わせて推進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 地域の実情に合っ た多様な放課後子供教室を 推
進する 。

放課後子供教室の開設校数
R7： 19校　 R8： 22校
R9： 25校　 R10： 28校

R11： 32校

実　 　 績　 　 値 20校

達  成　 状　 況 ａ

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 18校で放課後子供教室を 実施、 2校で試行実
施。
・ 市立川越高校、 県立川越初雁高校、 尚美学園大
学と 連携し 、 学生ボラ ン ティ アの協力を 得た。 ま
た、 東邦音楽大学や県立川越西高校と 連携し 運営
し た放課後子供教室も あっ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 383

成果指標

・ 持続可能な運営のため、 人材確保に向けて情報収集及び発信に努
める 必要があ る 。
・ 各校の運営委員や事務局の事務負担軽減のため、 申込み等の手続
き のオン ラ イ ン 化を 進める 必要がある 。

・ 地域の実情に合っ た多様な放課後子供教室を 推進する 。
・ 申し 込み等手続き のオン ラ イ ン 化を 進める 。
・ 学生ボラ ン ティ アの協力について、 近隣の高校・ 大学への
働き かけを 行う 。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

73



【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

 

目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

こ ど も の居場所づく り の推進
福祉推進課/こ ど も 育成課
こ ど も 家庭課/中央公民館

№ 4-1
事業名 担当課

事業内容

（ 公共施設など での子ど も の居場所づく り 事業）
こ ど も たちが遊びや自習、 会話を 楽し むなど 安全で安心し て自由に過ごすこ と ができ る 場を 提供し ま す。
（ プレ ーパーク 事業）
こ ど も の居場所づく り の一環と し て、 こ ど も たちが外で遊ぶき っ かけや外遊びを 通じ て自ら 育っ ていく 環境を つく る こ と を 目的
と し 、 児童センタ ーこ ど も の城の広場や児童遊園等の活用によ り 、 魅力的で、 こ ど も たちが自分の責任で自由に遊ぶこ と ができ
る 場を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 公共施設など での子ど も の居場所づく り 事業）
・ 子育て安心施設での「 こ ども の居場所」 を 定着さ せ
る と と も に、 地域の公共施設等で「 こ ど も の居場所」
を 開設でき る よ う 検討し ていく 。
・ 公民館において、 地域の実情に応じ て、 公民館で空
き 部屋を 活用する と と も に、 図書コ ーナーやロ ビ ー施
設のロ ビ ーを 自習室と し て使える よ う 環境を 整える 。
（ プレ ーパーク 事業）
市民団体と の協働によ り 、 プレ ーパーク を 開催する 。

こ ど も の居場所開設数
R7： 2か所　 R8： 3か所
R9： 4か所　 R10： 5か所

R11： 7か所

実　 　 績　 　 値
こ ど も の居場所

開設数

5か所

達  成　 状　 況 ａ

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 公共施設など での子ど も の居場所づく り 事業）
・ 「 すく すく かわごえ」 において、 こ ど も の居場所を 開設し
た。
開設日数： 180日、 利用者延べ数： 540人
・ 4公民館で空き 部屋を活用し 、 こ ども の居場所と し て開放
し た。 ま た、 2公民館で図書コ ーナーや、 施設のロ ビーを自
習室と し て使える よ う 環境を整えた。
（ プレ ーパーク 事業）
市民団体と の協働によ り 、 ４ 回開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 534

成果指標

・ すく すく かわご えでの居場所に加えて、 こ ど も の意見を 反映する
ための経費を 活用し 公民館の備品を 購入し 、 居場所を 設ける こ と が
でき た。
ま た、 民間事業者と の協働によ り 、 自習ス ペース の試行的開設を 行
い、 需要の掘り 起こ し ができ た。
・ 空き 部屋を 活用し た自主学習の場づく り は公民館の使用率にも 影
響さ れる こ と から 施設の使用率の高い施設では取り 組みづら い状況
であ り 、 取り 組みを 進める にあたり 、 こ ど も の居場所を 開設する 際
の安全管理も 大き な課題と なっ ている 。
・ プレ ーパーク については４ 回開催し 、 市民団体の提案型協働事業
へのサポート を 行っ た。

・ 令和７ 年度末に居場所と し てでき る よ う 新たに備品を 購入
し た公民館がある ため、 開設数の増を 図る 。
ま た、 民間事業者と の協働によ る 自習室開設も 試行的開設を
行いつつ、 定期開設に向けた検討を 進めていく 。
・ こ ど も の居場所づく り にあたっ ては、 施設利用に影響のな
い図書コ ーナーやロ ビ ーと いっ た共有ス ペース を 中心に取り
組むと と も に、 空き 部屋の活用を 検討する 。 ま た、 こ ど も た
ちが公民館に興味を 持ち、 訪れたく なる よ う な情報発信に努
める 。
・ プレ ーパーク については、 次年度以降協働委託事業に移行
でき る よ う 準備を 進めていく 。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

 

 

R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
こ ど も の居場所

開設数

5か所

№ 4-2
事業名 担当課

こ ど も の居場所づく り の推進
福祉推進課/こ ど も 育成課
こ ど も 家庭課/中央公民館

事業内容
（ 川越市こ ど も の居場所づく り 推進事業）
こ ど も 食堂など 、 こ ど も の居場所づく り を 行っ ている 団体を 支え、 貧困の連鎖を 解消する 一助と する ため、 各種運営団体への支
援や利用者への情報提供を 行っ ている 川越市社会福祉協議会に対する 補助金交付を 通じ た支援を 行いま す。

達  成　 状　 況 ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 川越市こ ど も の居場所づく り 推進事業）
・ こ ど も 食堂など 、 こ ど も の居場所づく り を 行っ
ている 団体を 支え、 貧困の連鎖を 解消する 一助と
する ため、 各種運営団体への支援や利用者への情
報提供を 行っ ている 川越市社会福祉協議会に対す
る 補助金交付を 通じ た支援を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 川越市こ ど も の居場所づく り 推進事業）
・ 運営団体への助成金を 支出し ている 川越市社会
福祉協議会に補助金を 交付し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 995

成果指標 目　 標

こ ど も の居場所開設数
R7： 2か所　 R8： 3か所
R9： 4か所　 R10： 5か所

R11： 7か所

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8

・ こ ど も の居場所は年々増加傾向にある 一方で、 各運営団体の自立
財源の確保や、 寄附物品の減少等も 相ま っ て、 運営環境は厳し く
なっ てき ている こ と が伺える 。 ま た物価高騰の影響も あり 、 運営環
境が一段と 厳し く なっ ている と 考えら れる 。

・ 他市の動向を 見ながら 当面の間は支援を 継続し 、 貧困の連
鎖の解消や、 情報を 求めている 方が容易に情報にアク セス で
き る 環境を 形成する 支援を 行う 。

№ 4-3
事業名

成果指標 目　 標

こ ど も の居場所開設数
R7： 2か所　 R8： 3か所
R9： 4か所　 R10： 5か所

R11： 7か所

担当課

こ ど も の居場所づく り の推進
福祉推進課/こ ど も 育成課
こ ど も 家庭課/中央公民館

事業内容
（ コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーカー配置事業）
コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーカー（ Ｃ Ｓ Ｗ） を 川越市社会福祉協議会に配置し 、 こ ど も ・ 若者の居場所と なる こ ど も 食堂や学習
支援の場の立ち上げや運営を支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーカー配置事業）
・ 地域住民の生活課題に対し 、 個別支援や支援の
ネッ ト ワ ーク づく り を 行う と と も に、 地域の共通
課題と し て広げていく こ と で社会資源の開発や地
域づく り に取り 組むコ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ー
カー（ Ｃ Ｓ Ｗ） を 配置する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーカー配置事業）
・ 市社協に委託し 、 コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ー
カー（ Ｃ Ｓ Ｗ） を 配置し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 42, 126

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 特になし

・ 地域住民の生活課題に対し 、 個別支援や支援のネッ ト ワ ー
ク づく り を 行う と と も に、 地域の共通課題と し て広げていく
こ と で社会資源の開発や地域づく り に取り 組むコ ミ ュ ニティ
ソ ーシャ ルワ ーカー（ Ｃ Ｓ Ｗ） を 配置する 。

⑶ 事業の評価（ Check）

達  成　 状　 況 ａ

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
こ ど も の居場所

開設数

5か所
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

 

R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 81%

№ 5

事業内容

幼児・ 児童を 交通禍から 守り 、 異年齢児交流及び健康・ 体力を 増進し 、 健全な育成を 推進する 拠点と し ての児童遊園を 、 自治会
等と の協議を 踏ま え、 整備し ま す。
児童遊園の利用状況等を 踏ま えて、 遊具の更新等を 計画的に行い、 地域の幼児・ 児童の安全な遊び場の確保及び健全育成を 図り
ま す。

達  成　 状　 況 ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 遊具等保守点検の結果や実態調査の結果に基づき 、 計画的
に修繕・ 更新・ 撤去等の整備を 進める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 遊具等保守点検の結果や実態調査の結果に基づき 、 計画的
に修繕・ 更新・ 撤去等の整備を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 10, 600

成果指標 目　 標

健全性の高い遊具の割合
R7： 81%　 R8： 82%
R9： 83%　 R10： 84%

R11： 85%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8

№ 6
事業名 担当課

都市公園の整備 公園整備課

・ 児童遊園の大多数は設置から 長年経過し 、 遊具・ 設備等は老朽化が進行し てい
る こ と から 、 修繕・ 更新等について、 利用状況等を踏ま え、 計画的に進めていく
必要がある 。

・ 遊具等保守点検の結果や実態調査の結果に基づき 、 計画的に修繕・ 更
新・ 撤去等の整備を 進める 。

事業内容
市民サービ ス の向上やこ ど も ・ 若者の居場所づく り の一環と し て遊具や公園施設の改修・ 補修及び新規公園の遊具や施設整備を
実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 限ら れた予算を効率良く 活用する ため、 緊急性のある 公園
施設の改修・ 補修を 優先的に行い、 市民サービス の向上を図
る と と も に、 保守点検の結果を 参考に、 改修・ 補修が必要な
箇所の整備に努める 。
・ 公園の新規開設に向けて整備を進める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市民が安全に公園を利用する ため、 遊具等の保守点検など
の維持管理に努め、 予算の範囲内で適切に改修等を行っ た。
（ ６ か所）
・ 保守点検の結果、 改修・ 補修が未着手な箇所については使
用禁止等の必要な措置を 行った。
・ 公園の新規開設を 実施し た。 （ １ か所）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 97, 758

成果指標 目　 標

-

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 予算に限り がある ため、 対象と なる 公園施設全てを 改修・ 補修する こ と は困難
である 。 そのよ う な状況のなかでも 、 効率良く 、 緊急性のある 公園施設の改修・
補修を優先的に行う 必要がある 。
・ 公園の新規開設に向けては予算規模が大き いため、 早期に整備する こ と は困難
である が、 必要か所については、 積極的に地元と の調整を 進める 。

・ 限ら れた予算を効率良く 活用する ため、 緊急性のある 公園施設の改修・
補修を 優先的に行う 。
・ 公園の新規開設に向けて整備を進める 。

事業名 担当課

児童遊園の整備 こ ど も 育成課

実　 　 績　 　 値
整備か所数：

7か所 -
達  成　 状　 況 - - - - -

-
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを支える 環境づく り
施策目標２ こ ど も ・ 若者の居場所づく り

№ 7
事業名

児童育成支援拠点事業
こ ども 政策課/こ ども 育成課
こ ども 家庭課

事業内容 不登校のこ ど も 等を 含め、 家庭や学校に居場所がない学齢期以降のこ ど も の居場所に関する 包括的な支援を 検討し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 提供体制の整備や、 ニーズ量の把握等、 当該事業の実現性
や必要性を 含め、 検討を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 関係各課と と も に、 提供体制の整備等の検討を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ ニーズ量や、 体制整備の実現性等、 不透明な部分が多く 、 調査・ 研究が必要と
思われる 。

・ 他の自治体の事例等を 参考にし て、 当該事業の実現性や必要性を含め、
検討を 行う 。

実　 　 績　 　 値 ―

-
達  成　 状　 況 - - - - -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを 支える 環境づく り
施策目標３ こ ど も ・ 若者の健全育成に向けた取組

 

 

事業内容 青少年健全育成活動が、 市民総ぐ る みで推進さ れる よ う 、 関係機関・ 団体と 協働し て各種事業を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市民会議会員である 関係機関、 団体の連携と 、
青少年健全育成の推進を 図る 。
・ 新し い視点や考え方を 示すこ と で、 青少年健全
育成に寄与する 事業実施を促す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 全22地区への地区会議活動費補助を行い、 青少
年健全育成に寄与する 事業が各地区で実施さ れ
た。
・ 各種表彰及び少年の主張作文優秀作品の表彰を
行い、 青少年への理解と 関心を高めた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 385千円

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

№
事業名 担当課

青少年を 育てる 市民会議 こ ども 育成課1

成果指標 目　 標

- -

実　 　 績　 　 値 65事業

-
達  成　 状　 況

事業内容 民生委員・ 児童委員が知識や技術を習得でき る 研修を提供し 、 様々な問題に対応でき る よ う 支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ DVD研修を行いながら 、 必要に応じ て他の研修
の実施に努めていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和７ 年度は在職年数等に応じ た研修をDVD、
集合型、 オンラ イ ン形式で行う と と も に、 一斉改
選によ り 新たに委員と なった方向けに対面で研修
を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 146

・ 事業を見直し 、 青少年健全育成川越市民大会から 青少年健全育成
表彰式へと リ ニュ ーアルし たこ と から 、 当該リ ニュ ーアルの効果を
検証する 必要である 。

・ 市民会議会員である 関係機関、 団体の連携と 、 青少年健全
育成の推進を図る 。
・ 新し い視点や考え方を示すこ と で、 青少年健全育成に寄与
する 事業実施を 促す。
・ 青少年健全育成表彰式にリ ニュ ーアルし たこ と に伴う 効果
検証を行う 。

№
事業名 担当課

民生委員・ 児童委員研修会 福祉推進課2

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
研修会参加者

数： 524人 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ DVDやオンラ イ ンの研修が定着し てき た。 一方で対面によ る コ
ミ ュ ニケーショ ンを 重視する 考え方も 一定数ある 。
民生委員・ 児童委員の意見を聞き ながら よ り 良い研修を提供し てい
く 必要がある 。

・ 地区民児協会長、 副会長向け動画研修（ 求めら れる 役割
等）
・ 新任委員向け集合型研修（ 委員の役割等）
・ 全委員向け集合型研修（ 個人情報の取り 扱い）
など
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを 支える 環境づく り
施策目標３ こ ど も ・ 若者の健全育成に向けた取組

 

 

事業内容 市内の高校において、 労働法の出前講座を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市内高校にて、 高校生を対象と し た労働法の基
本的なポイ ント や働く 上でト ラ ブルにあった場合
の対処や相談方法などを 解説する セミ ナーを ３ 回
開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内の高校3校にて、 高校生を対象に労働法の
基本的なポイ ント や、 働く 上でト ラ ブルにあった
場合の対処や相談方法などを 解説する セミ ナーを
実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 90

№
事業名 担当課

高校生のための労働法セミ ナー 雇用支援課3

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

実施回数：
3回

参加者数：
695人 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 市内の高校等において金融教育授業を実施し 、 高校生等が将来に向けて必要な知識を学ぶ機会を 提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市内高等学校において包括連携企業と の
連携によ り 、 金融教育に係る 出前講座を行
う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内高等学校1校において、 包括連携企
業の第一生命と 連携によ り 、 金融教育授業
を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 市内の高校において、 高校3年生を対象と し た労働法セミ ナーを
実施し た。 アルバイ ト に従事し ている 生徒や就職が内定し ている 生
徒も おり 、 労働者と し て必要な知識を学ぶ機会と なったこ と から 、
「 勉強になった」 と の声が多く 寄せら れ、 好評を得ている 。

・ 市内の高校に通学する 高校生を対象に、 労働法の基本的な
ポイ ント や働く 上でト ラ ブルにあっ た場合の対処や相談方法
などを解説する セミ ナーを実施する 。

№
事業名 担当課

若者のラ イ フ デザイ ンの支援 こ ども 政策課4

成果指標 目　 標

ラ イ フデザイ ンセミ ナーへの参加が将来について考える き っか
けと なった人の割合

80%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 81%

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 金融教育授業実施後のアンケート では、 将来について考える き っ
かけと なった人の割合は高い結果と なっ た。
・ 高等学校における 金融教育の必修化に伴い、 各学校独自に金融教
育に取り 組んでいる 学校が多いため、 実施校の固定化が続いてい
る 。

・ 引き 続き 、 包括連携企業のメ ニュ ーの活用によ る 金融教育
授業を実施し つつ、 新たな分野や手法について検討を進めて
いく 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを 支える 環境づく り
施策目標３ こ ど も ・ 若者の健全育成に向けた取組

 

 

事業内容

各市立学校を対象に、 児童生徒をネッ ト 上のいじ め等から 守る ために、 学校非公式サイ ト 等の検索及び書き 込み等の
監視をする と と も に、 ２ ４ 時間体制でいじ め等の相談や情報提供を受け付ける イ ンタ ーネッ ト 上の窓口を開設し 、 適
切に対応し ま す。
学習者用データ を閲覧し 、 児童生徒及びその関係者の生命・ 心身・ 財産に対し て脅威と なる も のや脅威につながる 恐
れのある も のを発見し 、 適切に対応し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ イ ンタ ーネッ ト （ 学習者用コ ンピュ ータ を 含
む） 監視活動を行う 専門業者から の市立小・ 中・
高等学校・ 特別支援学校を対象にし たいじ めにつ
ながる 誹謗中傷や自殺を ほのめかす書き 込み等の
報告を受けた教育委員会が、 学校に連絡し 、 学校
は安否確認や事実確認、 指導等の対応を 適宜行
う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 各市立学校を対象に、 学校非公式サイ ト 等の検
索及び書き 込み等の監視を通年で行った。
１ ４ ０ 件の報告　 （ 目視投稿件数５ ０ ， ４ ４ ６
件） ※学校に報告、 指導・ 対応済み

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

№
事業名 担当課

ネッ ト パト ロ ール事業 教育指導課5

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

学校非公式サイ
ト において学校
と 連携し て対応
し た件数： 140件 -

達  成　 状　 況

事業内容
青少年と その家族等を対象に、 青少年の抱いている 将来や学校・ 職場についての悩み、 心配ごと 、 不安等の相談を受
け付けま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 青少年等から の相談に対応する こ と で、 青少年
と その家族の支援を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 青少年悩みごと 相談員が、 青少年本人やその家
族から 、 青少年が抱いている 将来への不安や働く
こ と への悩み等の相談を 受け、 関係機関に繋ぐ な
ど の対応を行った。
【 令和7年度相談件数】 　 33件

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 0

・ 多く の児童生徒がSNS等を含むネッ ト を利用し ている 中で、 対応
件数は増加傾向にある こ と から 、 業者、 教育委員会、 学校の三者間
での連携の強化が必要である 。

・ イ ンタ ーネッ ト （ 学習者用コ ンピュ ータ を含む） 監視活動を行う
専門業者から の市立小・ 中・ 高等学校・ 特別支援学校を対象にし
た、 いじ めにつながる 誹謗中傷や自殺をほのめかす書き 込み等の報
告を受けた教育委員会が、 学校に連絡し 、 学校は安否確認や事実確
認、 指導等の対応を適宜行う 。 なお、 対応にあたっては、 業者、 教
育委員会、 学校の三者間で連携の強化を図る 。

№
事業名 担当課

青少年悩みごと 相談事業 こ ども 育成課6

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 相談件数： 33件

-
達  成　 状　 況

・ 青少年悩みごと 相談のニーズはある が、 他の相談窓口と の統廃合
等、 検討余地はある 。

・ 青少年等から の相談に対応する こ と で、 青少年と その家族
の支援を行う と と も に、 当該事業のあり 方を検討する 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標５ 地域と 社会でこ ど も ・ 若者、 子育てを 支える 環境づく り
施策目標３ こ ど も ・ 若者の健全育成に向けた取組

 

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

№ 7

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 青少年の健全育成のため、 少年補導員を 委嘱し 、 こ ども たちの見守り や非行を未然に防ぐ 活動を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 青少年の健全育成のため、 こ ども たちの見守り
活動を着実に実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 青少年の健全育成のため、 少年補導員を委嘱
し 、 街頭補導活動を通じ て青少年への声掛け等を
実施し た。
【 令和7年度実施回数】 　 382回

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5, 443

・ 見守り 活動について、 他課でも 同様の取組を実施し ている 団体が
ある こ と から 、 事業整理を検討する 必要がある 。

・ こ ども たちの見守り 活動を着実に実施し 、 青少年の健全育
成を図る と と も に、 他事業と の棲み分けを行う 等、 事業整理
を検討する 。

事業名 担当課

非行防止活動 こ ども 育成課

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

声掛け件数：
4, 032 件

（ 延べ従事者
数： 1, 317人） -

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 利用人数： 95人

-
達  成　 状　 況

№
事業名 担当課

ひと り 親家庭等学習支援事業 こ ども 家庭課1

成果指標 目　 標

- -

事業内容
ひと り 親家庭等の中学生を 対象に、 学習習慣の定着や基礎的な学力向上のための支援及び進路相談等に応じ る と と も
に、 家庭や学校以外で日々の悩み等を相談でき る 居場所づく り を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ひと り 親家庭等の中学生に対し 、 放課後の学習を支
援する だけでなく 、 学習支援を通じ てこ ども の居場所
と し ても 機能し ている 。
今後も 、 当該事業をよ り 一層利用し やすいも のと する
ため、 事業の充実を図っていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 少人数形式で児童の習熟状況に応じ た学習支援を
行った。 随時、 児童又は保護者から の進路相談や悩み
相談に応じ た。
・ 当該事業の性格上、 可能な限り 児童の生活圏に会場
を設ける こ と が望ま し いこ と から 、 実施会場の拡大に
取り 組み、 令和8年度から 新たに2会場を増設し 、 市内
計5会場での実施する こ と と し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 14, 488

事業内容
貧困が世代を超えて連鎖する こ と がないよ う 、 生活困窮世帯( 生活保護受給世帯を 含む。 ) のこ ども に対する 生活習慣・
育成環境の改善に係る 支援及び学習支援並びに保護者に対する 養育支援等を行いま す。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 生活保護受給世帯に対し て、 年に複数回の募集
案内を郵送する ほか、 家庭訪問などを通じ て対面
での利用勧奨を行う 。
・ 学習支援教室の会場の拡充を進める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 生活保護受給世帯に対し て、 募集案内の郵送、
家庭訪問や生活保護決定時に対面での利用勧奨を
行った。
・ 学習支援教室の会場については、 令和8年度から
会場を現行の3会場から 5会場へと 拡充する 取組み
を行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 9, 598

・ 例年多く の利用希望者がおり 、 R7年度の利用人数は定員（ 100名）
に近い人数と なっ ている 。
・ 現在は対象児童が中学生と なっている が、 でき る 限り 早い時期か
ら 学習習慣を身につけても ら う こ と や、 高校進学後の中退を 防止す
る こ と を目的と し て、 対象児童の拡充を 検討する 必要がある 。

・ 令和８ 年度から 新たに２ 会場を増設し 、 市内計５ 会場で学習
支援を実施する 。 ま た、 その効果検証を行う 。
・ 利用者ニーズの把握に努め、 事業拡充の方向性を検討する 。

№
事業名 担当課

川越市生活困窮者学習・ 生活支援事業 生活福祉課2

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 利用人数： 58人

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 貧困が世代を超えて連鎖する こ と がないよ う 、 生活困窮世帯（ 生
活保護世帯を含む。 ） のこ ども 及びその保護者に対し て、 居場所づ
く り を中心と し た将来の自立に向けた包括的な支援を行った。
・ 生活保護受給世帯の支援対象者の増加や対面での利用勧奨によ り
利用人数が増加し た。

・ 学習支援教室の会場を3会場から 5会場へと 拡充し 実施する 。
・ 生活保護受給世帯に対し て、 年に複数回の募集案内を郵送す
る ほか、 家庭訪問などを通じ て対面での利用勧奨を行う 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

事業内容
川越市生活困窮者学習・ 生活支援事業に参加し ている 高校３ 年生を養育し ている 保護者に、 大学等の受験料及び模擬試
験受験料を支給し 、 ま た同事業又はひと り 親家庭等学習支援事業に参加し ている 中学３ 年生を 養育し ている 保護者に模
擬試験受験料を支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ 川越市生活困窮者学習・ 生活支援事業）
・ 生活困窮者学習・ 生活支援事業を利用し ている
高校３ 年生のいる 生活困窮者世帯、 中学３ 年生の
いる 生活困窮者世帯に対し 、 年に複数回案内を郵
送する ほか、 家庭訪問など を通じ て事業の周知を
行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ 川越市生活困窮者学習・ 生活支援事業）
・ 生活困窮者学習・ 生活支援事業を利用し ている
高校３ 年生のいる 生活困窮者世帯、 中学３ 年生の
いる 生活困窮者世帯に対し 、 年に複数回案内を郵
送する ほか、 家庭訪問などを通じ て事業の周知を
行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 129

№
事業名 担当課

川越市ひと り 親家庭、 低所得子育て世帯等大学等受験料・ 模擬試験受験料支援事業
生活福祉課
こ ども 家庭課

3-1

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 支給件数： 7件

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 対象者数20人のう ち支給者数は7人であり 、 利用率は35％程度と
なった。 進学希望者の減少によ り 前年の受験料等の支給者12人、 利
用率55％から 減少し た。 支給対象が年ごと に変動し てし ま う ため、
継続し て周知を行う 必要がある 。

・ 生活困窮者学習・ 生活支援事業を利用し ている 高校３ 年生の
いる 生活困窮者世帯、 中学３ 年生のいる 生活困窮者世帯に対
し 、 年に複数回案内を郵送する ほか、 家庭訪問などを通じ て周
知を 行う 。

成果指標 目　 標

実　 　 績　 　 値 支給件数： 12件

-
⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

№ 3-2
事業名 担当課

川越市ひと り 親家庭、 低所得子育て世帯等大学等受験料・ 模擬試験受験料支援事業
生活福祉課
こ ども 家庭課

事業内容
川越市生活困窮者学習・ 生活支援事業に参加し ている 高校３ 年生を養育し ている 保護者に、 大学等の受験料及び模擬試
験受験料を支給し 、 ま た同事業又はひと り 親家庭等学習支援事業に参加し ている 中学３ 年生を 養育し ている 保護者に模
擬試験受験料を支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ ひと り 親家庭等学習支援事業）
・ 対象者に対し 、 当該事業のチラ シ及び申請書の
配布や、 窓口での案内を行い、 周知を図る 。
・ 申請率の向上を目的と し て、 事業の拡充を図っ
ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ ひと り 親家庭等学習支援事業）
・ 対象者に対し 、 チラ シ及び申請書を配布し た。
そのう ち申請があった12人に対し 、 模擬試験受験
料を支給し た。
・ R8年度から オンラ イ ン申請の受付を開始する た
め、 要綱改正等を 行った。 ま た、 申請期限緩和に
取り 組んだ。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 68

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

・ 対象者数34人のう ち申請者数は12人であり 、 申請率は3割程度と なっている 。
・ 県内においては、 模擬試験と し て北辰テス ト を 受験する こ と が通例と なってお
り 、 北辰テス ト HP上では受験率9割と 言われている こ と から 、 当該事業の申請率
低迷の原因について、 確認する 必要がある 。 原因と し て、 申請方法が窓口又は郵
送のため、 時間的・ 経済的負担がある こ と や、 申請期限が短く 設けら れている こ
と によ る 申請率の低下などが考えら れる 。

・ 申請者に対し 、 遅滞なく 模擬試験受験料の支給を行う 。
・ R8年度よ り 開始し たオンラ イ ン申請及び申請期限緩和につい
て効果検証を行う 。

達  成　 状　 況 - - - - -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

№ 5
事業名 担当課

川越市育英資金貸付制度 教育総務課

・ 相談者のほと んどが高卒以上である ため、 対象者が非常に少ない
こ と が挙げら れる が、 看護師等高卒以上でなければ得ら れない資格
も ある ため、 事業を継続し ていく 必要がある 。

・ ひと り 親家庭の父母の自立と その児童の福祉を増進する ため、 高等
学校卒業程度認定試験の合格を目指す者に、 講座等に要し た経費に基
づき 給付金を支給する 。

R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

貸付額：
14, 106, 000円

・ 入学準備金： 6人
1, 710, 000円

・ 学資金： 41人
12, 396, 000円

-
達  成　 状　 況 - - - - -

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7

ひと り 親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 こ ども 家庭課

- -

№ 4
事業名 担当課

事業内容
高等学校を卒業し ていないひと り 親家庭の親及び児童が、 高等学校を卒業し た者と 同等以上の学力を有する と 認めら れ
る 高等学校卒業程度認定試験の合格を目指す講座を受講する 場合に給付金を支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ひと り 親家庭の父母の自立と その児童の福祉を
増進する ため、 高等学校卒業程度認定試験の合格
を目指す者に、 講座等に要し た経費に基づき 給付
金を 支給する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 現況届の提出の際に、 ひと り 親が利用でき る 制
度と し て紹介を行っている が、 利用者はいなかっ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

成果指標 目　 標

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11

事業内容
経済的理由によ り 高等学校等へ進学する こ と が困難な方に対し て、 その才能を育成する ために資金の貸し 付けを行いま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 新規貸付者の募集及び選考
・ 学資金及び入学準備金の支給

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 新規貸付者の募集、 選考及び決定
・ 学資金及び入学準備金の支給

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 14, 106

成果指標 目　 標

計画達成状況

実　 　 績　 　 値
支給件数：

0件 -
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 令和８ 年度から 私立高校の所得基準撤廃等、 国や県の就学支援制
度が拡充し ている こ と から 申請者数は減少傾向にある 。

・ 新規貸付者の募集、 選考及び決定
・ 学資金及び入学準備金の支給
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

-
達  成　 状　 況 - - - - -

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

奨学生：  24名
総支給額：
2, 970, 000円

・ 学資金
1, 191, 000円
・ 入学準備金
480, 000 円

-
達  成　 状　 況 - - - - -

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 新規奨学生の募集及び選考
・ 学資金及び入学準備金の支給

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 新規貸付者の募集、 選考及び決定
・ 学資金及び入学準備金の支給

成果指標 目　 標

事業名 担当課

№ 6 川越市大学奨学支給制度 教育総務課

事業内容
学業成績が優秀であり 、 経済的理由によ り 大学における 修学が困難な高校生等に対し て、 返済を必要と し ない給付型奨
学金を支給する こ と によ り 、 経済的支援を行いま す。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 国の修学支援新制度の拡充等によ り 、 申請者数は減少傾向にあ
る 。 国の制度では、 令和７ 年度から は、 所得制限を設けない、 多子
世帯に対する 授業料の減免等が実施さ れている 。 本制度は寄附を原
資と する 、 川越大学奨学金基金を財源に運用し ており 、 多く の方に
関心を寄せても ら える よ う 、 制度の周知を検討する 必要がある 。

・ 基金残高の状況等を考慮し つつ、 多く の方に関心を寄せても
ら える よ う 制度の周知方法を工夫する と と も に、 国等の動向を
見据えながら 、 本市大学奨学金制度の運用をし ていく 。

№ 7
事業名 担当課

就学援助制度 教育財務課

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 970

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
経済的な理由によ り 就学が困難な児童生徒の保護者に対し て、 学校給食費や学用品費などについて、 必要な援助を 行い
ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 本市における 経済状況の把握に努めて制度の在
り 方について検討する と と も に、 就学援助を必要
と する 方が利用し やすいよ う 制度の充実に努め
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 他市の実施状況や本市における 経済状況の把握
に努めた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 291, 491

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 本市における 経済状況の把握に努めたが、 個人情報保護の観点か
ら 相対的貧困率の算定が困難であったため、 今後は、 それ以外の方
法で制度の在り 方について検討を行う 必要がある 。
・ 就学援助を必要と する 方が利用し やすい制度の充実については、
申請方法の拡充を 行う 必要がある 。

・ 他市の見直し 状況の把握や、 就学援助の認定基準に関する 調
査検討を行う 。
・ 制度を必要と する 方が利用し やすいよ う 電子申請の導入を進
める 。

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
認定者数
3, 635人
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

・ 申請者に対し て適切に給付を行う こ と ができ ている 。
・ 確保量に対し て実績が98％と 高い水準であり 、 目標を達成し てい
る 。
・ 今後の需要増加に対応し ていく 必要がある 。

・ 事業の更なる 周知を図り 、 生活保護受給世帯等の児童が保育
等を 円滑に利用でき る よ う 、 補足給付を行う 。

№ 9
事業名 担当課

女性の就労支援事業 男女共同参画課

事業内容

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

実　 　 績　 　 値 62%

達  成　 状　 況 ａ

実　 　 績　 　 値

確保量：
523人

利用実績：
514人

達  成　 状　 況 ａ

事業内容
世帯の所得状況等を勘案し 、 教育・ 保育に係る 日用品、 文房具その他物品の購入に要する 費用、 行事への参加費用等に
ついて、 負担軽減を図る ために助成を行いま す。 ま た、 低所得世帯や多子世帯の児童が私学助成幼稚園を利用する 際の
副食材料費について、 負担軽減を図る ために助成を行いま す。

R7 R8 R9 R10 R11年　 　 　 度

№ 8
事業名 担当課

実費徴収に係る 補足給付を行う 事業 保育課

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 多子世帯や低所得者世帯の費用負担軽減によ
り 、 こ ども の円滑な特定教育・ 保育施設及び施設
等利用事業の利用を図り 、 こ ども の成長を支援す
る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 生活保護受給世帯等の児童の保育に係る 実費徴
収額に加え、 新制度未移行の幼稚園における 副食
材料費の実費徴収額に対し 、 補足給付を 行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 12, 079

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

計画達成状況

成果指標 目　 標

受験者に対する 合格者数の割合 50%（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7

ウ ェ ス タ 川越内の男女共同参画推進施設において、 就労支援に係る 資格取得やス キルアッ プのための講座を実施し ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 就労に必要な実践的ス キルを身に付ける と と も
に、 就職活動に資する 講座を開催する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

男女共同参画推進施設において、 女性の就労支援に役立つ
講座を実施し た。
【 就労支援講座　 内容（ 一部） 】
日商簿記3級取得講座（ 13回、 女性申込者数21人）
医療事務講座（ 14回、 女性申込者数17人）
宅建士資格取得講座（ 23回、 女性申込者数13人）
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌ゚ ﾗﾝﾅー 2級講座（ 20回、 女性申込者数25人）
6事業、 191時間、 女性申込者計114人

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 3, 000

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R8 R9 R10 R11 計画達成状況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 女性の就労支援に係る 資格取得やス キルアッ プに資する こ と がで
き た。
・ 資格によ っては合格率が一般合格率と 比較し て低いも のも あり 、
合格率を上げる 充実し た講座を実施する 必要がある 。

・ 合格率を上げる ため、 講師の選定等、 指定管理者と 協議し な
がら 、 就労支援に係る 資格取得やス キルアッ プのための講座を
実施する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

 

実　 　 績　 　 値
 成立カッ プル：

2件 -
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 女性の申込者数の減少や、 半数近く の参加者が市外在住者である
こ と などから 、 事業の見直し を行い、 経費軽減、 県内市町村の大部
分が加入し ている こ と から 加入者が多く 、 出会いの機会が多いと 見
込ま れる Ｓ Ａ Ｉ Ｔ Ａ ＭＡ 出会いサポート センタ ーに加入する こ と と
し た。

・ 令和7年度をも って事業を終了し 、 公的な結婚支援は、 埼玉
県の結婚支援事業である Ｓ Ａ Ｉ Ｔ Ａ ＭＡ 出会いサポート セン
タ ーの市町村会員に加入する こ と によ り 対応する 。

11
事業名 担当課

結婚支援事業 広聴課

事業内容 結婚を希望する 男女の出会いの催し 「 かさ さ ぎの橋」 を開催し ま す。

-

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

就職を希望する 女性を対象と する 女性向けの就労支援セミ ナー及び託児（ ２ 歳以上の未就学児） 付き 就労支援セミ ナー
を開催し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 女性で再就職を考えている 方を対象に、 仕事の
探し 方、 再就職をテーマと し たオンラ イ ンセミ
ナーを2回実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 女性で再就職を 考えている 方を対象に、 仕事の
探し 方や再就職の進め方、 多様な働き 方をテーマ
と し たオンラ イ ンセミ ナーを2回実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 1, 649

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 若者がパート ナーと 出会い、 結婚に結び付く よ
う 支援する と と も に、 結婚、 妊娠、 出産、 子育て
等についての知識の普及に努め、 将来を考える 機
会の提供を図り ま す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和7年7月に実施。 合計男性8名、 女性5名参
加。 成立カッ プル2組。 ま た、 参加費を1, 000円か
ら 500円へ変更し た。
・ 事業の見直し を 行い、 令和７ 年度をも って廃止
する こ と と し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 24

№ 10
事業名 担当課

女性の再就職セミ ナー（ 託児付） 雇用支援課

事業内容

達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 令和7年度から 、 託児付のセミ ナーに代えてオンラ イ ンセミ ナーへ
移行し た。 令和7年度に実施し た2回の女性の再就職セミ ナーのアン
ケート 結果から は、 参加者の8割以上がオンラ イ ンま たは動画配信形
式でのセミ ナーを 希望し ている こ と が分かった。 こ の結果を 踏ま え
て今後も オンラ イ ン形式でのセミ ナーの開催を検討し ていく 。

・ 女性で再就職を考えている 方を対象に、 仕事の探し 方や再就
職の進め方、 多様な働き 方をテーマと し たオンラ イ ンセミ ナー
を3回実施する 。

№

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
実施回数： 2回
参加者数： 44人
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標１ こ ど も ・ 若者の可能性を 支える 取組の推進

 

達  成　 状　 況 ｃ

№ 12
事業名 担当課

結婚相談 広聴課

事業内容 結婚を希望する 方に出会いの場の提供と 支援を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 真剣に結婚を考えている 方が理想のパート ナー
に出会える よ う 、 結婚相談員が相談・ 助言・ 紹介
など を無料で行っていま す。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 毎週月・ 水曜日及び第2日曜日、 第4土曜日に
ウ ェ ス タ 川越市民相談室で実施。 相談件数1, 559
件、 申込件数51件、 紹介組数118組、 結婚成立件数
2組
・ 事業の見直し を 行い、 令和７ 年度をも って廃止
する こ と と し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 050

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 民間事業者の結婚支援サービス の充実も あり 、 登録者数の減少、
固定化が続いたこ と などから 、 事業の見直し を行い、 経費軽減、 県
内市町村の大部分が加入し ている こ と から 加入者が多く 、 出会いの
機会が多いと 見込ま れる Ｓ Ａ Ｉ Ｔ Ａ ＭＡ 出会いサポート センタ ーに
加入する こ と と し た。

・ 令和7年度をも って事業を終了し 、 公的な結婚支援は、 埼玉
県の結婚支援事業である Ｓ Ａ Ｉ Ｔ Ａ ＭＡ 出会いサポート セン
タ ーの市町村会員に加入する こ と によ り 対応する 。

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 2件

成果指標 目　 標

成婚数 5件（ 各年度）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標２ こ ど も ・ 若者が安全・ 安心の下で、 自分ら し く 成長でき る 体制の整備

 

 

⑶ 事業の評価（ Check）

№
事業名 担当課

不登校対策の推進 教育センタ ー1

成果指標 目　 標

- -

事業内容
不登校の未然防止、 早期発見・ 早期対応に向け、 児童生徒が安心し て学ぶこ と ができ る 学校づく り を推進する と と も
に、 個々の不登校児童生徒に対し て多様で適切な教育機会を確保する など、 状況に応じ た支援を 推進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 不登校支援セミ ナーの開催（ 3回）
・ さ わやか相談員に相談業務（ 通年）
・ さ わやか相談員研修会（ 2回）
・ 教育支援室（ つばさ 教室・ 小学生学習支援室）
の活動（ 通年）
・ ス チュ ーデント サポータ ー事業（ 9月～3月）
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会の開催

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 不登校支援セミ ナーを、 学校教育相談コ ン サルテーショ ン
研修会と の共催で行っ た。
・ さ わやか相談員を市内全中学校に配置し 、 相談室運営を
行っ た。 教育支援室やス チュ ーデン ト サポータ ーを 活用する
こ と で、 不登校児童生徒の社会的な自立を目指し た。
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会では、 校内学習室の
具体的な運用を 各小中学校に周知でき る よ う にし た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 96, 431

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 -

-
達  成　 状　 況

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

事業内容
６ 歳から １ ８ 歳ま で（ 年長から 高校生等） の教育に関わる 様々な悩みなどについて、 教育相談支援員等によ る 教育相
談体制の充実を図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー研修会（ 3回）
・ 教育センタ ー・ 第一分室（ リ ベーラ ） ・ 第二分
室・ U-PLACEによ る 相談事業の実施（ 通年）
・ 臨床心理士によ る 相談業務（ 通年）

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー7名を配置し 、 児
童生徒296名の支援を行った。 教育センタ ー・ 教
育センタ ー第一分室（ リ ベーラ ） ・ 第二分室・ U-
PLACEで行った面談件数は延べ3027件であっ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 96, 431

・ 不登校の要因には、 本人の問題や家庭的な問題、 友人関係など 多岐にわたっ てい
る 。 不登校児童生徒の支援と し て校内学習室の利用や教育支援室（ つばさ 教室） の
運用、 ま たさ わやか相談員を 市内21校に配置する など 、 個に応じ た支援を 行っ てき
ている 。 し かし ながら 、 不登校児童生徒数は、 依然高止ま り し ている 状況にある 。
・ 校内学習室における 支援員が配置さ れていないため、 校内学習室の十分な運営が
でき ないのが課題である 。

・ 令和８ 年度は、 校内学習室支援員を 小学校8校に配置し 、 自分の教室に入
り づら い児童の学びの保障と と も に居場所の確保に努める 。 ま た県と の共催
「 メ タ バース 空間を活用し た不登校対策支援」 事業に加え、 川越第一中学校
においてＩ Ｃ Ｔ を 活用し た「 バーチャ ル登校」 事業を ト ラ イ アルで実施す
る 。

№
事業名 担当課

教育相談事業 教育センタ ー2

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
相談件数：

3, 027件 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 相談の中でも 不登校によ る 相談が815件であった。 本市の課題と
し て、 不登校児童生徒への支援は喫緊の課題である 。

・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー研修会、 さ わやか相談員研修
会、 学校教育相談コ ンサルテーショ ン研修会、 生徒指導・ 教
育相談中級研修会等の研修を効果的に実施する と と も に、 喫
緊の課題である 不登校支援に重点的な指導を行う 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標２ こ ど も ・ 若者が安全・ 安心の下で、 自分ら し く 成長でき る 体制の整備

 

 

事業内容
児童生徒、 保護者から のいじ めに関する 相談に応じ る など相談体制の充実を図り 、 相談者に寄り 添う と と も に、 相談
者と 関係機関を繋げて建設的な行動へつながる よ う に助言を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 一年中（ 年末年始を除く ） 、 いじ めに関する 相
談に対応でき る よ う にする 。
・ 学校専門指導員、 教育相談支援員、 指導主事に
よ る 相談対応を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ いじ め相談直通電話の相談件数（ 30件）
・ いじ め電子窓口の相談件数（ 1件）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

いじ め相談事業 教育センタ ー3

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

いじ め相談直通電
話相談件数： 30件
いじ め相談電子窓

口： 1件 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 相談日（ 要予約） を 設け、 ひき こ も り で困っ ている 本人・ 家族に対し 、 問題解決に向けた支援を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 原則毎月第２ 木曜日に、 ひき こ も り について悩
む家族や本人と の面接を 行い、 問題解決の一助と
する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 原則毎月第２ 木曜日に、 ひき こ も り について悩
む家族や本人と 面接を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 835

・ 年末年始を除いて一年中、 直通電話・ 電子窓口を開設し ている ため、 多
く の相談に対応する こ と ができ た。
・ 学校専門指導員、 教育相談支援員、 指導主事が相談者の話を傾聴し 、 具
体的な対応策を伝えたり 、 事務局から 学校に速やかに情報提供し たり し
て、 問題の解決を図った。

・ 一年中（ 年末年始を除く ） 、 いじ めに関する 相談に対応でき る よ
う に事業を継続し ていく 。
・ 学校専門指導員、 教育相談支援員、 指導主事によ る 相談対応を行
う 。

№
事業名 担当課

ひき こ も り に関する 相談 保健予防課4

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 相談者数： 9 人

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ ひき こ も り について、 どこ にも 相談でき ずにいる 当事者及び家族
は潜在化し ている 可能性があり 、 ひき こ も り 相談窓口の周知の強化
が必要と 考える 。

・ リ ーフレ ッ ト を作成、 関係機関・ 学校等に配布し 、 周知を
図り 、 原則毎月第２ 木曜日に、 ひき こ も り について悩む家族
や本人と の面接を行い、 問題解決の一助と する 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標２ こ ど も ・ 若者が安全・ 安心の下で、 自分ら し く 成長でき る 体制の整備

 

 

事業内容 ひき こ も り に関する 正し い理解と 知識を 学ぶための講座を実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市民を対象にひき こ も り に関する 正し い理解と
知識の普及を図る こ と を 目的に年１ 回、 ひき こ も
り 公開講座を実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 令和7年10月29日に保健所大会議室にてひき こ
も り 公開講座「 体験者が語る ！ひき こ も り の理解
と 対応の道し る べ」 を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 56

№
事業名 担当課

ひき こ も り 公開講座 保健予防課5

成果指標 目　 標

参加者数 30人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 37人

-
達  成　 状　 況

事業内容
こ ども の登下校時の安全・ 安心を支える ため、 地域住民がいざと いう と き の駆け込み先と なれる よ う 、 こ ど も １ １ ０
番の家に対し て支援を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市民会議事業と し て看板を作製する 等、 地域・
学校・ Ｐ Ｔ Ａ の活動を支援し ていく 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ こ ども 110番の家の運営主体は、 地域・ 学校・
Ｐ Ｔ Ａ である が、 その活動を 支援する ため、 市民
会議事業において看板を 作製し 、 新規登録者や汚
破損によ る 掛け替えに対応し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 2年連続で当事者を講師と し て公開講座を実施し た。 当事者視点
から の講義だけでなく 、 周囲の対応に焦点を当てた講義を隔年等で
実施し ていく 必要がある 。

・ 講義内容を当事者視点から 周囲の対応を焦点と し て、 市民
を対象にひき こ も り に関する 正し い理解と 知識の普及を図る
こ と を目的に年１ 回、 ひき こ も り 公開講座を実施する 。

№
事業名 担当課

こ ど も １ １ ０ 番の家 こ ども 育成課6

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
登録か所数：

3, 453か所 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 地域によ っては、 看板を掲げていても 空き 家になってし ま っ た
り 、 高齢化によ り 辞退する 家も ある と 聞いている 。
・ 新規希望の問い合わせも あり 、 その場合は運営主体につなぐ よ う
にし ている 。

・ 市民会議事業と し て看板を作製する 等、 地域・ 学校・ Ｐ Ｔ
Ａ の活動を支援し ていく 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標２ こ ど も ・ 若者が安全・ 安心の下で、 自分ら し く 成長でき る 体制の整備

 

 

事業内容 交通安全教室を実施し 、 交通安全思想の普及を図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 関係団体・ 機関と 連携し ながら 児童を 中心に交
通安全教育を実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 関係団体・ 機関と 連携し ながら 児童を中心に交
通安全教育を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 722

№
事業名 担当課

交通安全教室 防犯・ 交通安全課7

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

参加者延べ数：
11, 202人
【 内数】

幼児： 386人
小学生： 9, 415人 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 児童の登校時に交通の危険な場所において登校指導を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 小学校の通学路で危険と 思われる 交差点や横断
歩道において、 こ ど も たちが安全に登校でき る よ
う 登校指導を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 小学校の通学路で危険と 思われる 交差点や横断
歩道において、 こ ども たちが安全に登校でき る よ
う 登校指導を行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 10, 934

・ 交通指導員の高齢化及び人員確保及び夏の猛暑の中で交通安全教
室を実施する 際の熱中症対策が課題と なっている 。

・ 市ＨＰ 等を活用し 交通指導員募集を行い、 人員を確保す
る 。
・ 夏に交通安全教室を開催する 場合、 熱中症対策と し て、 体
育館等の屋内での実施や休憩時間の確保について各学校に依
頼する 。

№
事業名 担当課

児童の登校時の交通安全指導 防犯・ 交通安全課8

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

交通指導員数：
49人

配置か所数：
49か所 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 交通指導員の高齢化及び人員確保が課題と なっている 。
・ 市ＨＰ 等を活用し 交通指導員募集を行い、 人員を確保す
る 。
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標２ こ ど も ・ 若者が安全・ 安心の下で、 自分ら し く 成長でき る 体制の整備

 

 

事業内容
児童生徒の通学路の安全を確保する ため、 路面表示等の安全対策を講じ る と と も に、 ス ク ールガード リ ーダーの見守
り や安全見守り 講習会等を実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 毎年度、 各小中学校から 提出さ れる 通学路安全点検票に基
づき 、 路面標示等によ る 通学路安全対策を 実施する 。 加え
て、 地元自治会から の要望に対し ても 安全対策を実施する 。
・ 児童生徒が安心し て教育を 受けら れる よ う 、 家庭や地域の
関係機関・ 団体と 連携し ながら 、 地域のボラ ン ティ アを活用
する 等、 地域社会全体で学校安全に取り 組む体制を 整備し 、
安全で安心な学校を確立する ための各種取組を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内の各小中学校から 提出さ れる 通学路安全点検票や地元
自治会等から の要望を 受けて、 通学児童の歩行空間を 確保す
る ため通学路に区画線やグリ ーン ベルト によ り 路側帯を設置
又交差点強調や注意喚起の文字・ 記号によ る 減速対策を実施
し た。
・ ス ク ールガード ・ リ ーダーによ る 子ど も の登下校時の安全
見守り 活動の実施。
・ 通学路の安全点検。
・ 子ど も の見守り 講習会の開催。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

№
事業名 担当課

安全・ 安心な通学路等の確保
防犯・ 交通安全課
教育指導課

9

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

・ 安心安全通学路対
策事業： 34か所

・ 小学校・ 中学校の
開校日（ 平日） にお
ける 児童生徒の交通
事故等のう ち、 教育
委員会に報告のあ っ

た件数： 29件

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 毎年、 要望が増加し ている 状況であり 、 要望のあっ た年度内に実施する こ と は、
限ら れた予算では困難な状況である 。
・ ス ク ールガード リ ーダーによ る 子ど も の登下校の見守り 活動を 引き 続き 実施し て
いく にあたり 、 ス ク ールガード リ ーダーの後継者不足は喫緊の課題である 。 ま た、
ス ク ールガード リ ーダーの活動は無償のため、 学校間で活動状況や活動内容に隔た
り がある 。 そのため、 年１ 回の子ど も の見守り 講習会で、 ス ク ールガード リ ーダー
同士の情報交換会を 令和７ 年度に行っ たが、 非常に好評であった。

・ 優先順位を 付け、 緊急度の高いも のから 順次実施する 。
ま た、 地域から の要望に対し て、 現場を確認し ながら 、 必要な対策を実施し
ている こ と から 、 交通安全計画の目標についても 達成を 目指す。
・ 児童生徒が安心し て教育を 受けら れる よ う 、 家庭や地域の関係機関・ 団体
と 連携し ながら 、 学校の安全管理に関する 取組を 一層充実する 。
・ 地域と の連携を 図り 、 地域のボラ ン ティ アを 活用する 等、 地域社会全体で
学校安全に取り 組む体制を整備し 、 安全で安心な学校を 確立する ための各種
取組を 行う 。

№
事業名 担当課

防犯情報等の提供 防犯・ 交通安全課10

事業内容
小江戸川越防犯のま ちづく り 情報メ ール配信サービス 及び川越市公式Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ によ り 、 メ ール及びＬ Ｉ Ｎ Ｅ 登録者に
対し 防犯に関する 最新情報を提供し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ メ ール配信サービ ス や公式LI NEの周知を行う 。
・ 地域住民へ犯罪情報等を配信し 、 自主防犯活動
を推進する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ ホームページや防犯のま ちづく り 出前講座を通
じ てメ ール配信サービス や公式LI NEの周知を 行っ
た。
・ 地域住民へ犯罪情報等を配信し 、 自主防犯活動
を 推進し た。

目　 標

防犯情報メ ール配信サービス 及び市公式LI NEの防犯情報登録者
数の合計数

計画期間中に登録者数を15, 500人に増やし ま す。

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

成果指標

16, 865人

達  成　 状　 況

・ 令和５ 年度よ り 、 川越市公式I NEによ る 配信を開始し たが、 配信
サービス の周知の結果、 LI NEの登録者が急増し ている こ と から 、 目
標値を大き く 上回る 結果と なっている 。

・ ホームページによ る 防犯情報メ ールや公式LI NEの周知を行
う と と も に、 その他の周知方法について検討し 、 自主防犯活
動を推進する 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

実　 　 績　 　 値

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

93



【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

R11R8 R9 R10

- - - - -

- - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
児童虐待に関す
る 講座への講師
派遣回数： 5回

⑶ 事業の評価（ Check）

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
児童虐待に関する 講座への講師派遣や広報へのチラ シ折り 込みなど によ り 、 必要な機会を と ら えて児童虐待に関する 周
知啓発を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 各講座への積極的な講師派遣に加え、 広報等を
通じ た周知を行う こ と によ り 、 市民や関係機関に
対し 、 児童虐待防止の啓発活動に努める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 児童虐待に関する 講座への講師派遣や広報への
折り 込みチラ シなど によ り 、 必要な機会をと ら え
て児童虐待に関する 周知啓発を行った。
・ 児童虐待に関する 講座への講師派遣回数： 5回

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 753

・ 会議を 開催し ていく と と も に、 効率的かつ効果的に議論が行える
よ う 適宜検討が必要。

・ 要保護児童等の早期発見や支援等を 目的と し て会議を開催し
ていく と と も に、 必要に応じ て関係機関と の情報交換を実施
し 、 効率的かつ効果的な会議での議論を目指す。

№
事業名 担当課

児童虐待防止の啓発活動 こ ど も 家庭課

年　 　 　 度 R7

・ 児童虐待防止の啓発方法について適宜検討が必要。
・ 各講座への積極的な講師派遣に加え、 広報等を通し た周知を
行う こ と によ り 、 市民や関係機関に対し 、 児童虐待防止の啓発
活動に努める 。

-

№
事業名 担当課

要保護児童対策地域協議会 こ ど も 家庭課1

成果指標 目　 標

- -

事業内容
要保護児童等の早期発見や適切な支援を図る ため、 関係機関が情報や考え方を 共有し 、 適切な連携ができ る よ う 協議し
ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 要保護児童等の早期発見や支援等を目的と し て
会議を 開催し ていく と と も に、 必要に応じ て関係
機関と の情報交換を 実施し 、 効率的かつ効果的な
会議での議論を目指す。
・ 児童虐待対応力向上研修の内容を充実さ せてい
く 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 要保護児童等の早期発見や適切な支援を図る た
め、 当協議会において関係機関が情報や考え方を
共有し 、 適切な連携ができ る よ う 協議し た結果、
早期発見や適切な支援を行う こ と ができ た。
・ 研修について、 同一講師に依頼し 、 第1回目の内
容を 踏ま え、 第2回目で理解をよ り 深めら れる よ う
実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 168

-
達  成　 状　 況

計画達成状況

実　 　 績　 　 値
実務者会議開催

回数：
 20回

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

-
達  成　 状　 況

2

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

№
事業名 担当課

児童虐待防止Ｓ Ｏ Ｓ セン タ ー事業 こ ど も 家庭課3

成果指標

児童虐待の早期発見、 迅速な対応、 適切な支援を図る ため、 電話によ る 相談を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 事業の周知を図る こ と で、 児童虐待の早期発見
や早期対応に繋げる と と も に、 相談し やすい環境
を整える こ と で、 児童虐待防止を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ フ リ ーダイ ヤルを設定する 等の環境を 整える こ
と によ り 、 児童虐待の通報や虐待の恐れのある 保
護者本人から の相談を受け付けた。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 119

・ 繰り 返し 事業の周知を図る 必要がある 。
・ 関係機関から の情報提供を受ける こ と も あり 児童虐待の早期対応
に繋がっ ている と 考えら れる 。

・ ホームページや広報に掲載し 更なる 事業の周知を 図る こ と
で、 児童虐待の早期発見や早期対応に繋げる と と も に、 相談し
やすい環境を整える こ と で、 児童虐待防止を図る 。

№
事業名 担当課

養育支援訪問事業 こ ど も 家庭課4

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
相談受付件数：

 648件 -
達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
「 乳児家庭全戸訪問事業」 や関係機関等から の情報収集等によ り 把握し た養育支援が必要である と 認めた家庭に対し 、
育児支援に関する 技術的援助を 専門の相談員等が訪問によ り 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 養育支援が必要である と 認めた家庭に対し 、 育
児支援に関する 技術的援助を専門の相談員等が訪
問によ り 実施。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 「 乳児家庭全戸訪問事業」 や関係機関等から の
情報収集等によ り 養育支援が必要である 家庭を把
握し 、 育児支援に関する 技術的援助を専門の相談
員等が訪問によ り 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 養育支援が必要である と 認めた家庭ではある が、 継続支援に繋が
ら ないこ と も ある 。

・ 養育に不安のある 家庭に対し 相談支援を行い、 適切な運営を
図っ ていく 。 ま た、 養育支援が必要である と 認めたが、 支援に
繋がら ない家庭は、 関係機関と 連携し 見守り ながら 支援に繋げ
ら れる よ う に関わっていく 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 確保量： 10人
利用実績： 10人

達  成　 状　 況
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

№
事業名 担当課

家庭児童相談 こ ど も 家庭課5

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 こ ど も の発達に関する こ と 、 学校生活（ 幼稚園、 保育園等も 含む） 、 家族関係など の相談に応じ ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 家庭における 児童の養育と 教育に関連し て発生
する 種々の問題の解決を図る ため、 家庭児童相談
室を設置し て、 保護者や関係機関から の相談に応
じ る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 保護者や関係機関から の相談に対し 、 適切に対
応し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 21, 343

・ 子育てにま つわる 幅広い相談の受け皿と なっており 、 家庭環境の
複雑化や児童虐待の増加等の影響を受けて相談件数は年々増加傾向
にある 。

・ 家庭児童相談室を設置し て、 保護者や関係機関から の相談に
応じ る 。

№
事業名 担当課

ふれあい親子支援事業 母子保健課6

-

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
相談件数
13, 156件 -

達  成　 状　 況

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容 育児不安が強く 支援が必要な母親に対し 、 グループミ ーティ ング等を通じ て、 不安の解消を図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 育児不安が強く 支援が必要な保護者に対し 、 グ
ループミ ーティ ングの実施や個別相談支援を行
い、 不安の解消に努める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 育児不安が強く 支援が必要な保護者に対し 、 不
安の解消を行う ためグループミ ーティ ン グを実施
し た。
・ 育児不安解消のため子育て公開講座を 実施し
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 開催ご と に新規参加者がおり 、 断続的に参加する 方も いる こ と か
ら 事業の需要が見込ま れる 。

・ 育児不安が強く 支援が必要な保護者に対し 、 グループミ ー
ティ ングの実施や個別相談支援を行い、 不安の解消に努める 。
・ 育児不安の解消と グループミ ーティ ングの周知のために子育
て公開講座を実施する 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
グループミ ーティ ン

グ開催数： 12回
（ 子育て公開講座１

回を含む） -
達  成　 状　 況
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

№
事業名 担当課

乳幼児健診未受診等育児支援訪問事業 母子保健課7

成果指標 目　 標

未受診児の状況把握率（ 未受診児のう ち、 状況把握でき ている
児童の割合）

100%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
乳幼児健診未受診世帯に対し て、 その状況を把握し 、 受診勧奨や育児支援を行い、 児童虐待の予防、 育児不安の軽減を
図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 乳幼児健診未受診世帯に対し て、 受診勧奨や育
児支援を行い、 児童虐待の予防、 育児不安の軽減
を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 電話や訪問等によ り 乳幼児健診未受診世帯に対
し て受診勧奨や育児支援を行った。
・ 状況が把握でき ない家庭については児童福祉部
門等と 連携を行い、 状況を把握し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 令和７ 年度の乳幼児健診対象者（ ４ か月児・ １ 歳半： ３ 歳児） に
ついては、 ２ 名を除き 把握ができ た。 ２ 名については引き 続き 状況
把握に努める 。

・ 乳幼児健診未受診世帯に対し て、 受診勧奨や育児支援を行
い、 児童虐待の予防、 育児不安の軽減を図る 。
・ 状況が把握でき ない家庭については児童福祉部門等と 連携を
行い、 すべての家庭の状況を把握する 。

№
事業名 担当課

妊娠期から の虐待予防強化事業 母子保健課8

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 99. 5%

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
県内の産婦人科医療機関等と 連携し 、 妊娠期の段階から 支援が必要と さ れる 家庭を積極的に把握し 、 訪問等を行い、 早
期に育児不安の解消を図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 県内の産婦人科医療機関等と 連携し 、 妊娠期の
段階から 支援が必要と さ れる 家庭を積極的に把握
し 、 訪問等によ り 支援を行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 養育支援連絡票に基づき 、 県内の産婦人科医療
機関等と 連携し 、 妊娠期の段階から 支援が必要と
さ れる 家庭を積極的に把握し 、 訪問等によ り 支援
を行い、 早期に育児不安の解消を図った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） －

・ 県内の産婦人科医療機関等と 連携し 、 妊娠期の段階から 支援が必
要と さ れる 家庭に対し て早期に支援を行う こ と ができ た。

・ 県内の産婦人科医療機関等と 連携し 、 妊娠期の段階から 支援
が必要と さ れる 家庭を積極的に把握し 、 訪問等によ り 支援を行
う 。

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 対応件数：
241件

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

№
事業名 担当課

子育て世帯訪問支援事業 こ ど も 家庭課9

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
家庭や養育環境を整え、 虐待リ ス ク 等の高ま り を未然に防ぐ ため、 家事・ 育児等に対し て不安や負担を抱える 子育て家
庭、 妊産婦、 ヤングケアラ ー等がいる 家庭など に対し 、 訪問支援員を派遣し 家事育児等の支援を実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 子育て等に不安や負担を抱える 家庭へ、 訪問支
援員を 派遣し 、 不安や悩みを傾聴する と と も に、
家事や育児支援を行う こ と で、 養育環境を 整え、
児童虐待の予防を図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 子育て等に不安や負担を抱える 家庭の不安や悩
みを 傾聴し 、 家事や育児支援を行う こ と で、 養育
環境を整え、 児童虐待の予防を図れる と 判断し た
家庭に対し 速やかに訪問支援員の派遣を 行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 3, 385

・ 児童虐待防止のために、 必要と 認めら れた家庭に対し 、 速やかに
訪問支援員の派遣を 行い、 家事や育児支援を 行う こ と で、 養育環境
を整える こ と ができ た。

・ 関係機関と 連携し つつ、 子育て等に不安や負担を 抱える 家庭
の不安や悩みを 傾聴し 、 必要な家庭に支援ができ る よ う に努め
ていく 。

№
事業名 担当課

親子関係形成支援事業
こ ど も 家庭課
療育支援課

10-1

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
30世帯

利用実績：
21世帯

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

事業内容
こ ど も と の関わり 方や子育てに悩みや不安を抱えている 保護者及びそのこ ど も に対し 、 子育て支援のプロ グラ ムを 実施
し 、 良好な親子関係づく り を支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ ペアレ ント ・ プロ グラ ム/ペアレ ン ト ・ ト レ ーニ
ング）
・ おおむね３ ～１ ２ 歳のこ ど も を育てている 保護
者を対象に、 ペアレ ント ・ プロ グラ ムま たはペア
レ ント ・ ト レ ーニン グを実施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 公民館と の共催で、 ペアレ ント ・ プロ グラ ムを
３ 回、 ペアレ ン ト ・ ト レ ーニングを１ 回の合計４
回を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 20

・ 参加者には親子関係に何ら かのよ い影響がみら れ、 プロ グラ ムも
適当である と 思われる 。

おおむね３ ～１ ２ 歳のこ ど も を育てている 保護者を 対象に、 公
民館と 共催で、 ペアレ ント ・ プロ グラ ムま たはペアレ ント ・ ト
レ ーニングを実施する 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
55人

利用実績：
51人

達  成　 状　 況

⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

 

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 パネル展2回
啓発品配布2回 -

達  成　 状　 況 - - - - -

達  成　 状　 況 ａ

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

成果指標 目　 標

- -

事業名 担当課

デート Ｄ Ｖ 防止啓発 男女共同参画課

№ 10-2
事業名 担当課

親子関係形成支援事業
こ ど も 家庭課
療育支援課

事業内容
こ ど も と の関わり 方や子育てに悩みや不安を抱えている 保護者及びそのこ ど も に対し 、 子育て支援のプロ グラ ムを 実施
し 、 良好な親子関係づく り を支援し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

（ CCAP版親と 子の関係を育てる ペアレ ンティ ング
プロ グラ ム®）
・ 事業を開始。 1プロ グラ ム10名程度の定員で、 全
7回（ 6回＋フ ォ ロ ーアッ プ） 実施予定

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

（ CCAP版親と 子の関係を育てる ペアレ ン ティ ング
プロ グラ ム®）
・ CCAP版親と 子の関係を育てる ペアレ ン ティ ング
プロ グラ ム®の実施
6名の参加で全7回（ 6回＋フ ォ ロ ーアッ プ）

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 初めての実施事業であっ たため、 親子教室や専門相談の利用者に限定し て周知
し 、 ６ 名の参加で実施。
　 →通園児の保護者への周知ができ なかっ たため、 今後は通園児の保護者に周知
し 、 参加率の上昇を 図る 。
・ 出席率が低かっ た。
　 →出席する 必要性を理解し ても ら う よ う に努める 。
・ 実施回数を 増やすためフ ァ シリ テータ の増員が必要。

・ 通常版の前にダイ ジェ ス ト 版（ ２ 時間程度） を実施する こ と で広く 周知
が可能と なり 、 通常版への参加や通常版の出席の必要性を 促進する 。
・ フ ァ シリ テータ の増員を 行う 。

成果指標 目　 標

利用実績に対する 提供体制の確保（ 確保量） 確保量－利用実績≧０

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

確保量：
55人

利用実績：
51人

№ 11

事業内容 若年層に働き かけ、 デート Ｄ Ｖ の被害に遭わないよ う 予防・ 啓発活動を行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 市ホームページ等でデート Ｄ Ｖ の予防について
周知する
・ 学生への直接的な啓発のため、 市内中学校、 高
校、 大学に啓発品を 配布する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市ホームページでデート Ｄ Ｖ の防止について周知し た
他、 4月の若年層の性暴力被害予防月間に合わせて広報川越
にデート DV啓発記事を 掲載し た。
・ 11月の「 女性に対する 暴力を なく す運動」 およ び12月の
イ ーブン ラ イ フ i n川越で、 パネル展を 実施し た。
・ 男女共同参画課作成の啓発冊子「 ス ト ッ プ！デート Ｄ
Ｖ 」 を二十歳のつど いで200部、 市内中学校、 高校、 大学に
各50部配布し た。 ま た、 埼玉県作成のデート Ｄ Ｖ 防止啓発
カード 「 ス ト ッ プデート Ｄ Ｖ 」 を 、 市内の公立・ 私立高
校、 大学計19校に各50部配布し た。

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 市内の中学校・ 高校・ 大学や二十歳のつど いで啓発物の配布を行
い、 こ ど も や若年層へのデート DV防止の啓発に努めている も のの、
講座やパネル展など の参加型啓発事業では、 当事者である こ ど も ・
若年層の参加率が低いこ と が課題である 。

・ 学生や若年層に向けた効果的な周知・ 啓発方法を 検討し なが
ら 、 引き 続き 市ホームページ等でデート Ｄ Ｖ の予防について周
知する と と も に市内中学校、 高校、 大学に啓発冊子を配布する
等、 周知・ 啓発活動を行う 。

⑶ 事業の評価（ Check）

99



【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来を つく る 取組の推進
施策目標３ こ ど も を 虐待から 守る 取組及びこ ど も ・ 若者が社会生活を 円滑に営むための支援の推進

 

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ 国が令和７ 年に実施し たヤン グケアラ ーに関する 調査では、 小学
６ 年生の認知度が43. 4％、 中学２ 年生の認知度が58％と なってお
り 、 おおよ そ同程度の認知度である 。

・ 調査対象者について検討を行った上で、 ヤングケアラ ーに関
する 実態調査を 実施する 。
・ 市LI NE公式アカウ ント やSNSなど も 活用し て、 積極的にヤン
グケアラ ーに関する 啓発を 行う 。

事業名

ヤン グケアラ ーに係る 啓発活動 こ ど も 政策課

成果指標 目　 標

ヤン グ ケア ラ ーの認知度 70%

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 55%

達  成　 状　 況 ｂ

事業名 担当課

ヤン グケアラ ーへの支援体制の充実
福祉推進課/地域包括ケア推進課
こ ど も 政策課/こ ど も 育成課
こ ど も 家庭課

№ 13

事業内容
ヤングケアラ ーについて、 ホームページ等で周知・ 啓発を行う こ と によ って、 本人に気づき を与える こ と ができ る と と
も に、 ヤングケアラ ーの周囲の大人等が気づく こ と によ って支援につなげま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ ヤン グケアラ ーの実態を把握する こ と 、 困り ご
と を抱えたこ ど も を 支援に繋げる こ と に加え、 ヤ
ングケアラ ーである こ ど も 自身に気づき を 与えら
れる よ う な効果も 期待し 、 市内の小学生及び中学
生を対象にヤングケアラ ーに関する 実態調査を実
施する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 市内の小学生及び中学生を 対象にヤン グケア
ラ ーに関する 実態調査を実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

-
達  成　 状　 況 - - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

・ ヤングケアラ ー実態調査の結果から 、 本市においても 全国平均と
同程度のヤングケアラ ーの可能性のある こ ど も がいる こ と が分かっ
た。
・ 声を上げにく いこ ど も も いる と 考えら れる ため、 大人がヤングケ
アラ ーを 理解し 、 支援する 側の大人を増やし ていく こ と が必要であ
る 。

・ 地域福祉サポート シス テムの機能強化を図る 。
・ ヤングケアラ ー実態調査を引き 続き 実施し 、 早期発見や必要
な支援に繋げていく 。
・ 大人側にも 気づき を与えら れる よ う 、 講話など を 実施する 。

№ 12

事業内容
ヤングケアラ ーの発見から 支援につなげる ま での一連のプロ セス を 確立し 、 関係各課・ 各機関等に共有する と と も に、
ホーム ページ等で幅広く 周知する こ と で、 ヤングケアラ ー本人やその周囲の大人等に気付き を与え、 支援につなげま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 地域福祉サポート シス テムの機能強化を 図る 。
・ ヤン グケアラ ー実態調査を行う と と も に、 緊急
性のある 児童生徒がいた場合、 迅速に対応する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーカー（ Ｃ Ｓ Ｗ） が
福祉に関する 相談支援を実施し た。
・ ヤングケアラ ー実態調査での児童生徒から の回
答内容を踏ま えた対応方針を 定め、 学校の協力を
得た上で対象の児童生徒の見守り を実施する 等、
早期対応のための体制を整える こ と ができ た。
・ ケアマネ情報交換会に出席し 、 ヤングケアラ ー
に関する 講話を 行った。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

成果指標 目　 標

- -

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 -

⑶ 事業の評価（ Check）
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 医療的ケア 児等コ ーディ ネータ ーを 対象と し た交流会を 開催し た
こ と で、 課題や医療的ケア児の人数等について情報共有を 行う こ と
ができ た。
・ 今後は、 関係機関と の情報共有を 一層推進し 、 支援体制の充実を
図る 必要があ る 。

・ 医療的ケア児等コ ーディ ネータ ーを 中心に関係機関と の連
携を 強化し 、 情報共有や支援体制の充実を 図る 。
・ 医療的ケア児等コ ーディ ネータ ーを 対象と し た交流会を 継
続開催し 、 支援事例や地域課題の共有、 支援ス キルの向上を
図る 。

成果指標 目　 標

医療的ケ ア児等に係る コ ーディ ネータ ーの配置数 関係機関に5人のコ ーディ ネータ ーを 配置し ま す。

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 10人

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 3箇所

達  成　 状　 況

事業内容
地域における 医療的ケア児等のニーズ等を 勘案し 、 医療的ケア児に対する 関連分野の支援を 調整する コ ーディ ネー
タ ーを 配置し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 医療的ケア児等に対する 相談支援体制の実施を
図る ため、 関係機関と の連携を 強化する 。
・ 医療的ケア児等コ ーディ ネータ ーの配置に向け
た取り 組みを 進める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 関係機関と の連携体制の構築を 進める 中で、 医
療的ケア児等コ ーディ ネータ ーを 対象と し た交流
会を 開催し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

・ 新たに３ 事業所を 指定し 、 目標を 達成し た。
・ 地域やサービ ス 種別によ っ ては供給状況に偏り がある こ と から 、
引き 続き 計画的な整備を 進める 必要がある 。

・ 障害児通所支援事業所の整備を 推進する と と も に、 サービ
ス の質の向上に向けた支援を 実施する 。
・ 集団指導、 制度改正に係る 通知等を 通じ て適正な事業運営
を 支援する 。

№
事業名 担当課

医療的ケ ア 児等に対する コ ーディ ネータ ーの配置
障害者福祉課
療育支援課

2

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

№
事業名 担当課

障害児通所支援事業の充実 療育支援課1

成果指標 目　 標

重症心身障害児を 支援する 児童発達支援事業所及び放課後等デ
イ サービ ス 事業所の箇所数

3箇所

事業内容
児童発達支援、 放課後等デイ サービ ス 、 保育所等訪問支援など の障害児通所支援事業サービ ス について、 提供体制の
確保及び安定に努める と と も に、 その質の向上を 促進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 障害児通所支援事業所の整備を 促進する 。
・ 既存事業所のサービ ス の質の向上を 支援する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 障害児通所支援事業所の指定及び相談対応を 行
い、 事業所の整備を 推進し た。
・ サービ ス の質の向上に向け、 指定基準や運営基
準に関する 助言・ 指導、 制度改正に係る 情報提供
を 実施し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 通園児については、 安心安全で適切な支援を 提供し ている 。
・ センタ ーに求めら れる 中核機能である 保育所等訪問支援は前年度
よ り 件数増加し た。
・ 地域支援の取組と し て、 民間の児童発達支援事業所を 集めて連絡
会の実施を 検討。

・ 安心安全で適切な支援の提供を 継続。
・ 保育所等訪問支援については、 人員配分によ り 増員し て更
なる 件数増加を 図る 。
・ 地域支援と し て、 民間の児童発達支援事業所を 集めた連絡
会を 実施する 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

児童発達支援事業：
8, 416人（ 延人数）
保育所等訪問支援事
業：  30件（ 延件数）

各種相談支援：
7, 001件（ 延件数）
親子教室：  1, 555人

（ 延人数）

-
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
児童発達支援セン タ ーと し て地域における 障害児支援の中核的な役割を 担う ため、 児童発達支援事業を はじ め、 保育
所等訪問支援事業、 各種相談支援事業、 親子教室など を 通じ 、 障害のあ る こ ど も や医療的ケア 児の特性に応じ た支援
体制の充実に努めま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 児童発達支援事業（ 通園あけぼのひかり ） 、 保
育所等訪問支援事業、 各種相談支援事業、 親子教
室の実施。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 児童発達支援事業（ 通園あけぼのひかり ） 、 保
育所等訪問支援事業、 各種相談支援事業、 親子教
室の実施。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 65, 215

・ 関係機関によ る 協議を 継続的に実施し たこ と で、 支援体制の課題
を 共有し た。
・ 医療的ケア 児ガイ ド ブッ ク の必要性を 確認し 、 令和８ 年度に作成
する こ と を 決定し た。
・ 今後は、 ガイ ド ブッ ク の内容を 充実さ せ、 実効性のある 支援につ
なげていく 必要がある 。

・ 医療的ケア児ガイ ド ブッ ク の作成を 進めていく 。
・ 関係機関と 連携し 、 活用方法や周知についても 検討を 進め
る 。

№
事業名 担当課

児童発達支援セン タ ー事業の充実 療育支援課4

成果指標 目　 標

医療的ケ ア児の関係機関等が連携を 図る ための協議の実施回数 1回以上（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 3回

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
医療的ケア児と その家族が地域において直面する 課題及びその対応策を 検討する ため、 医療的ケア児の関係機関等が
連携を 図る ための協議を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 医療的ケア児と その家族が地域で安心し て生活
でき る よ う 、 関係機関と 連携し 、 地域課題及び対
応策の検討を 進める 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 医療的ケア児の支援に関わる 関係機関等によ る
協議を ３ 回実施し た。
・ 会議体において医療的ケア児ガイ ド ブッ ク 作成
に向けた検討を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） -

№
事業名 担当課

医療的ケ ア 児の関係機関等が連携を 図る ための協議の実施
障害者福祉課
療育支援課

3

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 登録者が必要と する サービ ス を 、 事業所が提供でき ている 。
・ 障害児（ 者） の経済的負担の軽減が図れており 、 引き 続き 事業を
行う 必要があ る 。

・ 適正なサービ ス 提供を 事業所に促し 、 サービ ス を 提供する
団体に補助金を 交付する 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
登録者数：
1, 103 人 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
在宅の障害児、 障害者及びその家族の必要に応じ 、 障害児等の一時預かり 、 送迎、 外出援助等のサービ ス を 提供する
団体に補助金を 交付する こ と によ り 、 障害者の福祉の向上及び介護者の負担軽減を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 障害児（ 者） 及びその家族に対し て、 福祉の向
上及び介護者の負担軽減を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 適正なサービ ス 提供を 事業所に促し 、 サービ ス
を 提供する 団体に補助金を 交付し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 28, 507

・ 駐車場に屋根のある 乗降ス ペース ができ たこ と で、 雨天時におい
て利用者の利便性が向上し た。
ま た、 食材搬入口に屋根を 設置し たこ と で食材の衛生が保たれ、 安
心安全な給食提供に寄与し ている 。
・ 開設8年目を 迎え、 修繕について検討し ていく 必要があ る 。

・ 安心安全な施設利用を 担保する ために、 計画的な修繕計画
を 策定する 。

№
事業名 担当課

生活サポート 事業 障害者福祉課6

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 -

-
達  成　 状　 況

事業内容
雨天時に利用者が安全に乗降でき る よ う 、 児童発達支援セン タ ー内に屋根を 設置する など 、 施設の環境改善を 図り ま
す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

施設の利便性向上のために、 駐車場及び調理室の
食材搬入口に屋根を 設置する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 駐車場及び調理室食材搬入口に屋根を 設置

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 7, 969

№
事業名 担当課

児童発達支援セン タ ー施設環境整備 療育支援課5

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 本手当は国から の法定受託事務であり 、 引き 続き 重度の障害児に
対し て、 経済的及び精神的負担の軽減を 図る ため障害児福祉手当を
支給し ていく 。

・ 対象者への手当の周知に努める 。
・ 在宅の重度心身障害者に手当を 支給する 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

人数：
2, 319人
総額：

37, 176, 410 円 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 重度の障害児に対し て、 経済的及び精神的負担の軽減を 図る ため手当を 支給し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 在宅の重度心身障害者に手当を 支給し 、 経済
的、 精神的負担の軽減を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 重度の障害児に対し て、 経済的及び精神的負担
の軽減を 図る ため障害児福祉手当を 支給し た。
15, 690円×389人＝6, 103, 410円
16, 100円×1, 930人＝31, 073, 000円

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 37, 176

・ 特になし 。 ・ 滞り なく 特別児童扶養手当の支給を 行う 。

№
事業名 担当課

障害児福祉手当 障害者福祉課8

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

受給者数： 585人（ 令
和8年3月末時点）

支給額： 352, 967, 420
円※支給は埼玉県が

行いま す。 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
精神又は身体に一定の障害のある ２ ０ 歳未満のこ ど も を 養育し ている 方に適切に支給する こ と で、 こ ど も の福祉の増
進を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 精神ま たは身体に一定の障害がある 20歳未満の
こ ど も を 養育する 父母等が国から 受給する 特別児
童扶養手当の受給資格に係る 各種届出等の事務処
理を 行う こ と によ り 、 引き 続き こ ど も の福祉の増
進を 図る 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 特別児童扶養手当の支給を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 354

№
事業名 担当課

特別児童扶養手当 こ ど も 政策課7

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 就学相談の件数は４ ３ １ 件と なっ ており 、 昨年よ り ５ ０ 件程度増
加し ている 。 就学支援委員会の意見と 最終決定の一致率は８ ８ . ８ %
と なっ ており 、 本人保護者に寄り 添っ た就学相談が提供でき ている
一方で、 件数の増加によ る 就学相談の運営が課題である 。

・ 保護者向け就学相談セミ ナー　 ・ 就学相談
・ 就学支援委員会　 　 ・ 就学相談結果報告会
各取組の実施回数と 人員の確保を 行いながら 、 保護者に寄り
添っ た就学相談を 進め、 児童生徒にと っ て望ま し い学びの場
を 決定し ていく 。

就学相談セミ ナーの参加人数 90人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 85人

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 障害のある 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ た支援を 行える よ う 、 就学相談体制の充実を 図り ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 就学相談セミ ナー（ 年間３ 回）
・ 就学相談（ 年間６ ３ 回）
・ 就学支援委員会（ 年間１ １ 回）
・ 就学相談結果報告会（ 全小中学校）

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 保護者向けの就学相談セミ ナー及び就学相談に
おいて、 入学ま での流れの説明と 、 児童生徒一人
ひと り の望ま し い学びの場を 保護者の意向を 最大
限尊重し ながら 決定し た。 ま た、 就学相談の結果
については学校に申し 送り 、 一人ひと り の教育的
ニーズに応じ た支援へのス ム ーズな移行を 行っ
た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 371

・ 障害者等から の相談に対し て適宜対応し 、 障害者等の自立し た日
常生活又は社会生活を 営むこ と に寄与し た。
・ 相談内容ついて、 複雑化、 複合化し た課題が多く なっ ている こ と
から 、 関係機関と の連携強化を 推進する 必要がある 。

・ 障害者等から の相談に応じ る 体制を 確保し 、 適切な相談支
援を 実施する 。
・ 個別事例を 関係機関と 共同で検討する と と も に、 実際の支
援を 通じ て連携の強化を 図り ま す。

№
事業名 担当課

就学相談事業 教育セン タ ー10

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値
相談人数：

6, 904人 -
達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 地域の障害児（ 者） が自立し た生活を 送る こ と ができ る よ う 、 必要な助言及び支援を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 障害者等から の相談に応じ 、 必要な情報の提供
及び助言その他の障害福祉サービ ス の利用支援等
を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 障害者等から の相談に応じ 、 必要な情報の提供
及び助言その他の障害福祉サービ ス の利用支援等
を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 53, 326

№
事業名 担当課

障害者相談支援事業 障害者福祉課9

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 課題は特になし 。
・ 申請を 受け、 給付の承認後、 受給者証等の交付を 速やかに
行う 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

給付件数：
89件

給付総額：
2, 892, 920円 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
１ ８ 歳未満で、 心臓障害や先天性の内臓障害など の身体障害を 有する 方が指定自立支援医療機関で受ける 育成医療を
給付し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ １ ８ 歳未満で、 心臓障害や先天性の内臓障害な
ど の身体障害を 有する 方が指定自立支援医療機関
で受ける 育成医療を 給付する 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ １ ８ 歳未満で、 心臓障害や先天性の内臓障害な
ど の身体障害を 有する 方が指定自立支援医療機関
で受ける 育成医療を 給付する こ と によ り 、 経済的
負担の軽減を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 2, 893

・ 課題は特になし 。
・ 申請を 受け、 給付の承認後、 養育医療券の交付を 速やかに
行う 。

№
事業名 担当課

自立支援医療（ 育成医療） 給付 健康管理課12

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

給付件数：
132件

給付総額：
14, 845, 977円 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 養育のため指定養育医療機関に入院加療が必要な未熟児等に対し て、 その養育に必要な医療給付を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 養育のため指定養育医療機関に入院加療が必要
な未熟児等に対し て、 その養育に必要な医療給付
を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 養育のため指定養育医療機関に入院加療が必要
な未熟児等に対し て、 その養育に必要な医療給付
を 行う こ と によ り 経済的負担の軽減を 図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 14, 846

№
事業名 担当課

未熟児養育医療給付 健康管理課11

成果指標 目　 標
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【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 通級指導教室、 学級運営支援員、 特別支援教育支援員及び看護師を 配置し 、 児
童生徒一人一人の教育的ニーズに応じ た支援体制の整備を 進める こ と ができ た。
・ イ ンク ルーシブ教育シス テムの理念に基づき 、 多様な学びの場における 指導・
支援の充実を図った。 一方で、 特別な支援を 必要と し ている 児童生徒は年々増
加・ 多様化し ており 、 学校によ っ て支援ニーズに差が見ら れる こ と から 、 各校の
実情に応じ た支援体制を 一層充実さ せる こ と が課題である 。

・ 特別な支援を 必要と する 児童生徒の教育的ニーズを 的確に把握し 、 通級
指導教室、 学級運営支援員、 特別支援教育支援員及び看護師の効果的な配
置に努める 。
・ 各校の校内支援体制の充実を 図る と と も に、 通常の学級を 含めた多様な
学びの場における 一人一人の実態把握を 行い、 指導・ 支援の質の向上を推
進する 。

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 研修参加者数：
1, 036人 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
通常の学級・ 特別支援学級の在籍に関係なく 、 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ た指導支援を 行いま す。 ま
た、 それぞれの学びの場での指導支援を 一層充実さ せ、 イ ン ク ルーシブ教育シス テム の構築を 推進し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 通級指導教室の設置
・ 学級運営支援員の配置
・ 特別支援教育支援員の配置
・ 看護師の配置

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 通級指導教室を 活用し 、 個々の実態把握に基づく 障
害に応じ た支援や、 次年度の実態を 見据え特別支援学
級の計画的な配置等を 進めた。
・ イ ン ク ルーシブ教育シス テム の構築に向け、 多様な
学びの場の提供と 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズ
に応じ た指導や支援の充実を図る ため、 学級運営支援
員や特別支援教育支援員、 看護師の配置等、 環境の整
備を 行っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 209, 118

・ 課題は特になし 。
・ 申請を 受け、 支給認定の審査を 行う 。
・ 審査の結果、 認定さ れた方に、 医療受給者証を 速やかに送
付する 。

№
事業名 担当課

特別支援教育の充実 教育セン タ ー14

成果指標 目　 標

- -

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

- - - - -

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値

給付件数:
5, 161件

給付総額:
163, 470, 864円 -

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容 国が指定し た慢性疾病について、 家族の経済的負担を 軽減する ため、 必要な医療の給付を 行いま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 国が指定し た慢性疾病について、 家族の経済的
負担を 軽減する ため、 必要な医療の給付を 行う 。

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 国が指定し た慢性疾病について必要な医療の給
付を 行う こ と によ り 、 家族の経済的負担の軽減を
図っ た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 163, 471

№
事業名 担当課

小児慢性特定疾病医療給付 健康管理課13

成果指標 目　 標

107



【 事業の達成状況】
ａ ： 順調　 ｂ ： やや遅れている 　 ｃ ： 遅れている 　 ｄ ： 未実施　 ｅ ： 終了
【 計画（ ５ 年間） の達成状況】
Ａ ： 順調　 Ｂ ： やや遅れている 　 Ｃ ： 遅れている 　 Ｄ ： 未実施　 Ｅ ： 終了

基本目標６ こ ど も ・ 若者の未来をつく る 取組の推進
施策目標４ 障害児・ 医療的ケア児の施策の充実と 支援体制整備の推進

 

 

・ 各種研修を 計画的に実施し 、 教職員の理解促進や専門性の向上に
一定の成果が見ら れた。 一方、 達成度の平均値は4. 3で目標値に届
かなかっ たこ と から 、 経験段階や職種に応じ た研修内容の充実及
び、 研修成果を 学校現場の実践につなげる ための工夫が課題であ
る 。

・ 教職員の経験段階やニーズに応じ た実践的な研修を 実施す
る と と も に、 事例検討や演習を 取り 入れ、 校内支援体制の充
実につながる 研修内容へ改善を 図る 。
・ 医療的ケアを 含む多様な教育的ニーズへの対応に関する 内
容を 充実さ せ、 教職員の専門性向上を 推進する 。

ａ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check) ⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

特別支援教育に係る 6講座の受講者によ る 達成度の平均値 4. 5( 各年度)

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10 R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 4. 3

達  成　 状　 況

事業内容
児童生徒一人ひと り に応じ た教育の充実を 図る ため、 教職員が特別支援教育に係る 実践的な指導力を 高めら れる 研修
を 実施し ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 通級指導教室担当者研修会（ 年３ 回）
・ 特別支援学級新担当教員研修会（ 年４ 回）
・ 通常の学級担任等のための特別支援担当養成研修会
（ 年２ 回）
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育）
( 全６ 講座・ 年１ ２ 回)
・ 特別支援教育に係る 管理職研修会（ 年１ 回）
・ 特別支援教育に係る 会計年度任用職員研修会（ 年２
回）

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 研修を 継続し 、 管理職や教職員の特別支援教育への
理解を 深めら れる よ う にする ため、 教職員の経験段階
や立場に応じ て研修内容を 精選し 、 演習や研究授業を
取り 入れる など 、 充実し た内容になる よ う に計画し 、
実施し た。
・ 特に、 特別支援学級を 初めて担当する 教職員には重
点的に研修を 行い、 特別支援教育への理解を 深める こ
と で、 人材育成に取り 組んだ。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） 5, 035

・ 小学校5年生、 中学校1年生を対象と し 、 特別支援教育啓発資料を活用し た授業
を行ったが、 令和７ 年度は啓発資料の見直し を行う こ と ができ なかっ た。
・ 発達障害セミ ナーは大学教授等、 専門性の高い講師を招き 、 特性のある 児童生
徒の関わり 方や支援の仕方等の研修を 行う こ と ができ た。

・ 令和８ 年度には特別支援教育啓発資料の見直し を行い、 特別支援教育の
理解を さ ら に深めら れる よ う にする 。
・ 発達障害セミ ナーにおいては、 引き 続き 専門性の高い講師を招き 、 保護
者のニーズに応えら れる 内容を 検討し 、 保護者が興味をも っ て参加でき る
よ う にする こ と で、 よ り 広く 特別支援教育への理解と 啓発を 図る 。

№
事業名 担当課

特別支援教育研修の充実 教育セン タ ー16

成果指標 目　 標

発達障害セミ ナーの参加人数 50人（ 各年度）

⑶ 事業の評価（ Check）

年　 　 　 度 R7 R8 R9 R10

ｂ

⑷ 現状の分析・ 課題（ Check)

R11 計画達成状況

実　 　 績　 　 値 43名

達  成　 状　 況

⑸ Checkを 踏ま えたＲ 8年度の取組（ Act i on・ Pl an）

事業内容
小学生・ 中学生を 対象と し た、 特別支援教育に係る 理解啓発のための授業を 行いま す。 ま た、 保護者を 対象と し たセ
ミ ナー「 発達障害セミ ナー」 を 開催する こ と で、 特別支援教育を 保護者に広く 周知し 、 理解を 深めていき ま す。

⑴ R7年度の
取組（ Pl an）
※前年度作成
し たも のを
自動転記

・ 小学校5年生、 中学校1年生を 対象と し た特別支
援教育啓発資料を 活用し た授業の実施
・ 保護者を 対象と し た発達障害セミ ナーの開催

⑵ R7年度の
取組内容
（ Ｄ o）

・ 小学校5年生に「 みんななかよ く 」 、 中学校1年生に
「 共に生き る 」 と いう パン フレ ッ ト を 活用し た授業を
行い、 教職員、 児童生徒の特別支援教育への理解と 啓
発の推進を 図っ た。
・ 保護者を 対象と し た発達障害セミ ナーでは、 令和7
年度よ り 大学教授等に講師を依頼し 、 特性を 持つ児童
生徒の関わり 方や支援等の内容を 取り 扱う こ と で、 特
別支援教育に関する 理解・ 啓発を 促し た。

（ 参考） R7年度決算額（ 単位： 千円） ―

№
事業名 担当課

特別支援教育の理解促進 教育セン タ ー15

成果指標 目　 標
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４．量の見込みと確保方策の表について 

 

１ 教育・保育の量の見込みと確保方策実績（P112-P115） 

 本表は教育・保育の「量の見込み」と「確保方策」（供給量）について、市全体と市を７区

域（Ａ地区～Ｇ地区）に区分したそれぞれの区域ごとの実績を表したもので、ニーズに対し、

受け皿が確保されているかを確認することができる。 

 

【地区区域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）量の見込み 

   こども計画策定時に設定した 1 号認定、2号認定等の認定区分別の利用見込み人数。 

そのうち、「他市町のこども」については、市内の保育施設等を利用する見込みの市外のこど

もの人数を示している。 

認定区分 対  象 利用する教育・保育施設等 

１号認定 ３歳以上 
保育を必要

としない 

学校教育を

希望 私立幼稚園、認定こども園（幼稚園機能）  

２号認定 ３歳以上 保育が必要 
  ※ 

学校教育を

希望するこ

ども以外 

保育所、認定こども園（保育園機能） 

３号認定 ３歳未満 保育が必要 
保育所、認定こども園（保育園機能）、 

地域型保育事業 

※ 幼稚園や認定こども園の「１号認定（教育時間）」のこどものうち、保護者の就労の事由等

により保育が必要と認められた場合、一時預かり等の利用にあたっての補助を受けることが

できる。いわゆる「新２号認定」のこどもを指す。 

 

 （２）認定実績（需要量） 

   市内の保育施設等に入園申込み、又は保育施設等の継続利用を申請し、当該年度（4 月 1 日

現在）において、認定区分別の認定された人数。 

参考 

B 

C 

A 

D 

E 

F 

G 
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 （３）確保方策（供給量） 

   受け皿となる市内の施設種別・認定区分別の定員の総数。 

    ① 特定教育・保育施設（認定こども園・幼稚園・保育園） 

     市内の認定こども園、新制度移行幼稚園※、保育園（公立・民間）における定員の総数 

    ② 確認を受けない幼稚園 

新制度未移行幼稚園※における定員の総数 

    ③ 特定地域型保育事業 

小規模保育施設、事業所内保育施設における定員の総数 

④ 他市町の施設利用 

     市内のこどものうち、本市外の保育施設等を利用する人数 

 

※新制度移行幼稚園と新制度未移行幼稚園 

「子ども・子育て支援新制度」へ移行したか否かによるもので、違いとしては、保育料の仕

組みが異なる点である。 

新制度に移行している幼稚園では、保育料については市町村が定める負担額となり、幼児教

育・保育の無償化に伴い、保育料は所得にかかわらず 0 円となっている。 

一方で、新制度に移行していない幼稚園では、保育料について園ごとに定める一律の負担額

となるが、幼児教育・保育の無償化に伴い、月額 2.57 万円までが無償化となっている。 

 

★着眼点 

（「⑶確保方策 － ⑵認定実績」、「⑷保育」） 

確保方策（供給量）から認定実績（需要

量）を差し引き、プラスであれば、供給量

が上回り、受け皿として整っているという

ことができる。一方で、マイナスであれば

需要量が上回り、受け皿として不足してい

る可能性があるといえる。 

 

 

   

２号（学校教育を希望以外）、３号０歳

児は、プラスとなっており、受け皿が確

保されていますが、３号１、２歳児はマ

イナスとなっており、受け皿が不足して

いる可能性がある。 

地区や認定区分等の一部でマイナスと

なっている項目がある場合においても、

市全体で「⑶－⑵」の下部にある「⑷保

育」部分でプラスであれば、隣接する地

区等への入所調整を行うことで、市全体

としては、需要量に対して対応できてい

るといえる。 
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２ 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策実績（P116-P125） 

P116～P118 に掲載の表については、地域子ども・子育て支援事業の各事業における市全体の実績を表

したものであり、受け皿となる確保実績（Ｂ）【供給量】から利用実績（Ｃ）【需要量】を差し引き、プ

ラスであれば、供給量が上回り、受け皿として整っているということができる。一方で、マイナスであ

れば需要量が上回り、受け皿として不足している可能性があるといえる。 

なお、事業によって、差し引きが「０」となっているものがあるが、これは、利用申請があってから

受け皿を用意する類の事業（例として「トワイライトステイ事業」や「ショートステイ事業」など）で

あるためである。 

※時間外保育事業（延長保育事業）、放課後児童健全育成事業、地域子育て支援拠点事業の量の見込み等

については、区域を分けて算定しているため、地区別の詳細を以下のとおり別表にまとめている。 

 

（１）時間外保育事業（延長保育事業）の量の見込みと確保方策実績（P119） 

特定教育・保育と同様に市内を７区域（Ａ地区～Ｇ地区）に区分し、各地区の状況と市全体の状況を

掲載している。 

見方としては、P116～P118 に掲載の表と同じく、受け皿となる確保実績（Ｂ）から利用実績（Ｃ）を

差し引いた形としている。 

  

（２）放課後児童健全育成事業の量の見込みと確保方策実績（P120-P123） 

 市内の各小学校に学童保育室を設置していることから、公設学童保育室については、区域を小学校区

と同じ３２区域に区分し、各地区の状況と市全体の状況を掲載している。 

 一方で、民間放課後児童クラブについては、民間事業者が運営する施設の状況をまとめたものである

が、各施設については、市内の特定の地区のこどもが利用している訳ではないことから、地区に区分す

ることなく、民間放課後児童クラブ全体として掲載するものである。 

 見方としては、P116～P118 に掲載の表と同じく、受け皿となる確保実績（Ｂ）から利用実績（Ｃ）を

差し引いた形としている。 

 

（３）地域子育て支援拠点事業の量の見込みと確保方策実績（P124-P125） 

地域子育て支援拠点事業とは、市内に設置した「つどいの広場」等を指しており、市内を１２区域に

区分し、各地区に設置した「つどいの広場」等の状況と市全体の状況を掲載している。 

 見方としては、P116～P118 に掲載の表と同じく、受け皿となる確保実績（Ｂ）から利用実績（Ｃ）を

差し引いた形としている。 

 

111



学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども 3,053 1,068 2,689 373 2,044 2,997 1,049 2,654 371 2,042 2,942 1,029 2,629 373 2,031 2,889 1,011 2,616 376 2,033 2,836 992 2,632 377 2,039

他市町のこども 21 1 4 21 1 4 21 1 4 21 1 4 21 1 4

計 2,710 374 2,048 2,675 372 2,046 2,650 374 2,035 2,637 377 2,037 2,653 378 2,043

市内のこども 2,373 1,086 3,128 376 2,382 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他市町のこども 21 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 3,149 376 2,389 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定教育・保育施設

（認定こども園、保育園） 3,230 427 1,715 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 21 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 121 437 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 1 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 67 2 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 3,318 550 2,173 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

169 174 ▲ 216 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 1,141 149 777 － － 1,129 148 774 － － 1,116 148 770 － － 1,113 148 769 － － 1,112 148 769

他市町のこども 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

計 1,142 150 778 1,130 149 775 1,117 149 771 1,114 149 770 1,113 149 770

市内のこども － － 1,095 130 904 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 6 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1,101 130 905 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定教育・保育施設

（認定こども園、保育園） 1,144 151 610 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 6 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 56 213 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 6 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1,156 207 827 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55 77 ▲ 78 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３号

市
全
体

⑴

量
の
見
込
み

684 684

２号 ３号
１号

２号 ３号
１号

量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

１号

684 684 684

4,805 4,730 4,655 4,584 4,512

２号 ３号
１号

２号

0

3,782 0 0 0 0

⑵

認
定
実
績

323 0 0 0

75

903

248

4,965

⑶－⑵ 2,681 0 0 0 0

272

6,463 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策 －

－

0 0 0⑷保育 127 0

量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策 － － － － －

－

0 0 0⑷保育 54 0

Ａ
地
区

（
本
庁
・
山
田

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績

５．教育・保育の量の見込みと確保方策実績
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５．教育・保育の量の見込みと確保方策実績

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 126 18 122 － － 123 16 118 － － 122 16 112 － － 122 16 107 － － 121 15 104

他市町のこども 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 126 18 122 123 16 118 122 16 112 122 16 107 121 15 104

市内のこども － － 282 24 182 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 284 24 185 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 283 47 160 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 286 47 163 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 23 ▲ 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 185 26 147 － － 181 26 145 － － 174 26 143 － － 170 26 142 － － 169 26 142

他市町のこども 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 185 26 147 181 26 145 174 26 143 170 26 142 169 26 142

市内のこども － － 204 28 176 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 205 28 176 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 207 29 113 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 19 57 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 213 48 171 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 20 ▲ 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 ３号
１号

２号 ３号
１号１号

２号 ３号
１号

２号 ３号
量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策

－ － － － －

－

２号 ３号

0 0 0⑷保育 3 0

Ｂ
地
区

（
芳
野
・
古
谷

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績

１号
２号 ３号

１号１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策

－ － － － －

－

0 0 0⑷保育 23 0

Ｃ
地
区

（
南
古
谷

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績
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５．教育・保育の量の見込みと確保方策実績

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 341 72 365 － － 333 73 374 － － 337 74 376 － － 331 75 382 － － 349 76 387

他市町のこども 13 0 1 13 0 1 13 0 1 13 0 1 13 0 1

計 354 72 366 346 73 375 350 74 377 344 75 383 362 76 388

市内のこども － － 485 82 374 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 489 82 375 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 486 59 245 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 15 63 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 495 74 314 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 ▲ 8 ▲ 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 309 35 210 － － 306 36 211 － － 303 36 210 － － 304 37 212 － － 305 37 213

他市町のこども 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0

計 311 35 210 308 36 211 305 36 210 306 37 212 307 37 213

市内のこども － － 388 40 289 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 389 40 289 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 390 40 189 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 16 47 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 396 57 237 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 17 ▲ 52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 ３号
１号

２号 ３号
１号１号

２号 ３号
１号

２号 ３号
量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策

－ － － － －

－

２号 ３号

0 0 0⑷保育 ▲ 63 0

Ｄ
地
区

（
高
階

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績

１号
２号 ３号

１号１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策

－ － － － －

－

0 0 0⑷保育 ▲ 28 0

Ｅ
地
区

（
福
原
・
大
東

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績
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５．教育・保育の量の見込みと確保方策実績

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 274 34 188 － － 271 33 182 － － 270 33 181 － － 271 33 179 － － 268 34 179

他市町のこども 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2

計 279 34 190 276 33 184 275 33 183 276 33 181 273 34 181

市内のこども － － 313 35 203 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 317 35 204 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 368 57 202 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 376 57 205 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59 22 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

学校教育の
利用希望が

強い

左記以
外 0歳児 1，2歳児

市内のこども － － 313 39 235 － － 311 39 238 － － 307 40 239 － － 305 41 242 － － 308 41 245

他市町のこども 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 313 39 235 311 39 238 307 40 239 305 41 242 308 41 245

市内のこども － － 361 37 254 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0 － － 0 0 0

他市町のこども 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 364 37 255 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定教育・保育施設
（認定こども園、保育園） 352 44 196 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（他市町村のこども） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

確認を受けない幼稚園 － － － － － － － － － － － － － － －

（他市町村のこども） － － － － － － － － － － － － － － －

特定地域型保育事業 － 15 57 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

（他市町村のこども） － 0 1 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0

他市町の施設利用 41 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 396 60 256 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 23 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２号 ３号
１号

２号 ３号
１号１号

２号 ３号
１号

２号 ３号
量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

－ － －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ － －

－ －

－

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － － － －

－ － － －

⑶－⑵ 0 0 0 0 0

－ － － － －

0 0 0 0 0

⑶

確
保
方
策

－ － － － －

－

２号 ３号

0 0 0⑷保育 82 0

Ｆ
地
区

（
霞
ケ
関
・
川
鶴

）

⑴

量
の
見
込
み

⑵

認
定
実
績

１号
２号 ３号

１号１号
２号 ３号

１号
２号 ３号

量の見込み・認定実績・確保方策

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１号
２号 ３号

Ｇ
地
区

（
霞
ケ
関
北
・
名
細

）

⑴

量
の
見
込
み

－ － －

⑵

認
定
実
績

－ － －

⑶

確
保
方
策

－ － －

－ － －

0 0 0

0 0

－ －

0 0 0 0 0

－ －

0 0 0 0 0

－

－ － － － －

－

－ － － － －

0⑷保育 56 0

⑶－⑵ 0 0 0

0 0

0 0

－ －

－ － － － －

－ － － － －

－

－ － － －
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６．地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策実績

単位
見込量（A） 4 見込量（A） 4 見込量（A） 4 見込量（A） 4 見込量（A） 4
確保実績（B） 4 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
B-A 0 B-A B-A B-A B-A
見込量（A） 3 見込量（A） 3 見込量（A） 3 見込量（A） 3 見込量（A） 3
確保実績（B） 3 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
B-A 0 B-A B-A B-A B-A
見込量（A） 2,041 見込量（A） 2,009 見込量（A） 1,979 見込量（A） 1,972 見込量（A） 1,975
確保実績（B） 2,088 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 2,005 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 83 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 4,097 見込量（A） 4,311 見込量（A） 4,465 見込量（A） 4,534 見込量（A） 4,571
確保実績（B） 4,654 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 3,676 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 978 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 177 見込量（A） 177 見込量（A） 177 見込量（A） 177 見込量（A） 177
確保実績（B） 179 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 140 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 39 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 210 見込量（A） 240 見込量（A） 270 見込量（A） 300 見込量（A） 340
確保実績（B） 421 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 421 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 180 見込量（A） 182 見込量（A） 184 見込量（A） 186 見込量（A） 190
確保実績（B） 274 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 274 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 2,134 見込量（A） 2,123 見込量（A） 2,120 見込量（A） 2,126 見込量（A） 2,136
確保実績（B） 1,733 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 1,733 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 10 見込量（A） 10 見込量（A） 10 見込量（A） 10 見込量（A） 10
確保実績（B） 10 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 10 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 839 見込量（A） 839 見込量（A） 839 見込量（A） 839 見込量（A） 839
確保実績（B） 839 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 774 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 65 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 72,524 見込量（A） 73,893 見込量（A） 75,261 見込量（A） 76,632 見込量（A） 78,000
確保実績（B） 84,997 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 80,339 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 4,658 B-C B-C B-C B-C

令和10年度 令和11年度

（７）地域子育て支援拠点事業 人回

（６）養育支援訪問
事業その他要支援
児童の支援に資す
る事業

養育支援訪問事業 人

要保護児童等 人

人

民間放課後児童クラブ

（５）乳児家庭全戸訪問事業 人

ショートステイ事業 人日

（４）子育て短期支援
事業

トワイライトステイ事業 人日

令和7年度 令和8年度 令和9年度

（２）時間外保育事業（延長保育事業） 人

事業名

箇所

箇所
（１）利用者支援事
業

基本型・特定型

こども家庭センター型

人

（３）放課後児童健
全育成事業

公設学童保育室

116



６．地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策実績

単位 令和10年度 令和11年度令和7年度 令和8年度 令和9年度事業名
見込量（A） 211,769 見込量（A） 212,081 見込量（A） 212,393 見込量（A） 212,706 見込量（A） 213,020
確保実績（B） 234,666 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 234,666 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 7,455 見込量（A） 7,461 見込量（A） 7,467 見込量（A） 7,473 見込量（A） 7,480
確保実績（B） 7,455 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 5,304 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 2,151 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 1,250 見込量（A） 1,250 見込量（A） 1,250 見込量（A） 1,250 見込量（A） 1,250
確保実績（B） 1,228 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 1,121 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 107 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 1,532 見込量（A） 1,532 見込量（A） 1,532 見込量（A） 1,532 見込量（A） 1,532
確保実績（B） 998 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 998 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C 0 B-C 0 B-C 0 B-C 0
見込量（A） 4,540 見込量（A） 4,540 見込量（A） 4,540 見込量（A） 4,540 見込量（A） 4,540
確保実績（B） 3,043 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 3,043 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 25,025 見込量（A） 24,942 見込量（A） 24,960 見込量（A） 25,054 見込量（A） 25,136
確保実績（B） 23,393 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 23,393 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 710 見込量（A） 710 見込量（A） 710 見込量（A） 710 見込量（A） 710
確保実績（B） 523 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 514 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 9 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） -
確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） -
利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) -
B-C - B-C - B-C - B-C - B-C -
見込量（A） 30 見込量（A） 30 見込量（A） 30 見込量（A） 30 見込量（A） 30
確保実績（B） 30 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 21 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 9 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 40 見込量（A） 40 見込量（A） 40 見込量（A） 40 見込量（A） 40
確保実績（B） 45 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 45 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 6,402 見込量（A） 6,369 見込量（A） 6,360 見込量（A） 6,378 見込量（A） 6,408
確保実績（B） 6,818 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 6,818 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C

（13）多様な主体が本制度に参入することを
促進するための事業

-

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 人

（11）妊婦健康診査 件

（９）病児保育事業等 人日

（10）子育て援助活
動支援事業（ファミ
リー・サポート・セン
ター事業）

５歳児まで

就学後 人日

人日

幼稚園等 人日

（８）一時預かり事業

保育所等 人日

（14）子育て世帯訪問支援事業 人

（15）親子関係形成支援事業 人

（16）妊婦等包括相談支援事業 件
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６．地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策実績

単位 令和10年度 令和11年度令和7年度 令和8年度 令和9年度事業名
見込量（A） 285 見込量（A） 284 見込量（A） 284 見込量（A） 284 見込量（A） 286
確保実績（B） 864 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 864 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C 0 B-C B-C B-C B-C
見込量（A） 30 見込量（A） 29 見込量（A） 30 見込量（A） 30 見込量（A） 30
確保実績（B） - 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B） 確保実績（B）
利用実績（C) 1 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C) 利用実績（C)
B-C - B-C B-C B-C B-C
見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） - 見込量（A） -
確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） - 確保実績（B） -
利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) - 利用実績（C) -
B-C - B-C - B-C - B-C - B-C -

（18）乳児等通園支援事業（こども誰でも通
園制度）

人

（19）児童育成支援拠点事業 -

（17）産後ケア事業 人
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７．時間外保育事業（延長保育事業）の量の見込みと確保方策実績

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（A) 2,041 2,009 1,979 1,972 1,975
確保実績（B） 2,088
利用実績（C) 2,005
B-C 83

【７区域】
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（A) 766 750 732 728 727
確保実績（B） 813
利用実績（C) 813
B-C 0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 156 148 142 136 132
確保実績（B） 217
利用実績（C) 217
B-C 0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 77 75 72 71 71
確保実績（B） 85
利用実績（C) 85
B-C 0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 404 407 409 411 418
確保実績（B） 404
利用実績（C) 334
B-C 70

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 211 207 203 203 205
確保実績（B） 216
利用実績（C) 216
B-C 0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 208 202 200 201 198
確保実績（B） 208
利用実績（C) 164
B-C 44

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（A) 219 220 221 222 224
確保実績（B） 219
利用実績（C) 176
B-C 43

　

【G地区】
霞ケ関北・名

細

　

【D地区】
高階

　

【E地区】
福原・大東

　

【F地区】
霞ケ関・川鶴

【C地区】
南古谷

　

【A地区】
本庁・山田

　

【B地区】
芳野・古谷

　

（単位：人）
＜量の見込みと確保方策＞　区域：７区域

　

全体

119



（単位：人）

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 3,143 3,283 3,369 3,334 3,339 量の見込み（1-3年生） 160 160 160 160 160

量の見込み（4-6年生） 954 1,028 1,096 1,200 1,232 量の見込み（4-6年生） 17 17 17 17 17

（A）合計 4,097 4,311 4,465 4,534 4,571 （A）合計 177 177 177 177 177

確保実績（1-3年生） 3,566 確保実績（1-3年生） 135

確保実績（4-6年生） 1,088 確保実績（4-6年生） 44

（B）合計 4,654 （B）合計 179

利用実績（1-3年生）※1 2,816 利用実績（1-3年生）※1 109

利用実績（4-6年生）※1 860 利用実績（4-6年生）※1 31

（C）合計 3,676 （C）合計 140

978 39

公設学童保育室　小学校別見込みと実績

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（1-3年生） 105 112 116 128 128 量の見込み（1-3年生） 86 92 98 93 88
量の見込み（4-6年生） 47 52 50 48 54 量の見込み（4-6年生） 25 27 25 26 30
（A）合計 152 164 166 176 182 （A）合計 111 119 123 119 118
確保実績（1-3年生） 110 確保実績（1-3年生） 96
確保実績（4-6年生） 49 確保実績（4-6年生） 28
（B）合計 159 （B）合計 124
利用実績（1-3年生） 95 利用実績（1-3年生） 85
利用実績（4-6年生） 42 利用実績（4-6年生） 25
（C）合計 137 （C）合計 110

22 14
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 94 96 96 81 89 量の見込み（1-3年生） 140 148 166 170 186
量の見込み（4-6年生） 34 35 39 43 42 量の見込み（4-6年生） 51 45 46 49 51
（A）合計 128 131 135 124 131 （A）合計 191 193 212 219 237
確保実績（1-3年生） 108 確保実績（1-3年生） 151
確保実績（4-6年生） 39 確保実績（4-6年生） 55
（B）合計 147 （B）合計 206
利用実績（1-3年生） 86 利用実績（1-3年生） 124
利用実績（4-6年生） 31 利用実績（4-6年生） 45
（C）合計 117 （C）合計 169

30 37
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 130 118 111 110 109 量の見込み（1-3年生） 92 92 93 89 96
量の見込み（4-6年生） 31 42 47 43 40 量の見込み（4-6年生） 25 26 27 32 29
（A）合計 161 160 158 153 149 （A）合計 117 118 120 121 125
確保実績（1-3年生） 128 確保実績（1-3年生） 105
確保実績（4-6年生） 31 確保実績（4-6年生） 28
（B）合計 159 （B）合計 133
利用実績（1-3年生） 115 利用実績（1-3年生） 90
利用実績（4-6年生） 27 利用実績（4-6年生） 24
（C）合計 142 （C）合計 114

17 19

８．放課後児童健全育成事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策＞　区域：32区域（小学校区）

公設
学童保育室

全体

（A)

民間放課後
児童クラブ

全体

（A)

（C) （C)

※1　当該年度当初の申込者数（但し、利用日数による按分有）

（A) （A)

（C) （C)

（B)－（C） （B)－（C）

（C)

（B)－（C） （B)－（C）

（B)－（C） （B)－（C）

（A) （A)

（C)

（B)

（B)－（C） （B)－（C）

（A) （A)

（C) （C)

（B) （B)
新宿小武蔵野小

中央小 仙波小

（B) （B)

（B) （B)
川越第一小 川越小

（B)
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（単位：人）

８．放課後児童健全育成事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策＞　区域：32区域（小学校区）

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（1-3年生） 92 97 100 90 95 量の見込み（1-3年生） 114 124 138 133 140
量の見込み（4-6年生） 41 40 39 45 46 量の見込み（4-6年生） 30 26 30 39 37
（A）合計 133 137 139 135 141 （A）合計 144 150 168 172 177
確保実績（1-3年生） 97 確保実績（1-3年生） 124
確保実績（4-6年生） 43 確保実績（4-6年生） 32
（B）合計 140 0 0 0 0 （B）合計 156
利用実績（1-3年生） 83 利用実績（1-3年生） 103
利用実績（4-6年生） 37 利用実績（4-6年生） 27
（C）合計 120 0 0 0 0 （C）合計 130

20 0 0 0 0 26
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 75 83 93 96 93 量の見込み（1-3年生） 80 78 78 75 76
量の見込み（4-6年生） 24 26 26 29 33 量の見込み（4-6年生） 20 28 29 34 34
（A）合計 99 109 119 125 126 （A）合計 100 106 107 109 110
確保実績（1-3年生） 108 確保実績（1-3年生） 71
確保実績（4-6年生） 34 確保実績（4-6年生） 18
（B）合計 142 （B）合計 89
利用実績（1-3年生） 76 利用実績（1-3年生） 68
利用実績（4-6年生） 24 利用実績（4-6年生） 17
（C）合計 100 （C）合計 85

42 4
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 35 40 36 37 37 量の見込み（1-3年生） 77 79 77 79 65
量の見込み（4-6年生） 16 18 19 19 22 量の見込み（4-6年生） 19 24 20 21 25
（A）合計 51 58 55 56 59 （A）合計 96 103 97 100 90
確保実績（1-3年生） 33 確保実績（1-3年生） 91
確保実績（4-6年生） 15 確保実績（4-6年生） 23
（B）合計 48 （B）合計 114
利用実績（1-3年生） 32 利用実績（1-3年生） 75
利用実績（4-6年生） 15 利用実績（4-6年生） 19
（C）合計 47 （C）合計 94

1 20
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 162 168 174 174 176 量の見込み（1-3年生） 92 95 93 93 92
量の見込み（4-6年生） 40 40 39 38 42 量の見込み（4-6年生） 28 27 31 33 32
（A）合計 202 208 213 212 218 （A）合計 120 122 124 126 124
確保実績（1-3年生） 187 確保実績（1-3年生） 102
確保実績（4-6年生） 46 確保実績（4-6年生） 31
（B）合計 233 （B）合計 133
利用実績（1-3年生） 144 利用実績（1-3年生） 77
利用実績（4-6年生） 36 利用実績（4-6年生） 24
（C）合計 180 （C）合計 101

53 32
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 162 170 170 189 198 量の見込み（1-3年生） 94 94 99 95 104
量の見込み（4-6年生） 51 59 73 76 76 量の見込み（4-6年生） 22 27 29 33 31
（A）合計 213 229 243 265 274 （A）合計 116 121 128 128 135
確保実績（1-3年生） 160 確保実績（1-3年生） 115
確保実績（4-6年生） 50 確保実績（4-6年生） 27
（B）合計 210 （B）合計 142
利用実績（1-3年生） 149 利用実績（1-3年生） 85
利用実績（4-6年生） 47 利用実績（4-6年生） 20
（C）合計 196 （C）合計 105

14 37

（B) （B)

（A) （A)

月越小 今成小

（B)－（C） （B)－（C）

大塚小

（C)

（A)

（C) （C)

（B) （B)

（B) （B)

泉小

芳野小

（B)－（C） （B)－（C）

（A) （A)

（C) （C)

（A) （A)

（C) （C)

（B) （B)

（C)

（B)－（C） （B)－（C）

高階南小

南古谷小 牛子小

（B)－（C） （B)－（C）

（B) （B)

古谷小

高階小

（B)－（C） （B)－（C）

（A) （A)

（C) （C)

（A)
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（単位：人）

８．放課後児童健全育成事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策＞　区域：32区域（小学校区）

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（1-3年生） 120 121 130 125 133 量の見込み（1-3年生） 112 120 127 111 109
量の見込み（4-6年生） 30 37 32 44 45 量の見込み（4-6年生） 29 38 43 55 55
（A）合計 150 158 162 169 178 （A）合計 141 158 170 166 164
確保実績（1-3年生） 114 確保実績（1-3年生） 164
確保実績（4-6年生） 29 確保実績（4-6年生） 42
（B）合計 143 （B）合計 206
利用実績（1-3年生） 108 利用実績（1-3年生） 95
利用実績（4-6年生） 27 利用実績（4-6年生） 24
（C）合計 135 （C）合計 119

8 87
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 97 92 102 109 114 量の見込み（1-3年生） 125 147 152 151 137
量の見込み（4-6年生） 16 22 20 25 22 量の見込み（4-6年生） 33 30 42 44 51
（A）合計 113 114 122 134 136 （A）合計 158 177 194 195 188
確保実績（1-3年生） 118 確保実績（1-3年生） 112
確保実績（4-6年生） 20 確保実績（4-6年生） 29
（B）合計 138 （B）合計 141
利用実績（1-3年生） 77 利用実績（1-3年生） 91
利用実績（4-6年生） 13 利用実績（4-6年生） 24
（C）合計 90 （C）合計 115

48 26
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 115 130 132 136 124 量の見込み（1-3年生） 75 74 82 85 83
量の見込み（4-6年生） 26 30 34 40 44 量の見込み（4-6年生） 23 25 24 22 23
（A）合計 141 160 166 176 168 （A）合計 98 99 106 107 106
確保実績（1-3年生） 126 確保実績（1-3年生） 142
確保実績（4-6年生） 29 確保実績（4-6年生） 44
（B）合計 155 （B）合計 186
利用実績（1-3年生） 97 利用実績（1-3年生） 81
利用実績（4-6年生） 22 利用実績（4-6年生） 25
（C）合計 119 （C）合計 106

36 ○ 80
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 128 135 123 114 125 量の見込み（1-3年生） 47 49 42 39 34
量の見込み（4-6年生） 37 43 54 65 63 量の見込み（4-6年生） 11 14 14 14 15
（A）合計 165 178 177 179 188 （A）合計 58 63 56 53 49
確保実績（1-3年生） 135 確保実績（1-3年生） 75
確保実績（4-6年生） 39 確保実績（4-6年生） 17
（B）合計 174 （B）合計 92
利用実績（1-3年生） 109 利用実績（1-3年生） 39
利用実績（4-6年生） 32 利用実績（4-6年生） 9
（C）合計 141 （C）合計 48

33 44
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 82 87 90 88 81 量の見込み（1-3年生） 48 66 67 71 79
量の見込み（4-6年生） 30 28 36 37 37 量の見込み（4-6年生） 23 20 22 27 34
（A）合計 112 115 126 125 118 （A）合計 71 86 89 98 113
確保実績（1-3年生） 124 確保実績（1-3年生） 96
確保実績（4-6年生） 46 確保実績（4-6年生） 46
（B）合計 170 （B）合計 142
利用実績（1-3年生） 72 利用実績（1-3年生） 44
利用実績（4-6年生） 27 利用実績（4-6年生） 21
（C）合計 99 （C）合計 65

71 77

（A) （A)

（C) （C)

（B) （B)
高階北小 高階西小

（B) （B)

福原小

（B)－（C） （B)－（C）

（A) （A)

（C)

大東東小

（B)－（C） （B)－（C）

霞ケ関小

（B)－（C） （B)－（C）

（A)

（C)

（B) （B)

（A)

（C) （C)

（B) （B)大東西小

霞ケ関北小 霞ケ関東小

（B)－（C） （B)－（C）

霞ケ関南小

（B)－（C） （B)－（C）

（A)

（C) （C)

（B) （B)

（A) （A)

（C) （C)

（A)

寺尾小
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（単位：人）

８．放課後児童健全育成事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策＞　区域：32区域（小学校区）

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
量の見込み（1-3年生） 72 82 83 77 68 量の見込み（1-3年生） 75 76 73 78 78
量の見込み（4-6年生） 34 27 25 29 31 量の見込み（4-6年生） 29 28 33 29 29
（A）合計 106 109 108 106 99 （A）合計 104 104 106 107 107
確保実績（1-3年生） 93 確保実績（1-3年生） 71
確保実績（4-6年生） 44 確保実績（4-6年生） 28
（B）合計 137 （B）合計 99
利用実績（1-3年生） 71 利用実績（1-3年生） 71
利用実績（4-6年生） 33 利用実績（4-6年生） 27
（C）合計 104 （C）合計 98

33 1
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 113 114 116 112 105 量の見込み（1-3年生） 110 113 125 128 130
量の見込み（4-6年生） 41 44 41 42 44 量の見込み（4-6年生） 20 27 30 36 37
（A）合計 154 158 157 154 149 （A）合計 130 140 155 164 167
確保実績（1-3年生） 108 確保実績（1-3年生） 105
確保実績（4-6年生） 39 確保実績（4-6年生） 19
（B）合計 147 （B）合計 124
利用実績（1-3年生） 98 利用実績（1-3年生） 96
利用実績（4-6年生） 35 利用実績（4-6年生） 18
（C）合計 133 （C）合計 114

14 10
　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（1-3年生） 69 70 71 69 69 量の見込み（1-3年生） 125 121 116 109 98
量の見込み（4-6年生） 25 28 28 30 29 量の見込み（4-6年生） 43 45 49 53 49
（A）合計 94 98 99 99 98 （A）合計 168 166 165 162 147
確保実績（1-3年生） 73 確保実績（1-3年生） 124
確保実績（4-6年生） 26 確保実績（4-6年生） 42
（B）合計 99 （B）合計 166
利用実績（1-3年生） 59 利用実績（1-3年生） 121
利用実績（4-6年生） 22 利用実績（4-6年生） 41
（C）合計 81 （C）合計 162

18 4

（B) （B)

川越西小

（A)

（B) （B)
霞ケ関西小

（A) （A)

（C) （C)

（A) （A)

（C) （C)

（B) （B)
名細小 上戸小

（B)－（C） （B)－（C）

（B)－（C） （B)－（C）

山田小広谷小

（B)－（C） （B)－（C）

（A)

（C) （C)

123



（単位：人）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（A) 72,524 73,893 75,261 76,632 78,000

確保実績（B) 84,997

利用実績（C） 80,339

実施施設数(箇所） 24

（B)－（C） 4,658

　 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

量の見込み（A) 36,068 36,749 37,429 38,110 38,792
確保実績（B) 45,556
利用実績（C） 45,556

実施施設数(箇所） 8
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 1,498 1,526 1,554 1,583 1,611
確保実績（B) 1,506
利用実績（C） 1,506

実施施設数(箇所） 1
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 1,929 1,965 2,002 2,038 2,075
確保実績（B) 2,545
利用実績（C） 2,545

実施施設数(箇所） 1
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 1,654 1,685 1,716 1,748 1,779
確保実績（B) 1,654
利用実績（C） 1,166

実施施設数(箇所） 1
（B)－（C） 488 0 0 0 0

量の見込み（A) 6,215 6,332 6,450 6,567 6,684
確保実績（B) 6,215
利用実績（C） 4,481

実施施設数(箇所） 2
（B)－（C） 1,734

芳野

９．地域子育て支援拠点事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策実績＞　区域：12区域

　

合計

本庁

古谷

南古谷

高階
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（単位：人）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

９．地域子育て支援拠点事業の量の見込みと確保方策実績
＜量の見込みと確保方策実績＞　区域：12区域

　

量の見込み（A) 3,478 3,544 3,610 3,675 3,741
確保実績（B) 3,719
利用実績（C） 3,719

実施施設数(箇所） 2
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 7,436 7,577 7,717 7,858 7,998
確保実績（B) 7,436
利用実績（C） 6,122

実施施設数(箇所） 2
（B)－（C） 1,314

量の見込み（A) 6,658 6,783 6,909 7,035 7,160
確保実績（B) 6,658
利用実績（C） 5,536

実施施設数(箇所） 3
（B)－（C） 1,122

量の見込み（A) 1,388 1,415 1,441 1,467 1,493
確保実績（B) 2,700
利用実績（C） 2,700

実施施設数(箇所） 0
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 5,252 5,351 5,450 5,549 5,648
確保実績（B) 5,582
利用実績（C） 5,582

実施施設数(箇所） 3
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 448 456 464 473 481
確保実績（B) 455
利用実績（C） 455

実施施設数(箇所） 1
（B)－（C） 0

量の見込み（A) 500 510 519 529 538
確保実績（B) 971
利用実績（C） 971

実施施設数(箇所） 0
（B)－（C） 0

※利用実績は、当該地区施設の延べ利用人数（市内他地区在住者利用を含む）
※霞ケ関北地区、川鶴地区の実利用人数は、市内各拠点施設における当該地区在住者の延べ利用人数

霞ケ関北

名細

山田

川鶴

福原

大東

霞ケ関
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